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ハッピーエンドへの最終指導!!









伏見ひろゆき








角川スニーカー文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　エロ作家の裏切り







『──丈たけ途とくんの馬ば鹿か！　あんな本を出すなんて……吹ふく音ねに対する裏切りよ!!』


　ちょっと待ってくれ！　あの本は……よかれと思って書いた物なんだ!!


『全然よくないよ！　吹音……もう知らない!!』


　──プー、プー、プー。


　わっ……電話が切れた!!


　まずい……まずいぞ。でもぼく、今海外のホテルだし……どうしたらいいんだ!?


　と、とにかく日本にいる友達に電話を……そうだ、律りつに相談しよう!!


　──プルルルルッ。


『──あれ？　海外からわざわざ電話だなんて……どうしたんだい』


　実はさ……鳴なる唐からさんがあの本のことで滅め茶ちや苦く茶ちや怒おこってるんだけど!?


『あぁ……あれは判断が難しいところだね』


　そうなの!?　ぼく、よかれと思って書いた本なのに……。


『そりゃ僕だったら嬉うれしいけど……人によってはあり得ないくらい嫌いやかもね。しかもあの本、世界的な評価を受けて超ちよう有名になったし……そのせいで鳴唐さんの怒いかりが増している可能性もある』


　……っ、せっかく有名になったのに、そのせいで余計に怒るだなんて……鳴唐さんにとってあの本はよほど〝あり得ないくらい嫌〟な内容だったのか……!!


『そんなに悩なやんでるなら……どうだろう？　きみと僕が協力して発見した、あの方程式を使ってみたらいいんじゃないかな??』


　律とぼくが発見した方程式……あ、あれか!!


『そう……懐なつかしいね。あの一件できみと僕の仲がより深まった気がするよ』


　そうだね。それに今にして思えば、ぼくがあの本を書くきっかけ──というかきっかけが起こる〝予兆〟が、あの頃ころからあった気がする。


『予兆……か。確かにそうかもしれないね──』




　ぼくたちの愛の方程式[image: ]







　　　一




『数理の貴公子　計算で世界を変える！』





　……目の前の新聞には、淡あわい栗くり色いろの髪かみをさらさらとなびかせた中性的な顔立ちの男が載のっていた。知的で爽さわやかな印象を与あたえる男……円えん修しゆう律りつだ。新聞でのカラー特集……それが律の注目度を表していた。


「『合理的なビジネスモデルが世界経済を変える！』か。恰好かつこいいこと言うなぁ……律」


　ぼく──芥あくた川がわ丈たけ途とは、そう言いながら左ひだり隣どなりの席を見る。そこには制服たるモーニング風コートを着た律が座っていた。だがその顔は新聞での爽やかな印象とは打って変わり……やつれ果ててどこか暗い。


「……律、どうしたの？」


「……あっ、なにか用かい？」


　微び妙みように嚙かみ合わない返事をしながら、律がノートからペンを離はなす。数学の仕事でもやっていたのだろうか。


「いや、新聞で特集を組まれるなんて凄すごいなぁと思ってさ……」


「なにを言ってるんだい。丈途はその新聞にポルノ小説を連れん載さいしてるじゃないか」


　彼の言葉に従って新聞へ目を落とすと、『んんっ……そんな硬かたいモノを押しつけて……はあんっ!!』という文章が見える。


　──そう。ぼくは現げん役えき高校生にしてポルノ小説の天才なのだ。そして律は数学の天才。ぼくらだけではなく、この閃ひらめき学園高校には様々な分野で〝天才〟と呼ばれる者たちが集まっていた。


「そりゃぼくはポルノの連載をしてるけど……閃学園生の中からピックアップされて新聞に載った律は、やっぱり凄いよ」


「ははっ……そんなことはないさ」


　律は微笑ほほえみながらも、疲つかれたように首を横へ振ふる。そしてノートにペンを走らせて再び計算を始めた。朝のホームルームが始まる前に仕事をある程度進めておきたいのだろう。


　だが……やつれ果てた表情に呼応するようにして、ノートへ走らせるペンも微妙に震ふるえている。


　……仕事、かなりきついのかな？


　閃学園が世界的に有名になり、律は各国の企き業ぎようや大学から数学的な助力を求められるようになっていた。有名税と言えばそれまでだが、学業のある高校生にはやはり重い負担だ。


「──円修くん、大だい丈じよう夫ぶ？　なんだか声がひび割れてるよ」


　ぼくの前に座っていた赤髪の少女が、制服たる紫むらさきのワンピースドレスを揺ゆらして律へ目を向ける。クラリネットの天才、鳴なる唐から吹ふく音ねさんだ。


「声がひび割れてる……？」


　自分の声を確かめるようにして喋しやべる律へ、鳴唐さんは「やっぱり酷ひどい声」と頷うなずく。ぼくには聞き分けられないが……さすが音楽系の天才だ。


「──ちょっとは仕事量を調節したらどう？」


　ぼくの右みぎ隣どなりから心配するような声が聞こえる。目を向けると、アイドル顔の少女が律を不安げに見つめていた。天才歌手の園その声こえ謡うた江えだ。


「確かにいくらかきついけど……僕は今、人生の中でもっとも〝数学者〟をしてるんだ。嬉しい悲鳴ってやつさ」


　気を遣つかわせないためか鳴唐さんの言葉を気にしたのか、律は明るい声こわ音ねで答える。


「──律ってほんと数学馬鹿ねぇ。そのうち過労で倒たおれるわよ」


　律の後ろに座っていたポニーテールの少女が、ノートパソコンへ高速タッチをしながら喋る。プログラミングの天才、霧む線せん蘭らんだ。


「……蘭だって朝から仕事をしてるじゃないか……」


　ぼくは小声で突つっこむ。理系同士のせいか、律と蘭はどことなく似ていた。


　そんな中、「カツッ！　カツッ！　カツッ！」と甲かん高だかい音を鳴らしつつ誰だれかが廊ろう下かを駆かけてくる。


「──た～け～と～さ～ん！　この記事はどういうことですか!?」


　現れたのは、特注でレザー製にした制服を着ている少女だ。プロデュースの天才にして新聞同好会の部長、黒くろ樹き繰くる美みである。ハイヒールをはき、丸めておしおき棒のようにした革かわ張ばりノートを持つその姿は……まさに女王様だ。


「部長……〝この記事〟って、なに？」


　憤ふん然ぜんとぼくの前に立つ彼女へ、恐おそる恐る問いかける。すると彼女は「今朝の朝刊に載ってた律さんの特集ですよ！」と手に持っていた新聞をぼくの机へ叩たたきつけた。


　──ビシィィィ!!


「閃学園生の特集は閃新聞の独どく占せんでしたのに……他紙にすっぱ抜ぬかれるなんてどういうことですの!?」


「それなら……載る載らないは律の自由でしょ？」


「……なんてなげかわしい台詞せりふを……」


　部長は大きなため息をつくと、おしおき棒のようなノートを握にぎりしめた。


「……丈途さんには、閃新聞の〝メイン記者〟という自覚が足りないようですわね……」


　そう喋りつつ、彼女はノートを握った手を震わせる。


「……調教、した方がいいのかしら……」


　──調教!?


　部長が言うとシャレにならない。ぼくは反射的に立ち上がり、「こ、今度から気をつけます！」と悲鳴じみた声を上げた。


「……丈途、すまない。なんだか僕のせいで迷めい惑わくをかけたみたいで……」


　隣となりの席で、律が申し訳なさそうに頭をさげる。


「律のせいじゃないよ！　なにも謝らなくても──」


　そう言って彼の方へ手を伸のばした瞬しゆん間かん……ぼくはバランスを崩くずし、椅い子すから落ちてしまった！


「痛っ……!!」


　膝ひざを床ゆかに打ちつけた痛みで、鋭するどい息が漏もれる。


　一いつ瞬しゆんのパニックから立ち直って前を見ると……潤うるんだ瞳ひとみが目に映った。長いまつげ、キメの細かい肌はだ……。ぼくの手は眼前の〝誰か〟の脇わき腹ばらに触ふれており、すらっとして気持いい柔やわ肌はだを感じていた。


　──やばい!!


　慌あわてて起き上がろうとすると手がすべり、まるで愛あい撫ぶするかのように脇わきから太ふと股ももへと手が移る……。


「んっっ……！」


「ご、ごめん!!」


　今度こそ焦あせって起き上がると、目の前にいたのは──。


「ちょっ……律だったの!?　色っぽい声出さないでくれよ！　勘かん違ちがいしただろ!?」


「勘違いって…………。あっ、さっきの計算が──」


　律は数式をぶつぶつ唱えながら立ち上がると、そのまま何事もなかったかのように計算を再開した。


　……あれ？　いつもとリアクション違ちがうよね??


　普ふ段だんなら顔を赤くして「丈途、こんな所でいきなりだなんて……」とか「丈途はいつも強ごう引いんだな」とか言いそうなものだが……今は数学のことしか頭にないらしい。


　……律、本当に大丈夫かな……？


　だがこのときはまだ、ぼくは律のことをそこまで心配していなかった。





　──そして数日後。


　律とぼくは、学食で昼ご飯を食べていた。辺りに響ひびき渡わたる、不ふ穏おんな金属音……。


　──カカッ……ガチャッ。


　──カカッ……ガチャッ。


「──うぅぅ……g（x）=0だからx＞0,z＞0で──」


　ぼくの眼前で、律が自前のナイフとフォークを震わせながらカレーを食べている。食事中にもかかわらず、彼は呻うめくようにして数式を唱えていた。


　──って、食事中も暗算!?　むしろなんでカレーをナイフとフォークで食べてるの!?


「スプーン使いなよ！　自前のヤツ持ってたでしょ!?」


「……XZe=……え？　今、なにか言ったかい??」


「いや、だからスプーン……」


「──不達成確率については──いや、スプーンに切り替かえる手間が惜おしくて──制約空間が──」


　スプーンに切り替える手間って……どれだけ仕事をつめこんでるの!?


　ぼくは律の暗算の隙すき間まをうかがいつつ、そっと声をかける。


「律……謡江が言ってた通り、もうちょっと仕事量を調節したら？」


「だ、大丈夫さ。これくらい……」


「でもそんな状態で計算して、もし間ま違ちがいでもあったら……。いっそ、しばらく学校を休んだら？」


「計算間違いには充じゆう分ぶん注意をしてるつもりさ。それに今は仕事が多すぎて……一度学校を休んだら、サボり癖ぐせがついてずっと休んじゃいそうでさ」


　──ずっと学校を休む。その言葉を聞いてぼくは息を呑のんだ。


　閃学園が世界的に有名になったあと、学園生活よりも仕事を取って〝卒業〟していった生徒は少なからずいる。もし律がそのひとりになってしまったら……。


　胸にわき上がる不安を抑おさえ、ぼくは口をつぐむ。律とは入学以来のつき合いだ。ぼくの勝手な希望とわかってはいても、〝卒業〟してほしくない。


「──う～ん、最適化モデルは……よし！　やっと計算が終わった……」


　律は脱だつ力りよくしたように言うと、長い息を吐はく。


　ぼくはそれを見て、律の持つナイフとフォークへ目を向けた。


「そういえば……律のカトラリー食器セツトって、おばあさんからのプレゼントなんだっけ？　確か一番大切な物だったよね」


「そうさ。僕はひとりの数学者として、グランマを尊敬してるんだ。それにこのカトラリーは、今じゃ形見みたいなものだし……」


「そっか……」


「僕に数学を教えてくれたのはグランマなんだ。グランマは数々の定理を発見して、数学界に……いや、世界に貢こう献けんした偉い大だいな人だったよ」


「凄いおばあさんだったんだね」


「もちろんさ。僕はグランマから言われた『人のためになる数学者になりなさい』という言葉を胸に今も数学を続けているのさ」


　彼はそう言うと、決意を新たにするかのようにフォークへ目を落とし、カレーのルーがついたご飯を口へ運ぶ。


　……いい話だ。いい話だけど……。


「カレーはスプーンで食べようよ！」


「……ん？　そうだね。暗算してないときならこんなミスはしないさ」


　……普ふ通つうは暗算しながらご飯を食べないから……。


　いくら人のためになる数学者を目指すと言っても、こんな状態が長続きするはずがない。それにたとえ律であろうとも、グロッキー状態では計算ミスをする可能性だってある。


「とにかく、少しは休みなよ」


　真面目まじめな律が仕事量をうまく調節できるとは思えないが……お決まりの言葉を告げるようにして言った。


　だが、ぼくの不安はすぐに的中してしまう。


　自分の考えが甘かったことを、ここに来て思い知らされたのだ。


「──律くん大変よ！　あなたの計算間違いで会社が大おお騒さわぎになってるって、企業の人が教室へ来てて……!!」


　謡江が慌てて学食へ駆けこみ、必死にそう叫さけぶ。


　──計算間違い。


　その言葉が胸に刺ささり、急速に悪お寒かんを広げてゆく。


「僕の計算が……そんな……」


　そう言って立ち上がった律は、すでに顔面蒼そう白はくだった。


　やっぱりあんな仕事量は始めから無理だったのだ。


　ぼくは、もっと早く律を止めるべきだった……。





　　　二




『数理の貴公子堕おつ！　計算間違いで企き業ぎようは火の車!?』





　──律の計算間違いが発覚した次の日。朝刊を見ると彼の失態を告げる記事が載のっていた。その記事には「しょせんは子供のお遊び」「バイト感覚のずさんな計算」などといった罵ば倒とうの数々がつづられていた。


　……あまりの記事に、新聞を持つぼくの手が震ふるえる……。


「いきなり手の平を返して……律！　新聞社に抗こう議ぎしよう!!」


　ぼくは左ひだり隣どなりの席へ目をやる。すると黙だまりこんでじっとしていた律が、「いや、抗議なんて必要ないさ」とぼくを制止するように手を挙げた。


「失敗したのは事実なんだ。昨日のうちに再計算をすませて、事態は収束に向かっているらしいし……もう大だい丈じよう夫ぶだよ」


「大丈夫なもんか！　こんな記事を書かれて……」


「身から出た錆さびさ……。それに、迷惑をかけた会社のことを思うと……新聞社へ抗議する気にはなれないよ」


　律はそっとため息をつくと、「記事に書かれていた通り、バイト感覚だったのかな……」と自じ嘲ちよう気味な笑えみを浮うかべる。


　……律……。


　ぼくは、律がどれほど必死に仕事をやっていたか知っている。バイト感覚なんかじゃなかったと断言できる。だが自嘲気味な笑みを浮かべる彼を見ていると、それ以上言葉をかけられなくなり……口をつぐむしかなかった。


「さぁて、仕事も一段落したし……今日はたくさん勉強するぞ!!」


　律は無理に元気な声を出し、授業の予習でもするかのように本を持つ。


　だが……。


「律……その本、ちょっと朗読してみて」


「……なぜだい？　えぇ……と『──はぁん……！　私の注射を返して……んぐっ!!　ま、まさかそれを挿いれるの──。女は絶望じみた顔をこちらへ向けると』──」


「……ねぇ、そろそろ気づかない？」


「なにがだい？　『俺は注射の中にローションをなみなみと入れて』──」


「……あの、ごめん。律より先にクラスメイトが気づきそうだから、いい加減にわかって欲しいんだけど……」


「朗読を頼たのんだりなにかに気づいてくれって言ったり……今日の丈途は変だね。『んはっ……!!　そんなモノ挿れられたら……溢あふれちゃうぅぅ!!』」


「──丈途！　なに朝から卑ひ猥わいなこと喋しやべってんのよ……って律!?」


　蘭が、ノートパソコンを操作しながら驚おどろいたように律を見つめる。


「卑猥？　僕、なにか変なこと言ってたかい??」


「思いっきり言ってたわよ！　……ついに丈途のエロウイルスに毒されて、頭がおかしくなっちゃったのね……」


　そう嘆なげき、かわいそうなモノでも眺ながめるようにして律を見つめる蘭……。


　……っていうか、ぼくのエロウイルスって……。


　内心で突つっこみながらも、ぼくはいまだに状じよう況きようを把は握あくしていない律へ目を向ける。


「本のタイトルを見ればわかるよ」


「タイトルって……『ナース逆治ち療りよう』!?」


　……そう。律が手にしていたのはぼくのポルノ小説なのだ。教科書とポルノを間ま違ちがえるだなんて……。


「やっぱり、相当ショックを受けてるな……」


　心配するぼくをよそに、律は「寝ねぼけてたのかな……ははっ」とごまかすように笑う。


　その笑いもまた、無理に元気を装っているのが明らかで心が苦しかった。


「ぼくが律のことをもっと気にかけていれば、こんなことには……」


「──丈途くん、あんまり自分を責めないで」


　右みぎ隣どなりの席から、心配するような声が聞こえる。……謡江だ。


「私だって律くんを止められなかったんだもの……」


　謡江は後こう悔かいするようにしてつぶやく。彼女は律と地元が近いので、ぼくと同じく思うところがあるのかもしれない。


　そんな中、ふと、静かな声が響く。


「ふたりとも……僕は大丈夫だから」


　目を向けると、律がこちらをじっと見つめていた。ぼくらの会話に気づいていたのだ。


「本当に、心配しなくても大丈夫だから」


　念を押すようにして言われたその台詞せりふは、ぼくの胸へチクリと刺さる。


　……こんな状況になってもぼくらに気を遣つかって……。


　律はいつも理知的だ。それは、ときとして彼との〝距きよ離り〟を感じさせる。へこんでいるときくらい、愚ぐ痴ちってくれてもいいのに……。


「……大体、新聞にあんな記事を書かれて……このままで済むのかな？」


　そっと漏もらしたぼくの不安をよそに、律は授業の予習を始めている。


「はぁ……律にまで進路指導をやらなくていいように祈いのるよ」


　──ぼくは今、この学園で〝進路指導〟に関かかわっていた。世界から注目を浴びている閃学園の生徒たちは、どうしても〝進路〟について大きな悩なやみを抱かかえてしまうからだ。


　そんなぼくの台詞を聞き、前の席に座っていた鳴唐さんがビクッと背筋を伸のばす。そして「……進路指導……」と震えるようにして漏らした。


「鳴唐さん、どうかしたの？」


「な、なんでもないの！　ただ、また進路指導をやることになるのかなって……」


「誰だれか進路のことで困っていたらそうなるだろうけど……なんか今の台詞、進路指導をやるのが嫌いやみたいな──」


「そんなことないよ！　……でもね、進路指導をがんばると丈途くんが……」


　彼女はそこまで喋って、急に言葉を呑みこむ。まるでそこから先は禁句であるかのように、まるで言葉にすること自体を恐おそれているかのように……。


　……鳴唐さん、どうしたんだろう？


　問いかけようとするも、彼女はこちらへ背を向けて黙りこんでしまった。


　ぼくはそれ以上言葉をかけられなくなり……授業の予習を続ける律へと目を移す。


　……律、本当に大丈夫なのかな……。





　──丈途たちがいる教室の外に、ツインテールの影かげがあった。


「律さん……大変なことになりましたわね」


　ため息まじりに律へ視線を送っていた少女は……部長だ。先日は新聞に律の特集が組まれて教室へ怒ど鳴なりこんできた彼女だが、今日ばかりは律への批判記事を見て沈ちん痛つうな面おも持もちをしていた。


　彼女は後ろを振ふり返ると、ひとりの少女を見つめる。


「愛まな見みさん、状況はどうなっていますか？」


　そう問われた少女は、眼鏡めがね越ごしにあどけない瞳ひとみをのぞかせて持っていた書類を漁あさる。閃学園の新入生にして進路指導の天才、夢ゆめ路じ愛見だ。


「わたしが調べたところでは、数学業界ですでに大きな波は紋もんを呼び始めてますね。このままでは……律先せん輩ぱいが数学界から追放されるのも時間の問題かと」


「やはり、進路指導が必要ですか……」


　部長は考えながらつぶやくと、ふと思い出したように愛見へ目を向ける。


「そういえば、丈途さんとは最近どうですか？」


「ど、どうって……!?」


　突とつ然ぜんの質問に愛見はうろたえてしまい、持っていた書類をバサッと落とす。


「わ、わたしは丈途先輩とまだそんな関係じゃないっていうか、そういうの、わたしにはちょっと早いんじゃないかっていうか……!!」


「なにを言ってるんですか。早いもなにも、おふたりにはちゃんとして頂きませんと困りますわよ」


「ちゃんとするって……！　部長、なにをはしたないこと言ってるんですか!?」


「……はしたない？」


　部長は眉まゆを寄せて愛見を眺めると、「あたくし、進路指導の話をしているんですが……なにか勘かん違ちがいされてます？」と漏らす。


「……あっ、進路指導の話だったんですか……」


　愛見は火照ほてった顔を押さえ、心を落ち着けるように深呼吸を始める。


　丈途と愛見は今、部長の案でタッグを組んで進路指導をおこなっているのだ。すべては、丈途が望む「自分の新しい道を見つけられる学園」を作るためである。


「丈途先輩はわたしの行き届かないところをサポートしてくださりますし……進路指導に自信ができました」


　赤らんだままの頰ほおを押さえつつ愛見がそう漏らす。


「なるほど……。しかし愛見さんと丈途さんのタッグはまだ日が浅いですし……もう少しおふたりの力を確かく認にんしたいところですわね」


　部長はおしおき棒のような巨きよ大だいノートを広げ、自分の〝計画〟を確かめるように眺める。


　愛見の才能を活いかして〝進路指導機構〟を確立し、〝全世界発行の閃新聞〟で学園の現状を世に訴うつたえる……この両輪が部長の計画なのだ。


「閃新聞の売上げもきちんと定着させる必要がありますし……早く進路指導に着手して、〝計画〟を軌き道どうにのせたいですわねぇ……」


　言いながら悩んでいた部長だが、考えがまとまったのか不意に顔を上げる。


　そして教室でじっとしている吹音へ目を向けた。


「律さんのことも気にかかりますが……吹音さんはどうしたんでしょうか？　妙みように不安そうですわね……」


　部長が首をかしげる中、吹音は静かにため息を漏らしていた。





　──教室でため息を漏らしながら、吹音はそっと口を開く。そして、誰にも聞こえないように小さな小さな声を出した。


「……吹音が進路指導をがんばればがんばるほど、丈途くんと離はなれてく……」


　まるでそれが一種の呪のろいであるかのように、吹音は震ふるえてしまう。


　謡江も来らい夏かも、進路指導が終わったあとに丈途と急接近している。危機感を覚えて新聞同好会へ入るも、進路指導をする中で今度は丈途と愛見の仲も縮まっている……。


「困ってるお友達は助けたいけど……でも……でも吹音、どうしたらいいの？」


　そうつぶやき、吹音は後ろに座る丈途へ目を向ける。しかし彼は心配そうに律を見つめるばかりで吹音の視線に気づかない……。


　丈途は進路で困っている友達を見捨てるような人ではない。丈途のそばにいたければ進路指導を手伝うのは必然だ。しかし、進路指導をがんばればがんばるほど丈途がハーレム状態になってゆく……。


「……こんなときどうしたらいいのか、吹音じゃわからないよ……」


　板いた挟ばさみの感情を前に、吹音は途と方ほうに暮れてしまった。


　だが、無情にも進路指導は始まってしまう。


　やはりあの新聞記事によって、律の仕事がなくなってしまったのだ。





　　　三




　……新聞同好会の部室は、沈ちん黙もくに包まれていた。集まったみんなは中央に置かれた丸テーブルの前に座り、ホワイトボードのそばに立つ部長を見つめている……。


「丈途さん。他紙にスクープを奪うばわれたり、明らかにオーバーワークだった律さんを止められなかったり……新聞でも進路指導でも失態続きですわねぇ？」


　部長は張りついた笑えみで漏らすと、おしおき棒のようなノートを手の中でもてあそびながらこちらへ来た。


「なにか釈しやく明めいがあるなら先に聞いておきますが？」


　艶つやのある声でそう言いながら、彼女はおしおき棒のようなノートでぼくのあごの下をなぞる。その瞬しゆん間かんに背筋へ走る、冷たい感覚……。


　──恐こわい！


「釈明っていうか……その……あの……」


　ぼく自身、律のことには責任を感じている。もっと早く手を打てなかったのか。せめて、もっと早く律を休ませていれば……。


　──ビシィィィ!!


「律さんは丈途さんの親友でしょ!?　それなのにこんな失態……たるんでますわよ!!」


　無言のぼくを叱しつ咤たするようにして、部長がノートを床ゆかへ叩たたきつける。


「──親友……ですか」


　テーブルの前に座っていた愛見が、なるほどと言わんばかりに頷うなずく。彼女は新入生なのでぼくと律の関係を詳くわしく知らなかったのだろう。


「──でも親友って言っても、丈途くんと律くんの場合はもうちょっと怪あやしい関係に見えるわ！」


　髪かみを肩かたの辺りでそろえている少女が、元気に発言する。天才マネージャーの倉くら部ぶ勝かつ代よだ。


「丈途くんと律くんって、たまにベタベタするのよね！　しかも事の発ほつ端たんは丈途くんのキス──」


「わぁぁ～～～!!」


　マネージャー気き質しつゆえか、無む駄だに詳しく説明しようとする勝代を大声で制した。


　すると、今度はそれを見た謡江がこちらへ疑わしげな視線を送る。


「丈途くんと律くんって……なぁぁぁんか怪しいのよねぇ。〝親友〟っていうか、心が通じ合ってる〝念友〟みたいな……」


「──親友が怪しいって……丈途くんと円修くんは親友じゃないの？」


　鳴唐さんが、小首をかしげて謡江へ問いかける。


「もしかしたら、親友以上の関係なんじゃないかってことよ」


「親友より上の関係があるの？　う～ん……〝神〟って書いて神しん友ゆうとか??」


「……吹音さん、その当て字は発想が重じゆう症しようだわ……」


　謡江は頭を抱えつつ唸うなる。


　……なんかぼく、みんなに好き放題言われてるような……。


「──とにもかくにも、話を進めたらどうだ？」


　今まで黙だまってカメラをいじっていたジーパン姿の少女が、ため息まじりにつぶやく。天才カメラマンの名めい機き来夏だ。


「確かに律と一番親しい丈途が早急に手を打っていれば、こんな面めん倒どう事は起こらなかっただろうが──」


　来夏は鋭するどい目でこちらを一いち瞥べつすると、不意にそっぽを向いて頰を赤らめる。


「ま、まぁ今の閃学園はみんな仕事に追われてるんだ。誰も彼もやばければ……本当にやばい奴やつが誰なのかわからなくなるのも仕方ないがな」


　なぜか、ぼくを擁よう護ごするように言う来夏……。


　──な、なにがあったの!?　……そういえば、来夏に進路指導をした辺りから、妙に優やさしくなったような……。


　いつもなら率そつ先せんしてぼくを罵ば倒とうする彼女の変化にたじろぎ、体勢が崩くずれる。そしてそのまま横へ倒たおれて──。


「きゃっ……！」


　気がつくと、鳴唐さんを押し倒していた！　手に広がる薄うすい胸の感かん触しよく……。幼さの残る膨ふくらみは柔やわらかくも清純で、手の先からぼくへ癒いやしを……って──。


「あっ、ごめん!!」


　慌あわてて飛びのくも、どういうわけか鳴唐さんは無言だった。


　……どうしたんだろう？


　そのとき、ぼくは鳴唐さんの表情がおかしいことに気づく。いつもなら恥はずかしがって顔を真っ赤にしているのに、今はぼくが押し倒したことすら忘れているかのようにこちらへ真っ直すぐな瞳を向けている。


「……え？　ぼくがどうかしたの??」


「…………」


　彼女はなにも言わず、ただ真っ直ぐに、そしてどこか不安げにこちらを見つめていた。


「──どうかしたのじゃないだろうが！　この万年発情豚ぶたが!!」


　突とつ如じよ、フラッシュがこちらを包む。……来夏がぼくを撮さつ影えいしているのだ。


「女を押し倒しておいて堂々としらばくれるその腐くさった根こん性じよう……醜みにくいぞ!!」


　来夏は狂きよう喜きしながらこちらを撮影し続けていた。


　……やっぱり来夏は来夏だな……。


　そう思いながら、ぼくは鳴唐さんの手を取って立たせる。


　すると彼女はようやく意識がこちら側へ戻もどったのか、急に頰を染めて「ありがとう……」と漏もらした。


「うん……ごめんね」


　ぼくが謝ると、こちらをじっと見つめていた部長がため息をつく。


「丈途さんの暴走は相変わらずですわねぇ……。ともかく、来夏さんの言う通り誰だれも彼も危険な状じよう況きようにあるこの学園は、早急に正さなければなりません」


　部長は頷きながら言うと、顔を引きしめてみんなを見み渡わたす。


「では、今回の進路指導は律さんに決めましょう！　天才数学者の挫ざ折せつと復活……いい記事になりそうですわ」


　そう言って不敵な笑みを浮うかべる部長。


　そんな中、横から小さな声が聞こえる。


「そう……進路指導……。ちゃんとやらなきゃ、だよね……」


　目を向けると、鳴唐さんが自分に言い聞かせるようにつぶやいていた。


　……やっぱり、最近の鳴唐さんはどこかおかしい。


　ぼくが問いかけようとしたそのとき──唐とう突とつに、扉とびらの開く音がする。


　不思議に思って目を向けると、そこには原げん稿こう用紙を持った律が立っていた。


「……丈途、教室に原稿を忘れてたよ」


　彼はそっと言うと、ぼくに原稿を渡わたしてすぐに部室を出て行こうとする。


　だが、扉を出る直前にピタリと立ち止まった。


「……数学界を追われたのは、僕の責任なんだ。僕のことは気にかけなくていいよ」


　それだけ言うと、彼は今度こそ部室から出て行ってしまった。


「……律……」


　突とつ然ぜんのことで、ぼくは原稿を握にぎりしめたままその場を動けない。


　みんなも呆あつ気けにとられており、声も出せないでいる。


「……律くん、なんでもひとりで抱かかえこみすぎなのよ……」


　謡江の心配そうなつぶやきだけが、部室に虚むなしく響ひびいていた。








　新聞同好会での話し合いから数日が経たった。


　人ひと里ざと離はなれた山奥にある閃学園では、まるで律の事件がなかったかのようにいつも通りの日々がくり広げられている……。


「──律。英語の課題って終わってる？」


　学校の休み時間。ぼくは隣となりに座っていた律へそう問いかける。


「終わってるけど……まさか丈途、やってこなかったのかい？」


「うん……ちょっと原稿の締しめ切きりがあってね」


　恥ずかしげに頭をかくと、律は「仕方ないね」と微笑ほほえんで課題のプリントをくれる。


　ぼくはお礼を言うと、律のプリントを写し始めた……。


「……って、律こそ課題どころじゃないはずなのに……」


　プリントを写す手が、止まってしまう。だがそのまま律を見ることはできなかった。……律に進路指導を断られて以来、ぼくは数学の話を振ふれずにいたのだ。律もまた数学のことは一いつ切さい口にせず、学園生活を楽しんでいるように見える。


「……等式制約がg（x）=0だから──あっ！」


　自分の言葉に今さら気づいたかのように、律は口を閉じる。


　一見学園生活を楽しんでいるようでも、数学への未練を断たち切れないのがバレバレだ。しかし、あそこまではっきりと進路指導を断られては……。


　律のことばかり考えていたせいだろうか。プリントを写していたぼくの手は、いつしか別のことを記し始めた。












「──本当はぼくに言いたいことがあるんだろ!?　ハッキリ言ってくれ!!」


　放課後の教室。ぼくは目の前にいた男へ声を張り上げる。


　彼は夕風に栗色の髪をなびかせつつ、「ふっ……きみには噓をつけないな」と言ってぼくの髪を撫でてきた。


「僕は……きみの快楽メカニズムを計算したいんだ」


「快楽メカニズムって……」


　言うが早いか、彼はぼくのシャツをはだけてツンと立った乳首を露にした。そして舌を落とすと、ねっとりとした唾液を滴らせてチロチロと舐め上げてくる。普段は冷静な数学者たる彼の、どこか淫乱さを感じる愛撫……。


「うくっ……な、なにを……!!」


「なるほど、乳首はこれくらいか。なら次は──」


　彼は淡々と言うと、乳首を舐めながらぼくの股間へ手を置いてしごき始める。女のように細い彼の指は、しかし男らしい力強さとともにぼくの股間をいきり勃たせ、グイッグイッと激しい快楽を与えてきた。


「んはぁっ……あぁ……こ、こんな所でそんな……」


「ふむ……股間は予想通りだね。なら先っぽは……」


　言いながら彼は人差し指だけ立てると、それでぼくの先っぽをいじり出す。強いしごきで敏感になっていた股間は、さらに敏感な先っぽをなぶられて突き抜けた快楽を感じる。計算し尽くされたようにして愉悦は段階的に強まり、ぼくを翻弄していった。


「ぐうっ……あくっ……！」


　しなやかに股間を蠢く手。いたぶるように先っぽを責める指。そして優しくも淫乱に乳首を舐める舌……。同時に責められて激しい悦楽の波に耐えきれなくなったぼくは、ついに痙攣し始めてしまう。


　彼はそんなぼくを愛おしそうに見つめると、「……よし。大体の快楽メカニズムは把握したよ」と漏らす。


　そしてそのままこちらのズボンを脱がし……パンツの上から、慈しむようにぼくの股間をくわえこんできた。












「──ってこれ、ＢＬボーイズ・ラブじゃん!?」


　急に意識が現実へ戻り、ぼくは声を上げてしまう。


「くぅ……せめてポルノだったら仕事に使えたのに……!!」


　悔くやしげに呻うめいていると、ふと、横で静かにうつむいている律が目に入る。


　彼は騒さわぐぼくに気づきもせず、ただじっとしている……。


「律……」


　ぼくは口をギュッと閉じ、彼を見つめたまま拳こぶしを握りしめる。


　……ぼくは、律になにもしてやれないのか……!!


　悔しさだけが、心に広がってゆく。


　……だがその日の昼休み、不意に転機が訪おとずれた。


　律と学食へ向かおうとして席を立つと、ぼくはなぜか蘭に呼び止められる。


「おふたりともラブラブのところ悪いけど、ちょっと丈途を貸してもらえるかしら？」


　彼女はノートパソコンを脇わきにはさみ、妙みように真面目まじめな顔をしてこちらを見み据すえていた。


　律も蘭の表情に気づいたのか、「蘭が丈途に用事だなんて珍めずらしいね」と首をかしげる。


「丈途のエロウイルスをうつされてあたしの可か憐れんな百ゆ合りの花はな園ぞのが炎えん上じようしたら確かに困るけど……今日はちょっと──」


「蘭の花園は、いつも百合的な意味で炎上しまくってるだろ!?」


　いきなり好き勝手に言う蘭へ、ぼくはすかさず突っこむ。彼女は同年代の女子から〝お姉さま〟と呼ばれるほどの百合少女なのだ。その口でよくもまぁ──。


「ごちゃごちゃうるさいわね！　さっさとこっちへ来なさい!!」


　蘭に腕うでを引っ張られたぼくは、そのまま教室の隅すみまで連れていかれてしまう。


　律はそれを啞あ然ぜんと見つめていたが……やがて、ひとりで学食へ向かってしまった。


「……蘭、話ってなに？」


　いぶかしげに問いかけると、蘭は教室に誰も残っていないことを確かく認にんし、ノートパソコンを開いて近くの机に置く。


　……人目が気になるなんて……そのパソコン、なにが入ってるの!?


　妙にコソコソしている彼女を前に、ぼくはパソコンの中身を想像してしまう。


　まさか……自分のエロ動画が入ってるとか!?　そしてそれをプロのポルノ作家であるぼくに監かん修しゆうして欲しいとか!?


　百合の花園に君臨する蘭の動画だ。きっとビキニ姿の妹たちをはべらせて、「あなた、最近胸が大きくなったんじゃない？」とささやきながら妹の下乳をそのしなやかな指で揉もみ上げ、「はぁぁん。お姉さま、そんな……！」だなんて妹の体を熱くして、「大きくなっても感度がいいなんて……素す敵てきよ」と言いつつ熱っぽくなった妹の胸へ舌を落としてチロチロと這はわせて──。


「そのままビキニの隙すき間まを舐め上げつつ、布をポロリだ!!」


「……はいはい妄もう想そうお疲つかれさま」


　蘭はノートパソコンをいじりつつ、呆あきれ果てたようにつぶやく。


　……この投げやりなツッコミ、心が痛い……。


　ひとりで悶もだえていると、準備が整ったのか蘭はこちらを振り向く。


「あたしが見せたかったのはこれよ」


　そう言われてパソコンをのぞくと、表示されていたのは律の顔写真が貼はられたサイトだった。そこには「顔で仕事を取ってたエセ数学者！」や「計算ミスの天才！」などといった事実無根の書きこみが好き放題されていた……。


「なんだよこれ！　言ってることがおかしすぎるだろ!?」


「ネットの炎上なんてこんなもんよ」


「そんなあっさりと……」


　納なつ得とくいかないぼくは、蘭のパソコンから律を擁よう護ごするコメントを書きこもうとする。


「やめなさい。ミスをしたのは事実なんだし……顔の見えない奴やつらを相手にしたって仕方ないでしょ」


「でも……！」


　さらに言いつのろうとするぼくを見て、蘭が目を細める。


「あたしが言いたいのは、あんたが『律の置かれてる状じよう況きようをちゃんと把握してるのか？』ってことよ」


「わかってるよ……。あの記事のせいで数学界から追われて、仕事がなくなって……」


「そして世間では好き放題に言われてる。……それで、いろんな人に進路指導をやってるあんたが……なんで親友を放っておくの？」


　グサリと、胸に刺ささった。


「ぼ、ぼくだって本当は進路指導したいんだ。でも律がそれを断って……」


「それでさっさと引き下がったわけ？　この学園が人里離れて噂うわさの届かない場所だからって寝ねぼけてんじゃないの？　現実には律の事件、現在進行形で騒がれてるのよ!!」


　今度こそ、蘭の言葉は胸に深く突き刺さる。それはえぐるような痛みではなく、不意打ちのように核かく心しんを突き刺された鋭えい利りな痛み……。


　……蘭の言う通りだ。いつも通りの日々が続く閃学園にいたせいで、ぼくはどこか事態を甘く見ていた……。


「ほら、なにぼうっと突っ立ってんのよ！　あんたなんてわがままで人のおせっかいを焼くくらいしか能がないただの変態スパムなんだから、さっさとやることやりなさい!!」


　蘭は啖たん呵かを切るようにして言うと、「……あたしも、なにか手伝えることがあるなら手伝うから」と漏もらす。


「蘭、ありがとう！」


　彼女のおかげで目が覚めた。……そうだ。ぼくは今までなにをしていたのだろうか。頼たよってくれない律に距きよ離りを感じて、変に気を遣つかって……。でも、そんなのおかしい。ぼくは律がどれだけ数学を好きか知っている。ぼくは律がどれほど数学者として生きたいのか知っている。それに、なにより──。


「律を馬ば鹿かにされて黙だまってられるか!!」


　そう叫さけぶと同時にぼくは走り出していた。


　息をつく間も惜おしんで食堂へ入ると、奥の席でパスタを食べる律を見つけた。


「律……ぼくに、進路指導をやらせてくれ!!」


　ぼくは今の今まで言えなかったその台詞せりふを、腹の底から声を上げて叫ぶ。


　突とつ然ぜんの大声に驚おどろいた生徒たちが一いつ斉せいにこちらを見つめるも、ぼくは気にせず律のもとまで駆かける。


「た、丈途……。気持は嬉うれしいけど、僕に進路指導はいいよ。数学界に戻もどれなくても数学教師として働く道だってあるし──」


「もうぼくに噓をつかないでくれ！　遠えん慮りよしないでくれ！　どう見たって未練たらたらじゃないか!!」


「っ……それは……でも今回の件は、やっぱり自じ業ごう自じ得とくなんだ。僕は自分のスペックを計算して、ギリギリできる量の仕事をやっていたつもりだった。でも現実にはオーバーワークで……僕の一番の計算ミスは、自分の過大評価だったのさ」


　どこか、夢破れたかのように漏らす律。


　彼はうつむくと物言わぬカトラリー形見を見つめ、「グランマ……ごめんなさい」と苦々しい声を滲にじませた。


　律……なにがなんでも自分のせいにして、潔いさぎよいのは凄すごいけど、でも、でも──。


「一度や二度の失敗なんて誰だれにでもあるだろ!?　失敗したからって復帰しちゃいけないなんておかしいよ!!　どうしても納得いかないなら……人間が一度も失敗しないで生きていける確率を出してみなよ!!」


「一度も失敗しない確率って……日本人の平均寿じゆ命みようが八十歳付近だから、え～と……ミスの度合を僕と近いものにしたとして──」


　ぶつぶつ唱えながら暗算し始めた律を見て、ぼくはふっと笑う。


「ほら、やっぱりすぐに計算する。本当は早く復帰してバリバリ計算したいんだろ？」


「……あっ！　僕のことをはめたな!?」


　ずっと胸に押しこめていた感情をぼくに暴あばかれ、律は思わず頰ほおを染める。


「隠かくさなくたっていいんだよ。数学をやってこその律じゃないか」


　ぼくは律が持つフォークを指差す。数学者だったおばあさんの形見。おばあさんから受け継ついだ〝数学〟の証あかし……。


「うぅ……でも丈途に迷めい惑わくはかけたくないし……」


　最後の抵てい抗こうであるかのように、律は弱々しく漏らす。


　そんな彼を優やさしく包みこむようにして、ぼくはその手を取った。


「困ってる友達を助けるのに、理由なんていらないよ。律だって……いつもそうやってぼくを助けてくれただろ？」


「丈途……」


「これは、今までの恩返しさ」


　ありったけの真しん摯しな心をこめて、そうつぶやく。


　それを聞いた瞬しゆん間かん、ついに、律が「ありがとう……」と首を縦に振ふってくれた。





　　　四




『第一回・学級会議　議題・律先せん輩ぱいの数学界復帰について』





　……教室のホワイトボードに、愛見が几き帳ちよう面めんな字でそう書きつけた。律を進路指導に誘さそった次の日の放課後、みんなでぼくの教室に集まってさっそく学級会議を開いたのだ。


　愛見は教きよう壇だんから辺りを見み渡わたすと、「誰か意見のある方はいらっしゃいますか？」と問いかける。


　すると、謡江が困ったように声を上げた。


「数学界に復帰するって言っても……どうしたらいいのかまるで予想がつかないわ」


「確かに、学者の世界というのはちょっとわかりづらいですね……」


　愛見が考えるように漏らすと、部長が足を組んで座ったまま「派は閥ばつから圧力をかけてもらえばいいんじゃありませんの？」と言う。


　……しれっと黒いことを言うな……部長。


「──僕は高校生だし、権けん威いとは無関係だね」


　律が首を横へ振りながら漏らす。


　次いで彼は、ひと言ひと言確かめるようにして口を開いた。


「僕は、数学の失敗は数学で取り戻したい。わかりやすい方法としては……〝実績〟をあげることだと思う。新しい定理の発見とか人の注目を浴びる方程式の発見とか……」


「……なるほど。正せい攻こう法ほうが一番ですか」


　愛見は律の話に頷うなずくと、教卓の上に置いていた資料をめくり始める。


「定理の発見は……中々〝達成できる期間〟がはっきりしませんね。すぐに発見される定理もあれば、三百年以上かけてやっと発見された定理もありますし……」


「そうだね。そもそも定理を発見するには、まず真しん偽ぎの判断が可能な〝命題〟……つまり『こんな定理は成り立つのか？』という〝問い〟を見つける必要がある。そして命題が真であった場合……言うなれば『実用可能な式』になって初めて〝定理〟という永久不変の法則になるわけだからね」


　……しんぎのはんだん……えいきゅうふへんのほうそく……？


　ぼくは、律の話を聞きながら頭を抱かかえてしまう。


「あの……よくわかんないけど、なんか気が遠くなる話ってこと……??」


「うん。だからこそ数学者には〝閃ひらめき〟が必要なんだ。新しい法則の発見というのは……クリエイティブな行こう為いに似ているからね」


「数学者が閃き……？　なんか、意外な話だね」


「数式を使いこなすだけが数学者の仕事じゃないのさ」


　……なるほど。どんな分野でも〝新しいもの〟には常に閃きが必要なのかもしれない。


「──閃きが重要なのはわかったが、それだと律の復帰はいつになるんだ？」


　来夏が呆れたように言い、「そもそも〝定理の発見〟に関して私たちが手伝えることなんてあるのか??」と重ねて問いかけてくる。


　それを聞いた勝代が、場に漂ただよい始めた重い空気を蹴け散ちらすように声を上げた。


「まず私たちがお手伝いできる部分をきっちり決めればいいのよ！　適材適所でガンガン定理を見つけましょう!!」


　勝代の元気な声を聞き、律は「適材適所ねぇ……」と考えこむ。


「う～ん。そもそも挑いどむべき〝命題〟が数学的に新しいものかどうか判断できなければ、手伝ってもらおうにも……」


「──あたしならいくらかわかるわよ」


　理系の蘭が素す早ばやく答えるも……彼女は次いで、表情を暗くする。


「でも……〝命題〟を発見するのだって大変じゃない？　結局〝命題を見つける〟と〝命題を真と証明すること〟の二段階を成功させないと〝定理〟にならないわけだし……」


　……難しすぎて言ってることがわからない……。


　ぼくは頭を整理するようにして口を開く。


「う～ん……とにかく〝定理〟に関してはぼくらじゃ手伝いようがないってことなのかな？　……となると〝新しい方程式〟を探す方がまだ手伝える余地はある……??」


　ぼくの言葉に頷いた律は、「やはり人の注目を浴びる方程式か……」と漏らす。


　人の注目を浴びる……その言葉を聞いた途と端たん、ぼくは違い和わ感かんを覚えた。


　律が数学界へ復帰するために実績をあげるのは賛成だ。だが……〝人の注目を浴びる〟ことを狙ねらってやるなんて、全然律らしくない。律はもっとこう、数学に一いち途ずで……。


『──僕はグランマから言われた「人のためになる数学者になりなさい」という言葉を胸に今も数学を続けているのさ』


　ふと、律が言った台詞を思い出す。


　人のためになる数学……。そうだ、それこそがもっとも律らしい方法だ！


「律！　人の注目を浴びる方程式じゃなくて……人のためになる方程式を見つけよう!!」


　その言葉を聞いて、律がはっとしたように目を開く。


「人のためになる方程式……そうか、それだよ！」


「うん！　そうだなぁ……ぼくたちが『なにが人のためになるのか？』を考えて、律がそれを方程式化するなんてどうかな？」


「なるほど……それならみんなの協力も得られるね！」


　ぼくと律は見つめ合い、互たがいに意気込む。


　これで……やっと律復活への第一歩が踏ふみ出せる！


　みんなもぼくの意見に賛成したのか、頷きながらこちらを見ていた。


　そんな中、律はポケットからおばあさんのカトラリーを取り出すと、じっと見つめる。


「僕がやるべきことは初めから決まってたんだ。グランマ……見ててください!!」





　──さっそく方程式探しに入ったぼくたちは、休日に体育館へ集合していた。


　ぼくの指示で女子たちはブルマ姿になっており、みんな一様に困こん惑わくしている……。


「……これ、なんですの？」


　部長はブルマにハイヒールという凄い恰かつ好こうをして、こちらへ疑わしげな視線を送る。


　ぼくが答えようとすると、不意に鳴唐さんのささやきが聞こえてきた。


「……もう後あと戻もどりはできないよね。円修くんに復活して欲しいし……吹音、がんばる!!」


　彼女は覚かく悟ごを決めるようにして拳こぶしを握にぎりしめると、「み、みんな！　円修くんのためにがんばりましょう……!!」と急にやる気をみなぎらせた。


「ふ、吹音さんどうしたんですの??　そりゃ律さんのためにがんばりますけど……」


　鳴唐さんの熱い視線にたじろぎ、部長は渋しぶ々しぶ納なつ得とくする。


　……鳴唐さんのおかげで助かった。でも……ほんと、急にどうしたんだろう？　最近少し変だよな……。


　首をかしげるも、いつの間にかこちらへみんなの視線が集まっていることに気づく。……さすがに突然ブルマ姿で集められたら、説明のひとつも求めたくなるだろう。


　ぼくは咳せき払ばらいをひとつするとさっそく説明を始めた。


「え～と……今回みんなに集まってもらったのは──胸の発育具合を解き明かす方程式を作るためなんだ!!」


　……その瞬間、みんなの表情が、固まる。


「……それのどこが人の役に立つ方程式なんだい……？」


　制服で参加していた律が、頰をひくつかせながら喋しやべる。


「役に立つよ！　男たちを癒いやし、赤ちゃんを育てる尊い胸……その発育の真理は、人類にとって重要な方程式になるさ!!」


「そ……そうかな。でも発育に関しては遺伝子や食事だって影えい響きようするだろうし……方程式にできるのかな??」


「なにを弱気になってるのさ!?　律は、人のためになる数学者になるんだろ!!」


　──人のためになる数学者になる。


　その言葉を聞き、律は雷かみなりに打たれたかのようによろける。


「すまない……いきなり弱気になるなんて、僕はなんて駄だ目めな奴やつなんだ!!」


　彼はのどが張り裂さけんばかりに叫さけぶと、そのまま自じ戒かいするかのようにうなだれてしまった……。


　そんな律を見てみんなが戸と惑まどったように黙だまりこんでいると、愛見が眼鏡めがねの位置を整えつつ辺りを見渡す。


「みなさんの困惑もわかりますが……〝人体の神秘〟という点において、この方程式は貴重なものだと言えます。また律先輩がおっしゃったようにこの方程式の難易度は高く、もし完成させれば律先輩の実力を大きくアピールすることができます」


　あくまで事務的に、あくまで大おお真面目まじめに説明する愛見……。それを聞き、みんなが思わず頷く。


　──ナイス愛見！　さすが進路指導のパートナー!!


「……なんだかこのふたり、変な意味でいいタッグになってきましたわねぇ……」


　部長がぼくらを見て呆あきれ気味にぼやく。


　しかしあの生き真面目な愛見がフォローを入れたことによって、ぼくの案に反対する者は完全にいなくなった。


　──よし！　測るなら今だ!!


　ぼくは瞳ひとみを輝かがやかせて辺りを見回す。そして──部長に目をつけた！


「やっぱり、バストを測るなら部長だよね!!」


「ちょっ……あたくしですか!?」


　ぼくは慌あわてて叫ぶ部長へ向けて駆かけると、さっそくメジャーで測定を始める。


「うぉっ……いきなり九十を叩たたき出した！　九十一……九十二……まだまだ上がるぞ!!」
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「あんっ……丈途さん、だ、駄目っ……！」


　メジャーを動かすぼくの指先はフェザータッチとなり、部長の胸をわずかに揺ゆらして「んあっ……なっ……！」と彼女から喘あえぎを絞しぼり出す。


「た……た～け～と～さ～ん！　手つきがエロい!!」


　──ビシィィィ!!


　彼女は持っていたおしおき棒のようなノートを振りおろし、ぼくを思いきり叩く。


「い、痛っ……!!」


　唐とう突とつな痛みに驚おどろき、ぼくはついメジャーを外してしまった……。


　くっ……これ以上部長を測るのは無理そうだ。


「なら次は……」


　そう言って、アイドル顔の少女を見つめる。


「わ……私!?」


　謡江はぼくに見つめられて焦あせっていたが、あくまで方程式のため、すぐに測定を始める。


「七十五……七十六……謡江はスタイルがいいから、トップバストとアンダーバストの差で胸を強調しているタイプか……」


「あうぅっ……はぁぁっ……！」


「それにしても謡江の胸……本当に綺き麗れいな円形だ。さすがアイドルだなぁ……」


　ぼくに胸をなぞられて喘ぐ謡江を前に、知らず感かん嘆たんの声が漏もれる。


　そのとき、突とつ如じよぼくの体へメジャーが巻きつけられる。


「──なに実じつ況きよう中ちゆう継けいしながら測ってんのよ！　丈途……エロ動画の見過ぎ!!」


　声に気づいて後ろを振ふり返ると同時に……ぼくは亀きつ甲こう縛しばりをされてしまった!!


「蘭……なんで邪じや魔まするのさ!?」


「むしろ、なんで邪魔しないと思ってるのよ!?」


　蘭の言葉を聞いて周りへ目を向けると、女子全員がこちらへ白けた目を向けていることに気づく。


　……こ、恐こわい……。


　どうもこれ以上測定するのは……無理そうだ。


　仕方ない。別の切り口で方程式を考えよう……。





　……さきほどの測定で女子たちから痛い視線を浴びたぼくは、気を取り直すようにして声を上げる。


「えぇ……と、さっきの方程式は測定中に女子の不評を買いましたので……次は女子が嫌いやがらない部分の測定をしようと思います」


「──まず〝女子〟って部分から離はなれなさいよ！」


　蘭が体育館に響ひびき渡わたる大声で鋭するどいツッコミを入れるも、ぼくはすぐさま弁解をする。


「次のは大だい丈じよう夫ぶだから！　次は……〝足〟の測定さ!!」


「……足？」


　いぶかしげに問いかける蘭の横で、律が残念そうに首を横へ振った。


「生物の体重から逆算される『必要な足の大きさ』は現在でもわかることだよ」


「そこじゃないよ。マッサージとかでよくある、指圧ならぬ〝足そく圧あつ〟を調べるんだ!!」


「……マッサージ……足圧？」


　律が首をかしげていると、部長が大きなため息を漏らす。


「丈途さん……話が段々いかがわしい方向へ進んでますわよ」


「なにを言ってるのさ！　踏まれる快感と痛みの狭はざ間まを見み極きわめる……エロ業界にとっては重要な方程式だよ!!」


「それ、さっきよりエロ方面に吹ふっ切れてますわよね!?」


　部長はおしおき棒のようなノートを地面へ打ちつけながら叫ぶ。


　それを聞いた愛見が、書類を眺ながめつつ眼鏡の位置を整えた。


「もちろん各人の、せ、性生活については秘されている部分が大きいですが……この方程式が確立されれば、新しい……せ、性生活が始まり……えぇ……と、とにかくその効果は文字通り計り知れないものになると思います!!」


　半ば自棄やけ気味になり、顔を真っ赤にして叫ぶ愛見……。


　……純情だな。


　ぼくは頷うなずきながらも、彼女の〝パートナー〟としての成長を心強く思う。


「ほ、本気で言ってるのかい……？」


　律は疑わしげに言いつつも、「文字通り計り知れない……ねぇ」と悩なやむ。


「律、なにを悩んでるんだ！　性生活が充じゆう実じつすれば少子化問題にも切りこむことができるだろ!?　というわけでみんな……さっそくぼくを踏んでくれ!!」


　ぼくが情熱をこめてみんなを見み渡わたした途と端たん……その場にいた全員が、固まる。


「……いっそあたくしのハイヒールで踏み刺さしましょうか……？」


　部長が、震ふるえながら漏らす。


　──やばい！


　ぼくが黙って怯おびえていると、鳴唐さんが意を決するようにして前へ出た。


「吹音がやる！　た、丈途くんを踏めばいいのね……」


　彼女は申し訳なさそうにこちらを見ると、「これも進路指導なんだよね？」とささやく。


「そうだよ。鳴唐さん……遠えん慮りよなく踏んでくれ！」


　ぼくはそう言って、体重計に似た形の圧力計を持ってうつぶせになる。足圧がちょうどいい加減になったとき、自分の体と入れかえて圧力を測るためだ。


　鳴唐さんはぼくの背中を見てゴクリと息を呑のむと、「えいっ……！」と声を上げて踏んできた。


　……しかし威い勢せいのいいかけ声とは裏腹に、彼女の足はちょこんと背中に置かれているだけだ。小さくかわいらしい鳴唐さんの足。遠慮がちな足圧から彼女の人ひと柄がらが伝わってくる。


「鳴唐さん、もうちょっと強めに踏ふんでくれていいよ」


「う……うん！」


　ぼくに言われ、彼女は足にもう少しだけ体重をかける。普ふ段だんなら絶対に人を踏むなんて行こう為いをしないであろう鳴唐さんの足……。その足圧は悦よろこびと恥ち辱じよくをはらんだ〝快楽の圧力〟となり、ぼくの背中を蹂じゆう躙りんする。


「うんっ……んん……もっと強く、激しく……!!」


　動どう揺ようしているのか、彼女の足はぼくの背で揺れ動きさらなる快楽を与あたえてくる。不器用に蠢うごめく小さな足の圧力……。


「ご、ごめんなさい……これ以上強く踏むなんて……できないよ!!」


　鳴唐さんはそう叫ぶと、瞳を潤うるませてぼくから飛びのいてしまった。


　……圧力、測れなかったな……。


　離れてしまった鳴唐さんを見つめて、ぼくは呆ぼう然ぜんとしてしまう。


　そのとき──。


　ブニュッ……。


　唐突に、誰だれかがぼくの背中を強く踏んできた。


「このドＭ性病原体がぁ……。お前、心底ただ踏んで欲しいだけなんだろうが!!」


　……この罵ば倒とう……ぼくを踏んだのは、来夏だ。


「ほらほら、こうやって公衆の面前で恥辱を味わうのが好きなんだろ？　お前は本当にゲスでクズで……醜みにくいぞ!!」


　彼女はカメラのシャッターを切りながら、遠慮なくぼくをグイグイ踏み続ける。つり目の来夏らしい激しい足圧は、ときにぼくの肉をえぐるように、ときに内臓ごと潰つぶすように、一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよなくいじめ倒たおして責めてくる。


「──私も測定に協力するわ！　思いっっっきり踏めばいいのよね!!」


　勝代が、来夏に踏まれて呻うめくぼくへ元気に声を上げてくる。


　……って、〝思いっっっきり〟!?


「勝代、あくまで性的に感じる力加減で踏まないと──」


　その言葉も虚むなしく、勝代はすぐに駆けてきてそのままこちらへ飛びのってしまう。


　──グシャァァァ……!!


「ぐえぇぇぇ……!!」


　嫌な音とともに内臓が潰れたのを感じたぼくは、断だん末まつ魔まのように叫さけんで痙けい攣れんし始めた。


　──こ、これじゃ……測定以前の問題だよ!!


　痙攣するぼくの脇わきで、部長がさも嬉うれしそうに口を開く。


「さすが天才マネージャーの勝代さん。取材を私物化して愉たのしむ駄だ目め記者に、見事な天てん罰ばつですわぁ～」


　……その言葉に、誰も反論しないのが虚しい……。


　そんな中、律がこらえるようにして低い声を滲にじませる。


「いや……丈途。だからさ、これ、本当に人のためになる方程式なのかな……？」





　……方程式探しに二度も失敗したぼくらは、体育館の中で頭を抱かかえていた。


　それぞれが黙だまりこみ、なにかいい案はないかと考えている……。


「う～ん、どうしたもんかなぁ……」


　ぼくの考える案はことごとく不評を買っている。ぼく自身は本当に「人の役に立つ」と思って提案しているのだが……。


「はぁ……中々うまくいかないなぁ」


「──丈途、ちょっといいかい？」


　ため息を漏らしていると、不意に後ろから声がかかった。振り返ると律が真面目まじめな顔をしてこちらを見つめている……。


「僕の数学界復帰を手伝ってくれるのは嬉しいけど……もうちょっと、人の役に立ちそうな方向性で探さないかい？」


「……いや、ぼくとしては充じゆう分ぶん役に立ちそうな方向性でやってたんだけど……」


「丈途はポルノ作家だからエッチな方面に考えがちだけどさ、そうじゃなくて、もっと真面目な方向で探すというか……」


「真面目な方向ねぇ……」


　律に言われてぼくは考えこむ。


　……真面目……真面目……え～と……。


「百パーセント受精する愛の営み方とか？」


　律の股こ間かんへ目を向けながら、そう答えた。


　すると律は急に赤くなって股間を押さえ「き、きみは僕でなにを調べようって言うんだい!?」とうろたえる。


「いやいや、律で調べるとは限らないし……」


「なっ……そんな……じゃあ誰で調べる気なんだい!?」


「だ、誰って……」


　思わず女子の方へ目を向けると、会話が聞こえていたのかみんなの鋭い視線が刺さる。


　……うっ。下手へたなこと言ったら、体育館から生きて帰れないかも……。


「べ、べつに誰だっていいだろ」


「いいわけないだろ!?　丈途、その考えはあまりにハレンチだよ!!」


「いやいやハレンチもなにも、べつにぼくがするって話でもないし!!」


「そ、そうだったのか……じゃなくて、そもそも愛の営みなんて調べたら十八禁だろ!?」


「……あ、そっか……」


　今さらのように気づいて納なつ得とくする。


　それを見た律は困ったように頭を抱え、「丈途……もうちょっと真しん剣けんにやってくれ」と息をつく。


　……それを聞き、ぼくは少しだけむっとした。


「ぼく、はじめから真剣にやってるんだけど」


「丈途の感覚はなにか違ちがうんだよ。数学は〝真理〟と言い換かえてもいいくらいの絶対的な法則なんだ。それにふさわしい方程式をだね──」


「ぼくのアイデアじゃ、数学にふさわしくないってこと？」


　律の言葉にかぶせるようにして喋しやべった台詞せりふで、場の空気が変わる。


　ぼくがむっとしていることに気づいたのか、律は「そこまでは言ってないけど……」と前置きを入れた。だが彼も数学者として引けない一線があるのか、言葉を止められないかのように言いつのる。


「方程式のアイデアなら、もっといろんな角度から探せるだろ？　僕は……数学者として妥だ協きようしたくないんだ！」


「それって、ぼくのアイデアじゃ〝妥協〟にしかならないってことじゃん！」


「だから違うんだって！　丈途を否定してるわけじゃなくて、もっと〝数学的〟に考えてくれって言ってるんだよ！」


「数学的って……それなら……それならもう、律が自分で考えればいいだろ!?」


　……そう叫んでから、なぜか口の中に苦いものが広がった。


　……なんで喧けん嘩かになってるんだ。ぼくは律の役に立ちたいだけなのに……。


　律もまた苦々しい顔をして、こちらから目をそむける。


「……すまない、丈途の言う通りだね。今まで方程式探しを手伝ってくれてありがとう」


　言葉だけをとらえれば感謝の台詞だが、それはまるで……決別の言葉だった。





　　　五




　新聞同好会の部室は、重い沈ちん黙もくに包まれていた。


　ぼくが律と喧嘩した次の日、律をのぞいてみんなで集まっていたのだが……誰も口火を切ろうとしない。


「……丈途さん、とりあえずその苦々しい顔をやめませんか？　喋りづらくてかなわないですわ」


　部長がため息まじりに漏もらす。


「……ぼく、そんな顔してた？」


　自覚はなかったが、言われてみれば妙みように顔の筋肉が疲つかれている。……多分、部長の言う通りなのだろう。


「──気にしない方が無理だけど……気にしすぎても仕方ないわよ」


　謡江がぼくを慰なぐさめるように言う。


　そんな謡江に賛同するようにして、愛見が何度も頷うなずく。


「あの喧嘩は〝ポルノ作家〟としての丈途先せん輩ぱいと、〝数学者〟としての律先輩の……言わば職業上の相そう違いから起こったものです。お互たがいがプロである以上、引けない一線があったんでしょうね……」


「──私に踏まれたときは、ずいぶん悦んでいたように見えたがな」


　来夏はそう言うと、ポケットの中から写真を一枚取り出してこちらへ見せる。そこに写っていたのは、来夏に踏まれつつ痛みと羞しゆう恥ちで顔を赤らめているぼくだった……。


　──これは恥はずかしい……!!


「──それにしても、吹音、まさか丈途くんと円修くんが喧嘩するなんて想像もしてなかった……」


　鳴唐さんが、どこか残念そうに言う。


　──くぅ……ぼくだって、想像もしてなかったよ……！


　答えに窮きゆうしていると、蘭が「痴ち話わ喧げん嘩かっていうのは、横で見てただけでも後味悪いもんよねぇ……」と大きく息をつく。


「……ちわげんか??」


　鳴唐さんが、蘭の言葉を聞いてこちらへ目を向けてくる。


　ぼくが慌あわててその言葉を否定しようとすると、部長が「そんなことより、新聞同好会としては律さんの進路指導を早く再開したいんですけど」とすげなく言い放った。


　……そんなことって……。


　喉のど元もとまで出かけた言葉を、身み悶もだえしながら呑のみこむ。


　その様子を眺ながめていた愛見が、場を仕切り直すようにして眼鏡めがねに手をそえた。


「部長の言う通り、進路指導は早く再開すべきですね……」


　彼女は頭の中を整理するように目を閉じると、深く反省するかのように口を開く。


「純じゆん粋すいに〝進路指導〟の観点から言えば、前回の学級会議で決まった『数学的な実績をあげて復帰』はいい方法だと思います。惜おしむらくは、律先輩がミスを犯おかす前に学校を〝卒業〟させられなかったこと……!!」


「って、反省の仕方がおかしいから！　〝卒業〟は駄目だよ!!」


　突つっこむぼくへ、愛見は難しい顔をする。


「律先輩のミスの原因は、学業と仕事を無理に両立させようとした部分にあります。もし〝数学者としての復活〟を考えるなら、最終的に〝卒業〟も視野に入れるのは仕方のないことでは……」


　……正論だ。でも卒業は……。


　ぼくが答えられずにいると、部長が頷きながら口を開く。


「あたくしとしては、無む闇やみな卒業はさせたくありません。学業と仕事の両立に関しては、閃新聞の記事でうまく主張して世間へ理解を求めましょう」


「部長……」


　ぼくが瞳ひとみを輝かがやかせて顔を上げると、次いで彼女は「問題はやはり……丈途さんと律さんの喧嘩ですわねぇ」と肩かたを落とす。


　それを聞いて、ぼくは再び苦々しい顔になってしまった。


　……律。あんな後味の悪い喧嘩をして、どうやって仲直りしたらいいんだ……。


　ぼくが考えこんでいると、愛見が眼鏡の奥からあどけない瞳をのぞかせて声を上げる。


「丈途先輩、安心してください！　今すぐは無理かもしれないですけど……律先輩だっていつかわかってくれますよ！」


「愛見……」


「わたしは丈途先輩と律先輩が仲直りしたときのために、進路指導のプランを練り直してみますね！」


　彼女のあどけない言葉が、胸に沁しみる。


「愛見……ありがとう」


　愛見と進路指導に関かかわっていくらか経たつが……気がつくと、彼女はぼくにとってかけがえのないパートナーになっていた。


　そんな中、ひとりで考えこんでいる鳴唐さんが目に入る。


「……仲直り、かぁ……」


　そうつぶやいたあと、彼女はしばらく黙りこんでいた。


　次いでその瞳に強い意志の光を宿すと……ひとり、そっと頷く。





　茜あかね色いろの夕ゆう陽ひが辺りを染め上げる中庭には、わずかな風が吹ふいていた。


　その風に栗くり色いろの髪かみをさらさらとなびかせ、律が木にもたれて座っている。


「はぁ……なんであんな喧嘩しちゃったんだろ……」


　彼は胸にたまった息を吐はき尽つくすと、そのままうなだれてしまった。


　今はちょうど、丈途たちが新聞同好会での話し合いを終えたあとだ。彼らの想おもいを知るはずもなく、律は律でひとり黄昏たそがれていた。


「でもなぁ……胸の発育とか足圧とか……さすがになぁ……」


　困り果てたように頭をかくと、彼は「仲直りしたいけど、丈途がまたエロアイデアを出すと……喧嘩になりそうだ」と漏らす。


「僕だって、数学者として引けない一線はあるんだ……」


　そう言うと、彼は目を閉じて集中し、自分がとるべき最善の道を計算した。


　今すぐ仲直りした場合はどうなる確率が高いか。


　あえて一時的に距きよ離りをおいた場合、起こりうるリスクとリターンはなにか。


　丈途と自分にとってもっともいい方法は一体……。


「……やっぱり、僕ひとりの力でなるべく早く数学界に復帰した方がいいな。そうすれば喧嘩の原因となる〝方程式探し〟もないし、進路指導だって必要なくなる。丈途とは……いつも通りの関係に戻もどれる」


　確信を持って頷いたそのとき──。


「その計算は間ま違ちがってるよ」


　不意に、女の子の声が響ひびく。


「……え？」


　律が驚おどろいて顔を上げると、いつの間にか目の前に吹音が立っていた。


「鳴唐さん……どうして僕の計算が間違ってるんだい？」


「丈途くんは、円修くんの力になりたいの。円修くんがまたそうやってひとりで抱かかえこむと……丈途くん、寂さみしがるよ？」


「もちろん僕だってその確率は考えたさ。鳴唐さんの言う通り、九十五パーセントの確率でそうなると思う。でも……そのルートはまた方程式のことで喧嘩する確率が八十パーセント近くあって……」


「そう……」


　吹音は残念そうに言うと、胸の前で両手を握にぎりしめ、心の奥から絞しぼり出すようにして言葉をつむぐ。


「吹音、本当は進路指導を手伝うのが恐こわかったの。進路指導をやればやるほど、丈途くんは他ほかの子たちと仲良くなるし……」


　律はそれを聞きながら「ははっ……確かにね。丈途は気が多いからなぁ」と苦く笑しようする。


　だが吹音はそれにつられて笑うことなく、真っ直すぐ律を見つめて話を続けた。


「でも吹音、進路で困ってるお友達を放っておくのも嫌いやだし……なにより、お友達のためにがんばってる丈途くんの力になりたいの」


「丈途の力になりたい……か。なるほど。いや、僕だって丈途が困ってたらもちろん力になるさ」


　その瞬しゆん間かん、吹音はやっと表情を崩くずす。


　まるで律の悩なやみをすべて受け止めるかのような、慈じ愛あいに満ちた笑えみ……。


「円修くん。丈途くんが今一番困ってることは……円修くんのことだと思うよ」


「そ……それは……!!」


　そこまで言って、律は一本取られたと言わんばかりに笑い始める。


「はははっ……あははっ……！　そうだね、計算するまでもなくそうだよ。……僕が一番丈途を困らせてたね」


　そのままひとしきり笑った律は、手で顔を覆おおい、そっと漏らす。


「でもさ……また丈途と喧嘩したらって思うと……恐いんだ」


　その言葉に、吹音は「わかるよ」と言わんばかりに頷いた。


「吹音だって……またこの進路指導で丈途くんが離はなれていくの、恐い。でもね……大だい丈じよう夫ぶだよ」


　不思議なほど確信を持って、吹音は言い切る。


「丈途くんなら、必ず次はうまくやってくれる」


「必ず、次は……？」


「うん。丈途くんなら、きっとそうだよ」


　あまりに一いち途ずに丈途を信じる吹音を見て、律は「丈途なら……か」と漏らす。


「そう、丈途くんなら」


「……そうだね。丈途なら……」


　互いに丈途の名を言い合うと、ふたりは急に笑い出した。


　同じく丈途を信じる者たちにしかわからない、ある種の共感……。


　それが今このふたりにはあるのかもしれない。


　そして、いくらか笑い合ったあと……吹音は律へ真しん摯しな眼まな指ざしを向けた。


「だから……吹音に任せて」





　……律と話し終えた吹音は、さっそく丈途に電話して男子寮りようの近くで待合せをした。


　辺りはすでに薄うす暗ぐらくなっており、吹音の立つ茂しげみにはわずかな星明りしか届いていない。


　そんなとき、丈途が男子寮から駆かけ出てくる。急いで来たのか、彼はジャージー姿のままだった。


「な、鳴唐さん……突とつ然ぜんぼくを呼び出して、どうしたの??」


　彼は問いかけながらも、なぜか鼻の下を伸のばして考えこむ。


　……なんだろう？　丈途くんって、たまにこうやって物思いにふけるなぁ……。


　吹音はそう思いながら首をかしげる…………………………………………………………。


「──じゃあ今からそこの茂みで始めようか!!」


「……なにを？」


　吹音の返答を聞いた丈途は、慌てて伸びた鼻の下を戻す。


「しまった！　また妄もう想そうが……今のはなんていうかさ……!!」


「そこの茂みがいいの？　……わかった」


　吹音が素す直なおに答えると、丈途は手をあたふたさせて「い、いいの!?」と驚く。


　彼女はそれに頷うなずき、茂みの奥へ入って丈途をじっと見つめる……。


「鳴唐さん……こんな所で初めてだなんて、ハ、ハードだね……!!」


「……ハード？」


「いや、いいんだ！　ちゃんと優やさしくするからさ！　大丈夫、ポルノの資料で予習はバッチリさ!!」


「……なんで予習できるの？　吹音のお話、知ってるの??」


「……お話？」


　そう言った直後、丈途は全力で肩を落として「……わかってた。本当は間違いなんじゃないかって……わかってた」と嘆なげくように漏もらす。


「……もうお話を始めていい？」


「……うん……」


「吹音、どうしても丈途くんと円修くんに仲直りして欲しいの」


「律と……。そ、そりゃぼくだって仲直りしたいさ！」


「それでね、吹音、円修くんと話したんだけど──」


「え!?　律と話したの!?」


「うん。円修くんは……この進路指導が続く限り、また丈途くんと喧けん嘩かしちゃうんじゃないかってことを気にしてたの」


「それは……う～ん、確かに……」


　丈途はその場で考えこんでしまい、口を閉ざす。


　……丈途と律の喧嘩は、〝ポルノ作家〟と〝数学者〟の相そう違いから起こったものだ。職業上のすれ違ちがいともなれば、また喧嘩する可能性は高い。


　思い悩む丈途を見つめ、吹音はギュッと口を閉とざす。


『──吹音が進路指導をがんばればがんばるほど、丈途くんと離れてく……』


　ずっと自分をさいなんできた、呪のろいのような言葉。


　もし丈途を一人占じめしたいなら、このまま彼を進路指導から引き離せばいい。


　だが……そんなことをして、自分は後ろめたさを感じないのだろうか。


　胸を張って丈途と話すことができるのだろうか……。


　そこまで考えて、吹音は意を決するようにして口を開く。


「丈途くん、吹音と一いつ緒しよに考えよう！」


　そう言って彼女は、その小さな手が頼たのもしく見えるほどに堂々と腕うでを伸ばす。


「……鳴唐さん……」


　丈途は呆あつ気けにとられ、目の前に差し出された吹音の手を見つめていた。


　しかし彼女の強い眼指を見ると、ふと頰ほおを緩ゆるめる。


「……ありがとう。そうだね……一緒に考えよう!!」


　丈途は吹音の手を取り、強く握る。


　その小さな手から大きな勇気をもらったかのように、大切に大切に握りしめる。


「た……丈途くん、ちょっと痛いよ……」


　吹音が苦笑して言うと、彼は「ごめん……！」と焦あせって手を離した。


　そんな丈途を見つめて、吹音は「うふふっ……」と笑う。


「丈途くんがやる気になってくれてよかった」


「うん……ほんと、ありがとう！」


　吹音は笑顔のまま頷く。


　彼女は次いで、誰だれにも聞こえないよう、吐と息いきを漏らすようにして口を開いた。


「……これでよかったのよね……」


　どこか寂さびしそうに言われたその台詞せりふは、丈途へ届くことはなかった……。


　──そしてその場で、ふたりの話し合いが始まる──。


「……ぼく、進路指導も大事だけど……律には『なんでもひとりで背負いこむ癖くせ』をやめて欲しいんだ。だってそのせいで誰にも相談せずに働きすぎて、ミスを起こしたんだからさ。本当の意味で律を助けるなら……ぼくが、『困ったときに頼たよれる友達』だってことを証明しなきゃ駄だ目めだと思うんだ」


「そっか……。でも、そのためにはどうしたらいいの？」


「律の進路指導は、次で終わらせる。一発勝負で成功させるんだ」


「うん、それがいいと思うよ！　円修くんもきっとそれを望んでる」


「よし！　それなら……なにか一発で決められるようなアイデアを……」


　そこで丈途は考えこんでしまう。


　今までエロアイデアで散々失敗してきたのだ。次で決めなければならないというプレッシャーもあいまって、悩みは加速する。


「う～ん……律が納なつ得とくしそうなアイデアかぁ……」


「円修くんは『数学は真理』って言ってたけど……そういうアイデアがいいのかな？」


「真理ねぇ……真理って言われても……」


　困り果てたように漏らす丈途を見て、吹音は「丈途くんのお仕事の〝真理〟と、円修くんのお仕事の〝真理〟が同じだったらいいのに……」と残念そうに言った。


「ぼくの仕事の真理……」


　そこまで言って、丈途はなにか思いついたように「そうだ、それだよ!!」と吹音の手を取る。


「な、なにかわかったの!?」


「うん、鳴唐さんのヒントのおかげさ！　ありがとう!!」


　自分の手を取って喜ぶ丈途を、吹音は本当に嬉うれしそうに見つめていた。





　輝かがやかしい朝あさ陽ひが昇のぼり始め、薄うす紫むらさき色いろだった空は段々とその明るみを増してゆく。


　それは運動場に集まっていたぼくらに影かげを作り……遠くから近づいてくるひとつの影も浮うき上がらせた。──律だ。


「もうすぐ学校だっていうのに……どうしたんだい？」


　彼は運動場に集まったぼくらを見つめ、戸と惑まどいがちにつぶやく。


　──鳴唐さんと話し合った次の日、ぼくは登校前にみんなを運動場へ集めたのだ。


　鳴唐さん以外はこれからなにが起こるのか知らない。だが、律とぼくにとって大事なことが起こるであろうことは察しており、誰も声を上げなかった。


「律……。ぼくは、律と喧嘩を続けたまま登校するなんて嫌なんだ」


「そ、それは僕だって……」


「だから、今ここで方程式を探そう！」


「今ここで!?」


「うん。ぼく、そのためにどんな方程式がいいか考えてきたんだ」


　その言葉を聞き、律が息を呑のむ。


　ついこの前喧嘩したばかりなのだ。


　その原因となった方程式探しをこんなにも早く再開することへの迷い……それはぼくにもある。


　しかしそれでも、ぼくは律と前へ進むために顔を上げた。


「律は『数学は真理』って言ったよね。だから考えたんだ。真理にふさわしい方程式ってやつをさ」


「うん……」


「真理の前ではポルノも数学もない。真理とはもっと根本的なものなんだ。つまり──」


　次のひと言で、すべてが決まる。


　また失敗して律をひとりにしてしまうのか。


　今度こそ成功して、ぼくが頼れる友達だと証明できるのか……。


　じっとりと手の平を濡ぬらす汗あせを感じながら、大きく息を吸いこむ。


　そしてぼくは……考え抜ぬいた真理を律へとぶつけた。


「つまり……〝愛〟だよ！」


「愛!?」


「そう。男女の愛だろうと親子の愛情だろうと男同士の友愛だろうと……すべては愛から始まり愛に行き着くんだ！　愛こそが人類の真理！　だからぼくは今ここで……至高の〝愛のささやき〟を方程式化したいと思う!!」


「至高の愛のささやきって……」


「このささやきを聞けば一発で愛が伝わる！　中々伝わらないもどかしい想おもいだって、ひと言あれば充じゆう分ぶん！　そんな方程式を作ろう!!」


「一発で愛が伝わるささやきか……」


　啞あ然ぜんとして漏らした律は、次の瞬しゆん間かん、盛大に笑った。


「はははっ……！　愛か、確かに真理だよ。まさかそういう手でくるとはね……」


「これなら満足かい？」


「あぁ、大いに人類の役に立ちそうだ」


　そのひと言で、ぼくらを隔へだてていた壁かべが少し薄うすくなった気がした。


　だが……まだ律は数学界に復帰していない。


　律が復帰しない限り、進路指導は終わりじゃない。


　ぼくはさっそくみんなに目を向けると、勢いよく叫さけぶ。


「というわけでみんな、ここで愛をささやいてくれ！」


「──ちょっ……」


　唐とう突とつに話を振ふられ、蘭が戸惑ったように声を漏らす。


「今回は〝エロ〟とはちょっと違うけど……あたしたちに愛をささやかせるなんて……なんかエロいわ!!」


「どこがだよ!?　まっとうな方程式だろ!?　鳴唐さんだって賛成してくれて、愛のささやきの〝音〟を分ぶん析せきしてくれるんだからさ!!」


「吹音ちゃんが……？」


　蘭が目を動かすと、視線の先にいた鳴唐さんは笑え顔がおで頷うなずく。


「し……仕方ないわね……」


　ぼくらの〝本気〟が伝わったのか、蘭は渋しぶ々しぶと承しよう諾だくする。


　──よし！　それじゃぁ……。


　ぼくはそばに置いていた黒布に包まれた物体へ目を向ける。それは腰こしの高さまであり、布を外すと……。


「なにその拷ごう問もん器具っぽい椅い子す!?」


　布の中身を見て悲鳴じみた声を上げる蘭へ、ぼくは「脳波とか心しん拍ぱく数すうとか……色々測定してくれる機械だよ」と答える。


「まさかそこに座って愛をささやくの!?」


「うん。だって、方程式を作るならちゃんと計測しないと」


「雰ふん囲い気きもなにもあったもんじゃないわね！」


　ぼくは騒さわぐ蘭をなだめて椅子に座らせると、「じゃあさっそく始めて！」と右手の親指を立てる。


「吹音もちゃんと〝音〟を聞いてるね！」


　ぼくらふたりに急せかされてあきらめたのか、蘭は半なかば自棄やけ気ぎ味みに口を開く。


「あぁら、あなたかわいいわねぇ！　あたしの妹にならない!?」


「全然色っぽくないよ！　っていうかそれ、愛のささやきじゃなくて妹のスカウトだろ!!」


「なによ……なら……」


　蘭は顔をしかめながら「ふ、ふん。あんたもいいところあるのね。……嫌きらいじゃないわよ」と微び妙みようにツンデレな台詞を言う。


「う～ん……惜おしい！　もうちょっと〝ツン〟と〝デレ〟に落差が欲しいな!!」


「そこまでやらせるの!?　も……もう嫌いやぁぁぁぁぁぁ!!」


　叫ぶ蘭を見つめながら、部長が頰をひくつかせた。


「……まさかあれ、あたくしたちもやらされるんですか？」


　それを聞いた謡江が、あきらめたようにして「やるしかないわよねぇ……」と額を押さえる。


　そしてその後、運動場には蘭の悲鳴と女子たちのため息が響ひびき続けた。












「──僕の愛のささやき……どうだい？」


　栗色の髪をなびかせた僕っ子の彼女は、イタズラっぽい顔をして問いかける。


「僕は、ア・イ・シ・テ・ル……って言ってるんだよ？」


　彼女はそう言うと、運動場の隅でぼくを押し倒す。そして制服のスカートをひるがえしてこちらの上にまたがると、お尻の間に股間をはさんでねっとりと動かしてきた。


「うんっ……僕の体重とお尻の圧力を考えると……あんっ……!!」


　数学者たる彼女は喘ぎながら計算し、ぼくの股間へ柔らかくも強い刺激を与えてきた。プリプリとした彼女のお尻は股間を包みこんで圧迫し、優しく導き始める。知的な彼女の発する〝女〟の匂……。


「……まだキスしかしたことないのに、なんでいきなり……!!」


　戸惑うように漏らしたぼくだが、彼女の愛のささやきが効いたのだろうか。戸惑いより本能が勝ち、手を伸ばして制服の上から彼女の薄い膨らみを触る。快楽のためか乳首はすでにツンと立っており、ぼくがつまむと「んはぁっ……！」と彼女が喘いだ。


　それで気分がのってきたのか、彼女は淫乱にも腰を振り続けながら、上気した顔でこちらを見おろす。


「はぁぁっ……も、もっと強くして。もっと激しく僕を求めて……んはっ!!」


　彼女に言われるがまま、ぼくはキュッと乳首をつまむ。すると激しい快楽が突き抜けたかのように彼女はビクンッとのけぞり、さらに腰の動きを速めた。


　段々と濡れ始めたお尻はよくすべり、ぼくの股間に肉の弾力と生温かさを伝えて本番さながらの快楽を与えてくる。学者肌の彼女からは想像もつかない乱れた姿……。それがさらにぼくを燃え上がらせた。


「はっ、はっ……あんっ！　こんな所で僕……本気になって……」


「最初に誘ってきたのは自分だろ？　……うっ！　ぼくも本気に……」


　ふたりは互いを刺激しつつ、さらに愛を高め合う。


　愛のささやきから始まった初めての快楽。


　それはぼくらを虜にし、青空のもとでふたりだけの世界を愉しませた。


「うくっ……ねぇ、ぼくもきみのこと、愛してるよ」


　快楽の波でぼうっとしたままそう漏らすと、彼女は喘ぎつつ嬉しそうに笑顔を向けてきた。
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『返り咲ざく数理の貴公子！　決め手は〝愛〟の力!!』





　──ぼくらが閃新聞で律の方程式を発表した次の日、他紙の一面に彼を賞賛する記事が載のっていた。そこには「数学の新たな可能性が拓ひらけた！」や「まさかの切り口で人類に貢こう献けん！」といった数々の賛美がつづられている。


「やったね律！　これで完全に復活だ!!」


「うん！　丈途……ありがとう!!」


　ぼくらは互いに抱だき合い、方程式の成功を喜び合う。


　ホームルームが始まる前にぼくの教室へ集まっていたみんなも、その様子を嬉うれしげに見つめていた。


「──おふたりのラブラブぶりには頭がさがりますわねぇ」


　部長は仕方なさそうに言いながらも、ホクホク顔で「ま、おかげで閃新聞も世界的に大売れしましたけど」と漏らす。


「天才数学者の挫ざ折せつと復活をつづった内容は、世間に好意的に受け止められましたわ。これで『閃新聞を使って学園の現状を全世界へアピールする』というプランもうまくいきましたわね」


　部長の言葉を聞いた律は、彼女へ「ありがとう。部長のおかげで、取引先もこれからは仕事量を考えてくれるらしい」と頭をさげる。


「それはよかったですわねぇ」


「──律くんだけじゃないわよ！　学園のみんなが、『仕事量が減った！』って一息ついてるわ!!」


　教室の扉とびらを勢いよく開け、勝代が駆かけこんでくる。さっそく学園の様子を確かく認にんしてきたのだろう。


「うふふっ……計画は順調ですわね」


「そうね！　閃新聞のおかげで、少しずつ学園の状じよう況きようが変わってきてるわ!!」


　勝代の報告を、律は笑顔で聞いていた。


　彼は次いでこちらを見つめると、真面目まじめな顔をする。


「丈途……これでもう、僕らが喧けん嘩かする原因はなくなったね」


「そうだね……。それじゃ、これでほんとの仲直りだ！」


　そう言って、ぼくは律の手を強く握にぎる。


　彼もまた、それに応こたえるように強く握り返してきた。


　今まで離はなれていた分を埋うめるようにして、強く、強く……。


「ふたりとも、ほんとによかったね」


　ぼくたちの握あく手しゆを見つめながら、鳴唐さんが微笑ほほえむ。


　それを見た謡江が「それにしても、今回は吹音さんにいいところをさらっと奪うばわれた感じだわ……」とどこか悔くやしそうに喋しやべった。


「──わたしもです……。今回はまともに進路指導できませんでした……」


　愛見は生き真面目にも申し訳なさそうにつぶやく。


　ふたりの話を聞き、ぼくは今回の功労者にまだお礼をしていなかったことを思い出した。


「鳴唐さん……。今回の進路指導が成功したのは鳴唐さんのおかげだよ。ありがとう！」


「そんな……吹音は、丈途くんなら必ずやりきってくれると思って……」


　彼女は頰ほおを赤らめると、「ほんと、よかったね」と花のほころぶような笑みを浮うかべる。


　次いで鳴唐さんはこちらからそっと顔をそらすと、ぼくに聞こえない小さな声を漏らす。


「……ほんと、よかった。今回は丈途くん、吹音から離れなかった……」


「──え!?　吹音ちゃん、それって……」


　蘭が驚おどろいたように声を上げ、鳴唐さんを見つめる。鳴唐さんはちょうど蘭の方を向いてつぶやいたので、声が聞こえたのだろう。


　蘭は鳴唐さんの言葉の意味を考えるようにしてしばらく悩なやんでいたが……不意に、怒おこったように眉み間けんへ皺しわを寄せ、こちらをじっと見み据すえてきた。


　──な、なに!?


　意味もわからずたじろいでいると、みんなに一通りお礼を言い終えた律がこちらへ来る。


「……丈途、実はひとつ言い忘れてたことがあったんだけど……」


「どうしたの？」


　ぼくが問うも、律は妙みように恥はずかしそうに頰を染めるだけで動かない。


　……律??


　ぼくが首をかしげたそのとき、まるで不意打ちのように彼はこちらの耳元へ口を寄せる。


　そしてそっと息を吸うと、「……ありがとう。大好きだよ」と漏らした。


　──ドクンッ！


　まるでひとつのメロディーのように奏かなでられた愛の言葉。


　それは秘ひめられた熱情とともにぼくの胸へすっと入り、段々と心を熱くする。


　──ドクンッッ！


　……これはきっと、愛のささやきの方程式だ。


　彼の想おもいが心に響いて離れない……。


　──ドクンッッッ!!


[image: ]


「ちょっ……律、なにを……!!」


　ぼくがなんとか声を絞しぼり出すと、彼はイタズラを見つかった子供のように微笑む。


　そしてふっと笑えみを爽さわやかなものに変え、ぼくの肩かたへ手を置いてきた。


「これからもよろしくね。なにかあったら……頼たよらせてもらうよ」


「もちろんさ！　いつでも頼ってくれ!!」


　ぼくはそう言うと律の肩に手を置き返す。


　そしてそのまましばらく、ぼくらは肩を抱き合い微笑み合っていた。




　エロ作家と「重い決断」







『──丈たけ途と、あのときは本当にありがとう』


　気にすることないさ。ぼくと律りつの仲だろ。


『うん……嬉しいよ。でもこうやって話してみると、丈途があの本を書くきっかけになった出来事──というか、その出来事が起こる〝予兆〟は、確かにあの頃ころからあったね』


　そうだね……。それがハッキリした形でわかったのは、〝蘭らんの昔の妹〟が現れたときだけど。


『あれかぁ……そうだ！　蘭に相談してみたらどうだい？』


　蘭に??


『そうだよ。だってあの〝予兆〟に誰だれよりも早く気づいて丈途へ教えてくれたのは、蘭だろ？　蘭ならきっと今回もいいアドバイスをくれるかもしれない。それで上手うまく鳴なる唐からさんと会えたら、「愛のささやきの方程式」を使えばいいんだよ』


　なるほど……。うん、蘭に相談してみるよ！　ありがとう!!


　──プルルルルッ。


『──なに？　どうせ〝あの本〟のことで吹ふく音ねちゃんと喧嘩でもしたんでしょ』


　話早っっ!!


『はぁ……あんた、どれだけ吹音ちゃんとすれ違ちがえば気がすむのよ。あんたみたいなダメ男はこの先未み来らい永えい劫ごうすれ違い続ける運命なのね。吹音ちゃんのことはもうあきらめたら？　吹音ちゃんはあたしがもらってずっとずっと愛めで続けるから安心しなさい』


　……なにもそこまで言わなくても……。


『あたしに電話したら、それくらい言われるって予想つくでしょ』


　うぅっ……。


『まぁ……でも、あんたには借りがあるしねぇ。あたしの〝昔の妹〟が現れたときはずいぶんお世話になったし……相談くらいならのってあげるわよ』


　蘭の昔の妹か……。あのときは本当に大変だったね。蘭のハーレムに崩ほう壊かいの危機が迫せまって、蘭は〝お姉さま〟として重い決断を──。


『えぇ……。でもあたし、あのときの決断は今でも間ま違ちがってなかったと思うわ──』




　百合ハーレムの炎上を防げ！







　　　一




「──さぁて、今日はあたしの妹たち……どんな書きこみをしてるかしらねぇ」


　シャワー上がりで湯気を立たせつつ、バスローブを着こんだ蘭らんがそう漏もらす。


　同学年からすら〝お姉さま〟と呼ばれるほどの百ゆ合り少女たる彼女だが、その部屋は少女趣しゆ味みではなく、プログラミングの天才らしく複数のパソコンや書類の置かれた棚たながあった。


「んん～♪」


　鼻歌を歌いつつパソコンのキーボードへ手をすべらせた彼女は、『百合の花はな園ぞの』と書かれたページを開いてディスプレイに一面の百合畑を映し出す。


　これは、蘭と妹たちの交流サイトだ。自分たち以外アクセスできないよう堅けん固ごに作られており……『イ・ケ・ナ・イ[image: ]ビデオチャット』や『日々の愛をつづるスレッド』など様々な項こう目もくがあった。


　そしてページのトップには、『妹いもうと心こころ得え』なる注意書きもある。





『妹心得』




　その一　あたしの妹はあなたの姉妹


　その二　姉妹同士で仲良くしましょう


　その三　あたしは全妹を愛してるわ







「──我ながらいい心得を作ったわね」


　蘭はそう漏らしつつ満足げに微笑む。心得その三はただの口説き文句に見えるが……〝みんなのお姉さま〟である蘭にとっては重要なひと言であった。


「妹たちは今日、どんなことがあったのかしら？」


　蘭はマウスを操作すると、『日々の愛をつづるスレッド』へと進む……。





　６０３：お姉さまにツボミを開かれた名無しさん


『今日はお姉さまと目が三回合いました。……キュンとしちゃう☆』


　６０４：お姉さまにツボミを開かれた名無しさん


『私、お姉さまに気を取られてたら……丈たけ途とにスカートの中をのぞかれたわ!!』


　６０５：お姉さまにツボミを開かれた名無しさん


『あの男、お姉さまとちょっと仲がいいからって調子にのって……!!』





「──た、丈途のヤツ……!!」


　スレッドを見ていた蘭は、指を震ふるわせつつ漏らす。


「えぇぇいもう！　明日ハッキリ言ってやらなきゃ!!」


　そう叫さけんだ彼女はスレッドに自分の名前を書きこむと、『あたしに任せて！　朝一であいつへ文句を言いに行くわよ!!』と記す。





　６１０：お姉さまにツボミを開かれた名無しさん


『お姉さまキタ～～～～!!』


　６１１：お姉さまにツボミを開かれた名無しさん


『お姉さまのそんなところに憧あこがれます！　シビれます!!』


　６１２：お姉さまにツボミを開かれた名無しさん


『さすが私たちのお姉さま！　みんな、明日は朝早くに登校よ!!』





　……蘭がコメントした直後、妹たちは歓かん喜きするかのように連続して書きこみを入れる。


「うふふっ……素す直なおな妹たちねぇ」


　満足げに漏らした蘭は、さっそく明日に備えてベッドへ向かった。


　今日も相変わらずかわいい妹たちのことを想いながら……………………………………。





　──ブォォン。


　どこか、薄うす暗ぐらい部屋の中でパソコンが立ち上がる。


　それを操作する者は手て馴なれたようにタイピングを始め、『日々の愛をつづるスレッド』へ文字を刻んでいった。





　６２５：Lily


『ねぇ……〝私たちのお姉さま〟ってなに？　〝みんな〟のお姉さまなんて嫌いやじゃない？　本当に好きなら、一人占じめしたくないの??』





　その書きこみは、画面の点てん滅めつとともに不ふ穏おんな空気を発していた。


　まるで、華はなやかに咲さき誇ほこる百合の花園をあざ笑うかのように……。





　　　二




　──チュンチュン。


　──チュンチュン。


　早朝の教室には、小鳥たちのさえずりが響ひびき渡わたっていた。


　ぼく──芥あくた川がわ丈途はそれを聞きながら、隣となりに座る律りつへ目を向ける。


「ねぇ律。ここの計算がわからないんだけど……」


「あ、そこは正の整数である〝n〟が──」


　律は身を乗り出して解き方を教える。


　次いで彼は「丈途。僕も国語で聞きたいことがあってさ」と自分のプリントを取り出す。


　──ぼくたちは今、ふたりで早くに登校して宿題をやっていた。いつもより多めに宿題が出たので、昨日の下校中に約束していたのだ。


「そういえば律、昨日は仕事っていつくらいに終わったの？」


「夜九時には終わってたかな……」


「あ、ぼくと同じくらいじゃん。それならいっそ、昨日寮りようで集まればよかったね」


「そうだね。……でも、部屋でふたりきりだと宿題に集中できない可能性も……」


　頰ほおを染めつつ言う律へ、ぼくは「そっか。ゲームし始めるかもしれないしね」と頷うなずく。


「ち、違うだろ!?　そうじゃなくてさ……」


　口ごもる律だったが、ふっと頰を緩ゆるませると「こうやって頼たより合える関係って、いいね」とつぶやく。


「もちろんさ。この間の進路指導が終わってから……律と一層仲良くなれた気がするよ」


「丈途……そんな恥はずかしいこと、堂々と言わないでくれよ」


「それを言うなら、律なんて『愛のささやきの方程式』を使ってぼくにもっと恥ずかしいこと言ってたし!!」


「そ、それはさ……」


　そのまま騒さわがしく言い合うぼくらだったが、それがまた心ここ地ちのいい空間に思えた。律とこうやって当り前の日々を送れる……それ以上のことなどないと、微笑ほほえましくなった。


　そのとき──。


　バンッッ!!


　勢いよく扉とびらを開け、蘭が教室へ駆かけこんでくる。


「こぉぉら丈途！　あたしの妹にセクハラして……絶対デリートしてやるわ!!」


　その言葉とともに、蘭の後ろからぞろぞろと妹たちが入ってきた。そしてぼくを取り囲むようにして机の周りに円えん陣じんを作ってしまう。


　だが……どうしてだろう。蘭とは対照的に、妹たちはどういうわけか元気がない。


「こら丈途、あたしの話を聞いてるの!?」


「いや……セクハラしたって言われても、なにがなんだか……」


「この子のスカートの中、のぞいたでしょ!?」


　言われて後ろを振ふり返ると、制服を着たツインテールの子が目に入る。


　……あっ！　この子、そういえばこの間コケたときに──。


「誤解だよ蘭！　あれは、廊ろう下かで足がすべってさ……」


「あんた毎回そうじゃない！　明らかに狙ねらってやってるでしょ!!」


　蘭はバンッとぼくの机を叩たたきながら声を張り上げる。


　それに驚おどろいたぼくはつい後ろへのけぞってしまい……そのまま椅い子すから転がり落ちた。


「……痛たたっ……！」


　苦痛に顔を歪ゆがませつつ、立ち上がるために手を床ゆかへつける。すると、なぜかブニュッという柔やわらかな感かん触しよくがした。


「きゃぁぁぁ！　今度は胸を触さわられた～～～!!」


　悲鳴を聞いて慌あわてて顔を上げると、さっきのツインテールの子が頰を染めて叫んでいた。


　……男に触られて恥ずかしがる百合か……いいポルノになるかも！　例えばぼくがこのまま胸を揉もみ続けて、「いつまで叫んでるつもりだい？　素直に喘あえぎなよ」と言うと、彼女は白百合のような胸をプルンと震わせて「だ、駄だ目め……お姉さまの前で男なんかに……あんっ！」と知らず喘ぎ、そのままぼくが無む垢くな花を蹂じゆう躙りんするようにして胸をわしづかみにすると、「んはぁぁっ……お姉さま、ごめんなさい。くうぅぅん……！」と恥はじも外聞もなく喘いで──。


「──そろそろぼくが〝男〟を教えようか！」


「──あたしの妹でなに妄もう想そうしてんのよ!!」


　蘭の声で正気に戻もどったぼくは、今さらながらに自分の失態に気づく。ただでさえスカートの中をのぞいた件で責められていたのだ。それに加えてエロハプニングで胸を揉んだ上に妄想したとなれば──。


「妹たち、どうやら丈途は今日クラッシュする運命だったみたいよ。やっておしまい!!」


　蘭の台詞せりふを聞いて、ぼくは急いで頭を腕うでで守る。


　蘭たちはぼくを責めるために朝早くから集まったのだ。そこへぼくは、火にガソリンを注いでしまったわけで……やばい!!


　砲ほう撃げきや爆ばく撃げきなど、どんな手段でクラッシュさせられるのか……生きた心地がしなかった。


　ぼくはただ震えながら貝のように身を固め続ける…………………………………………。


「……って、あれ？」


　しばらく経たってもなにも起こらず、ぼくは不思議に思ってそっと目を開ける。


　すると、妹たちは暗い顔をしてなにか言いづらそうに視線をさまよわせていた。


「みんな、どうしたのよ!?」


　蘭が戸と惑まどっていると、律が助け船を出すようにして会話に入ってくる。


「……蘭。僕が思うに、今日の妹たちはどこかおかしいね。彼女たちはこの部屋へ入った時点から暗い顔をしていたし……そして今も、蘭に対してなにか思うところがあるように挙動不ふ審しんだ。僕の計算では、昨日なにかあった確率が高いよ」


「そんな……わかったようなこと言わないでよ！　昨日だってあたしは妹たちと仲良く丈途粛しゆく清せいの話をしてたのよ!!」


　……仲良くそんな話をしないでくれよ……。


「なら、その後になにか起こった可能性は？　とてもじゃないけど、自然発生的に全妹が同時にこんな状態になる確率なんて……数千分の一もあるのかな？」


　律の言葉を聞いて、妹たちが一いつ斉せいにビクッと肩かたを震わせる。


　……やっぱり、なにかあったのかな？


　ぼくが身を守りながらそっと様子をうかがっていると、さっき押し倒たおしてしまったツインテールの子が意を決したように蘭の前へ行く。


「……お姉さま。私……大事なお話があります！　放課後、屋上でお待ちしています」


　それだけ言うと、彼女は教室から駆け去ってしまった……。


「な、なに？　なんなのよ……」


　啞あ然ぜんとする蘭を見て、妹たちが目をそらす。そして……彼女たちもまた、ぞろぞろと教室を出て行ってしまった。


「……蘭。ほんと、妹となにがあったの？」


　ぼくの言葉を聞いても、蘭は動どう揺ようのあまりその場に立ち尽つくしていた……。





　……そして放課後。


　屋上には、遠くから聞こえる運動部のかけ声がわずかに響いていた。


　だが場の緊きん張ちよう感かんを表すかのように、それ以外の音はまるで存在しない。


　ここへ集まったみんなは息を潜ひそめ、花か壇だんに隠かくれて奥をうかがっている……。


「……なんで吹ふく音ねたちもここに来たの？」


　鳴なる唐からさんが混乱したまま、ぼくの方を見る。


「いやぁ、蘭が大変そうだし……絶対にここでなにか起こりそうだもん」


「──確かに、妹たちの変調に気づいた僕らとしては……無視できる問題じゃないね」


　律がぼくの横でしきりに頷きながら漏もらす。


「──私は登校してなかったから知らないけど……そんなに変な雰ふん囲い気きだったの？」


　謡うた江えが、不思議そうにぼくを見つめてきた。


「変っていうか……思いつめてる感じ？」


「思いつめる……放課後の屋上へ呼び出し……って、え!?　それってまさか──告白!?」


「「シ──ッ!!」」


　思わず、ぼくらは同時に謡江を止める。


　そしてぼくはフェンスの方へと目を向けた。そこには、さきほどからひとりで立っているツインテールの子がいる。


「それにしても勇気あるなぁ……。みんな仲良しの百ゆ合り天国なのに、ひとりだけ告白かぁ……」


　ぼくは心から賞賛するようにしてつぶやく。


　──ギィィッ。


　そのとき、ついに屋上の扉が開き、蘭が登場した。


　──ゴクリ。


　なぜかぼくらまで緊きん張ちようしてきて、その場にいたみんなが息を呑のむ。


「お姉さま……」


　扉の音に気づいたツインテールの子は、思いつめたようにして瞳ひとみを潤うるませ、蘭をじっと見つめていた。


「──蘭さん、どうするのかしら!?」


　唐とう突とつに告白の現場へ居合わせたからだろうか。謡江がハイテンションで漏らす。


「──告白をオーケーしたら、他ほかの妹さんたちはどうなるの？」


　鳴唐さんが、首をかしげながら言う。


「まぁ元々全員告白してるようなもんだし……変わりないかもね」


　しれっと言ったぼくの台詞に、律が「丈途！　ポルノ作家なのに無神経なこと言うなよ」と猛もう烈れつに反応してくる。


「……え？　なんで??」


「蘭の作った百合の花はな園ぞのは、言わば〝桃とう源げん郷きよう〟なのさ。本来ならこの世にあるはずのない楽園……でもそれが成り立っているのは、〝恋こい人びと〟ではなく〝妹〟という一種の特別な関係性を築いているからなんだ。ゆえに妹から恋人へなろうとする行こう為いは危険で──」


　律はそのまま、ぼくをおいてけぼりにしてひとりで力説を始めてしまった。


　……律。なんで百合の花園にそこまで深い理解を示すの……？


「──こんな所に呼び出したりして、どうしたの？」


　妹の気持を知ってか知らずか、蘭はいつも通りに妹を抱だきしめてささやく。


　蘭はそのままツインテールの一ひと房ふさに手を這はわせ、その髪かみへ色っぽく吐と息いきを吹ふきかけた。


「あんっ、お姉さま……き、今日は駄目ですぅ。今日は、今日は大事なお話が……!!」


　蘭から逃のがれようとする妹だったが、蘭は妹を抱きしめたまま離はなさない。


　そのときふと、ぼくは蘭が厳しい表情をしていることに気づく。まるで「大事な話」をさけるかのような、厳しい顔……。


「……うふふっ。いい子ね」


　逃にげるのをあきらめた妹を見て、蘭は安心したように微笑んだ。


　……駄目だ。とても告白できる雰囲気じゃない……。


　誰だれもがそう思ったであろうその刹せつ那な、妹は震ふるえながら顔を上げた。


　そして、短い悲鳴にも聞こえるほど細く急速に息を吸う。


「お姉さま！　私と……つき合ってください!!」


　震える声。他の階にまで響ひびいたであろう叫さけび……。それが、妹の真しん剣けんさを物語っていた。


「──おぉ、ついに告白した!!」


　ぼくが手を握にぎりしめて言うと、鳴唐さんが不安げに「でも……蘭さんの表情、暗いよ」と漏らす。


「表情が暗いって……」


　言いながら蘭へ目をやると、彼女は苦々しい顔をしてうつむいていた。


　まるで、必死に食い止めていた最悪の事態を迎むかえたかのように……。


「ねぇ……あたしの〝妹心得〟、覚えてるわよね？」


「はい……」


「あそこに、『あたしは全妹を愛してるわ』って書いてたじゃない？」


「はい……でも……」


　そこまで言って、ツインテールの妹はすでに答を察したかのように涙なみだぐむ。


　辺りに、重々しい雰囲気が立ちこめてきた。


　……律が言ってた桃源郷の話……本当だったのか……？


　ここにきて、ようやくぼくらにも事態の悪さが呑みこめた。


　蘭の表情……全妹を愛している……そして桃源郷……。


〝お姉さま〟たる蘭がどんな選せん択たく肢しを取るのか、百合ではないぼくにも想像がついた。


　ツインテールの子は、知っている辛つらい答をそれでも待つかのように、涙ぐんだまま動かない。


　蘭はそれを見て悲しそうに目を細めながらも、あえてきっぱり言い放つようにして妹を真っ直すぐ見つめる。


「……ごめん。あたしは、誰かひとりのお姉さまになるつもりはないの」





『……ごめん。あたしは、誰かひとりのお姉さまになるつもりはないの』


　学園内で不自然に停とまっている車の中、蘭の言葉が響いていた。


　──ここは通学路。車は屋上が見える位置に停まっており、高性能の指向性集音マイクで告白シーンを盗とう聴ちようしていた。


「──やっぱり、お姉さまは誰かひとりのものになるつもりはないんだわ……!!」


　車の中にいた〝妹〟のひとりが、うろたえるようにして漏らす。


　それに続くようにして、車内に集まっていた妹たちが騒さわぎ始めた。


「──そりゃお姉さまが私以外の誰かのものになるのは嫌いやだけど……」


「──誰のものにもならないなんて……」


　蘭の考えに内心気づいていた妹たちだが、蘭自身がハッキリと口にしてしまったせいで、その恋こい心ごころが粉々に打ち砕くだかれてしまった。今まであえて目を向けずにいた辛い真実……それが、大好きなお姉さま本人の口から断言されたのだ。


「──私たちどうしたらいいの!?　お姉さまの本心を聞いてしまった上で、百合の花園で幸せに暮らせるの!?」


「──それは……でも、他に選択肢なんて……」


「──私たちが花園の一員だから駄だ目めなのかしら。花園なんて存在しなかったら……誰かひとりは本物の〝恋人〟になれるのかしら」


　そのひとことを聞き、妹たちが息を呑む。


　──花園など存在しなければ、お姉さまが自分だけのものになるかもしれない……。


「──そ、そんな……駄目よ！」


「──そうよ！　お姉さまの花園を私たちの手で終わらせるなんて……!!」


「──それに……終わらせたところで、お姉さまが私たちの中から〝誰か〟を選ぶのかしら……？」


　妹たちは必死に抗こう議ぎしながらも、さきほどの言葉が頭から離れない。


　──花園など存在しなければ、お姉さまが自分だけのものになるかもしれない……。


　それは甘く危険な香かおりをはらんだ……しかし抗あらがいがたい言葉だった。


　──そして同時刻──。


　……またしても、薄うす暗ぐらい部屋で蘭のサイトを開く者がいた。


　そして再び不ふ穏おんな書きこみが始まる。





　６２８：Lily


『蘭お姉さまが〝誰かひとり〟を選べないなら、あたしたちが自分で決めればいいじゃない。お姉さまへの愛を証明するために戦って戦って……最後に残った妹が、お姉さまの恋人になるの』





　……書きこみは、妹たちの動揺を見み透すかしたようにしていさかいを煽あおる。


　まるで、花園の崩ほう壊かいを望んでいるかのように……。








　妹の告白を聞いた次の日。


　ぼくがいつも通り登校して廊ろう下かを進んでいると……いきなり教室が火を噴ふいた！


「なっ……火事!?」


　慌あわてて飛び退すさると、廊下に出ていた生徒たちが目に入る。


「なにがあったの!?」


　焦あせるぼくへ、謡江が「蘭さんの妹たちが……」と戸と惑まどったように漏らす。


　彼女の言葉を聞いて教室の中をのぞくと……そこは戦場だった。


　大泣きしながら大たい砲ほうをぶっ放ぱなす妹。


　殺気みなぎる瞳で両手にナイフを持つ妹。


　所構わずガトリング・ガンを撃うちまくる妹……。


　教室に集結した十人近い妹たちは、本気で互たがいの命を狙ねらうかのように死の宴うたげをもよおしている。


「──あなたたち、やめなさい！　あたしの妹心得にも、〝姉妹同士で仲良くしましょう〟って書いてあるでしょ!?」


　戦乱の最中、悲劇のヒロインさながらに髪を振ふり乱みだし、蘭がそう叫んでいた。


　しかし妹たちは蘭の言葉に耳を貸そうともしない。


「──私はお姉さまを奪うばい取るの！　あなたたちはもう姉妹でもなんでもないわ!!」


「──それはこっちの台詞せりふよ！　さっさとお姉さまの前から消えなさい!!」


「──ふっ……戦いの中でお喋しやべりするなんて余よ裕ゆうね!!」


　蘭がいくら止めようとも、妹たちの戦いは終わらない。


　ぼくが廊下で呆ぼう然ぜんとしていると、律が難しい顔をしてそばに来た。


「どうも、あの告白で蘭の桃源郷が壊こわれたらしいね」


「あれが原因なの!?　なんで!?」


「昨日説明した通り、蘭のハーレムは桃源郷……つまり、ある種の〝幻げん想そう〟の上に成り立っていたんだ。それなのに〝告白しても振られるだけ〟という〝現実〟を知ってしまい……幻想が崩くずれたんだ」


「幻想が崩れたって……」


「幻想とはもろいものさ。僕と丈途のように、その……深い繫つながりがあるなら別だけど、幻想が消えた先に残るのは厳しい現実だけさ。要するに、〝誰が蘭の恋人になるのか？〟って争いが勃ぼつ発ぱつしたわけだ」


「そんな……それでこんな戦いを……？」


　律は頷うなずきながら教室の中へ目をやる。そして不思議そうに「理り屈くつはわかるけど……それにしてもやりすぎだ。蘭ですらこの事態を把は握あくしてないなんておかしい」と漏もらす。


「──そういえばさっき、妹さんたちが『サイトの書きこみが～』って言ってたよ」


　鳴唐さんが、戦場さながらの教室を横にしていつも通りに喋る。


「……サイトの書きこみ？」


　言いながら教室へ目を向けると、戦いはさらに熾し烈れつさを増していた。


「──ほらほら、お姉さまのかわりに私があなたたちを天国へ送ってあげるわ！」


　その言葉とともにガトリング・ガンが炸さく裂れつし、教室の壁かべを蜂はちの巣すに変える。


「──あんたみたいなド下手へたじゃ、天国行きは無理ね！」


　銃じゆう撃げきを避よけた妹のひとりが、ナイフをひるがえしてガトリング・ガンの妹へ突とつ進しんした。


「──うふふっ……それなら私がみんなまとめて地じ獄ごくへ送ってあげるわ！」


　大砲を構えた妹が、ガトリング・ガンの妹とナイフの妹をまとめて散らさんと砲ほう撃げきを始める。


　……だが、さすが姉妹といったところか。互いの手の内を見透かしたようにしてすべての攻こう撃げきが外れていた。さきほどの攻撃に加わらなかった数名の妹たちも、相手の様子をうかがうようにして間合いをとっている。


　戦いは熾烈さを増しながらも、拮きつ抗こうしていた。


「もう……なんでこんなことになったのよ～～～～!!」


　蘭が悲鳴を上げたそのとき、ぼくは「サイトの書きこみが怪あやしいらしいよ！」と声を上げる。


「……サイト？　あたしのサイトのこと??」


　蘭がそう言った刹那、さっきまで死し闘とうを繰くり広げていた妹たちが、一いつ瞬しゆんビクッと止まる。


「……なるほど。そういうことね」


　そうつぶやいた彼女は自分のノートパソコンを開こうとしたが……さきほどの戦せん闘とうで壊れてしまっていた。


　蘭は「んもうっ！」とパソコンを床ゆかへ叩たたきつけると、猛もうダッシュで教室を出てぼくの横を通り過ぎる。


「蘭、どこに行くの!?」


「あたしの部屋よ！　管理者システムからサイトを確かく認にんするの!!」


「──僕らも行こう！」


　律は鋭するどく言うと、蘭とともに駆かけ出す。


「え……でも女子寮りようだし……」


「女子にまぎれて駆けこめば大だい丈じよう夫ぶさ！　鳴唐さん、謡江、ふたりも来てくれ!!」


　律に言われ、ぼくたちはその場から走り出す。


　蘭たちに壁になってもらい、女子寮の守衛さんをごまかして中へ入った。


　そして蘭の部屋へ駆けこむと、みんなでパソコンの前に集まる。


「まったくもう……なにがあったのよ！」


　愚ぐ痴ちりながら蘭がパソコンを操作すると、『百ゆ合りの花はな園ぞの』と書かれたページが出る。そこには一面の百合畑が映し出されており、『イ・ケ・ナ・イ[image: ]ビデオチャット』や『日々の愛をつづるスレッド』などの項こう目もくがあった。


「ら、蘭……」


　ぼくが言葉を失っていると、彼女は「な、なによ！　あんたのポルノの方がよっぽど酷ひどいでしょ!!」と顔を赤くする。


「──とにかく、書きこみを確認しようか……」


　律が頭を押さえながら言うと、蘭はすぐさまパソコンを操作する。そして──。





　６２５：Lily


『ねぇ……〝私たちのお姉さま〟ってなに？　〝みんな〟のお姉さまなんて嫌じゃない？　本当に好きなら、一人占じめしたくないの??』





　６２８：Lily


『蘭お姉さまが〝誰だれかひとり〟を選べないなら、あたしたちが自分で決めればいいじゃない。お姉さまへの愛を証明するために戦って戦って……最後に残った妹が、お姉さまの恋こい人びとになるの』





「──なんだこれ!?」


　ぼくが驚おどろきの声を上げると、蘭が「Lily……リリーって……まさか!?」と震ふるえる。


　その途と端たん、誰も操作していないパソコンが急に目まぐるしく動き始めた。次いで画面にセーラー服を着たポニーテールの少女が映し出される。


『──お久しぶりです、お・姉・さ・ま[image: ]』


「リリー!?」


　啞あ然ぜんとして蘭が叫さけぶ。


「リリーって……外国人？」


　ぼくが困こん惑わくしたように言うと、蘭が「百ゆ合り子こだからあだ名がリリーなの！　あたしの……昔の妹よ」と、どこか辛つらそうに漏らす。


『覚えて頂いていて光栄ですわ、蘭お姉さま』


「忘れるわけ……ないじゃない」


『でも……〝昔の妹〟って表現は悲しいです。あんなに愛し合った仲なのに……』


「っ……というか、なんでリリーがあたしのサイトに書きこみしてるのよ！」


『あら、あたしも〝妹〟なんですからべつにいいでしょ？』


「あたしのセキュリティーを破ってまで書きこみしておいて……よく言うわ」


『だってあたし……お姉さまから手取り足取り色々教えて頂いたんですもの。お姉さまの夜の癖くせからプログラミングの癖まで……誰よりも知ってますわ』


「……でしょうね……」


　蘭は悔くやしげに呻うめくと、「なにが目的なの？」と声を絞しぼり出す。


『目的？　今さらあたしにそれを聞くんですか??』


「……ということは、やっぱり……」


　画面の向こうで、リリーは華はなやかな笑えみを浮うかべると歌うように声を出す。


『あたし、お姉さまの花園を崩壊させて、お姉さまを一人占めしたいんです』


　あまりにも無む邪じや気きに、彼女はそう言い切った。


　──うわっ、これ、百合の修しゆ羅ら場ばだ……!!


『うふふっ……これでお姉さまはやっとあたしだけのものになりますね。お姉さまに告白して振られてから二年……長かったわ。お姉さまのハーレムを壊して、潰つぶして、消し炭にして、あたしとふたりだけの〝楽園〟へアップデートするために色々考えたんですよ？』


「まずその危ない考えを捨ててって言ったでしょ!?」


『お姉さま……しょせんこの世は女と女。ふたりきりの愛しか成立しませんわ。あたしが来年中学を卒業するまでは遠えん距きよ離り恋れん愛あいですけど……我が慢まんしてくださいね。あたしが入学する前にお姉さまを取り巻くメス豚ぶたどもをデリートしておきたかったんですもの』


　……なんか、暴走してるときの蘭を見ている気分だ……。


「蘭の昔の妹ねぇ……」


　……蘭とおそろいのポニーテールで、口調も蘭と似てて、パソコン得意だし──。


「ミニ蘭って感じだな!!」


　知らず、考えが口を突ついて出てしまう。するとリリーは嬉うれしそうに笑い始めた。


『あなたは確か、ポルノ作家ね。あたしとお姉さまが似てるだなんて……根こん性じよう腐くさったエロウイルスのわりには、いいこと言うじゃない』


　……この台詞、まさに蘭……!!


　画面の向こうからひしひしと伝わってくる危険な匂においに、ぼくは言葉をつまらせる。


　それはみんなも同じだったらしく、誰しもが下手に口を開こうとはしなかった。


　そんなぼくらを悠ゆう然ぜんと見つめ、リリーは左手を掲かかげる。


　その小指には、なぜかオモチャの指輪がはめられていた。


『お姉さま……必ずあたしの手に取り戻もどしてみせますわよ』


　そう言いながら、彼女はオモチャの指輪と同じく鈍にぶい光を目の奥にたたえていた。





　　　三




　──サラサラサラ。


　──サラサラサラ。


　中庭をわたる風は清すが々すがしく、ぼくたち二年二組の生徒の頰ほおを撫なでて麓ふもと街へと吹ふき降りてゆく。


　緑の匂が充じゆう満まんする中、ぼくらは椅い子すと机を並べ、ホワイトボードの前に立つ先生を見つめていた……。


「って、なんで青空教室してるんですか!!」


　ぼくが叫ぶとスカートスーツから豊満な胸や肉感的な太ふと股ももをのぞかせた女教師がため息をつく。このクラスの担任、与よ謝さ野の亜あ希き先生だ。


「だって……私たちのクラス、今、〝戦場〟なんだもの……」


　先生に言われて上を見ると、二年二組の教室から絶え間なく噴ふき続ける炎ほのおが見えた。


　──ドォォン！


　──ゴォォッ！


　──バァァン！


「……蘭の妹たち、いつまであの戦争を続けるつもりなんだ……」


　ぼくは、冷ひや汗あせをたらしながら漏らす。


　昨日始まった妹たちの戦いは夜に一時停戦となり……今け朝さ、しっかり再開されたのだ。


「っていうか、よく被ひ害がいが一教室ですんでますね」


「そりゃねぇ……学園を全崩ほう壊かいさせられたこともあるし、少しは頑がん丈じように造ってあるわよ」


「……なるほど……」


　ぼくがつぶやくと、蘭が申し訳なさそうに口を開く。


「あのサイトは閉へい鎖さしたんだけど……それでも駄だ目めだったみたい」


「そんな……たったふたつの書きこみで、ここまで……」


「──一度壊こわれてしまった幻げん想そうは、中々戻らないさ」


　律が難しい顔をして漏もらす。


「──蘭さんを愛してる分、妹さんたちも引けないでしょうしね……」


　謡江が、妹たちを心配するようにして教室を見つめる。


　ぼくは謡江と同じく教室を見つめると、大きく息をつく。


「あのミニ蘭……じゃなくてリリーって子、まさかここまで読んであの書きこみをしたのかな……」


「でしょうねぇ……。じゃなきゃ、あんなに堂々と『お姉さまを取り巻くメス豚どもをデリート』だなんて宣言しないわ」


「メス豚って……とんでもない子に狙ねらわれちゃったね、蘭」


「──リリーのことは悪く言わないで。あの子を変えたのは……あたしなんだから」


　ぼくの言葉に、蘭が唇くちびるを震わせる。


　……蘭のせい？


　いぶかしげな顔をしたぼくへ、蘭は観念したように語り始めた。


「リリーは……あたしが地元にいるとき手塩にかけて育てた妹で……プログラミングも手取り足取り教えたの」


「……なるほど。それで蘭のサイトをクラッキング不正なデータ操作できたのか」


　ぼくの言葉に頷うなずいた蘭は、そっと左手を掲げる。


　その小指には……リリーがしていた物と同じオモチャの指輪がはめられていた。


　……あれは確か、一年生のときにあった「才能テスト」で、蘭が〝大切な物〟として出したやつだ……。


「この指輪……リリーから贈おくられたの。当時は薬指に入ったけど……今は小指が限界ね」


「左手の薬指って……」


　──マリッジ・リングだ。……それだけリリーが〝本気〟だったのだろう。


「この指輪を贈られたとき、『あたしひとりだけの〝お姉さま〟になってください』って言われて……断ったの。そこからだったわ。あの子が変わったのは……」


　……そうか。だからリリーは蘭のハーレムを壊して、今度こそ蘭を自分のものにしようと……。


「それにしても凄すごい執しゆう念ねん……いや、愛だね。病やんでるけど……」


「でも……あたしのハーレムが原因だと思うと、責められなくて……」


　……確かに責められない……。それに、リリーからもらった指輪を今も大切に持っているということは、蘭自身もリリーに思うところがあるのだろう。


　ぼくが考えこんでいると、亜希先生が難しい顔をしてこちらへやってきた。


「あの戦い……どうやら色々あるようね。でも……そろそろ授業を進めていいかしら？」


「……先生。一見普ふ通つうの台詞せりふに聞こえて、実は相当感覚がずれてる言葉ですね」


「丈途くんがそれを言うの──」


　そのとき、山の上から強風が吹き下ろしてきた。それは亜希先生のスカートをめくり……大人の黒パンティーを露あらわにする。


　って……黒!?　まるで勝負下着じゃないか!!


　強風が吹き下ろす中、ぼくは先生のパンティーを見つめたまま愕がく然ぜんとする。まさか先生……今夜勝負を仕し掛かける気だったの!?　例えばこの青空教室が終わって夜になったあと、満天の星のもと『星空教室』なんて始めちゃって、数名の男子生徒を周りにはべらせて「さぁ……みんなで私をイかせなさい」だなんて色っぽい声で誘ゆう惑わくすると、生徒たちが一いつ斉せいにその豊満な胸をグイグイ揉もみこみ、肉欲的な太股を舐なめ上げ、濡ぬれそぼった黒パンティーをジュルジュルとすする……。すると先生は「あんっ！　そんなに盛さかって……んふぅっ!!」と仕方なさそうに喘あえぎつつも、口くちの端はしから淫みだらによだれを垂らして悦よろこび──。


「──先生、ぼくも星空教室に参加させてください！」


「星空教室ってなによ！　丈途くんが言うと怪あやしすぎるわ!!」


　亜希先生は盛大に突っこむと、「もう……授業を進めるわよ！」とホワイトボードの前へ向かってしまう。


　授業が再開されるとしばらくはみんな黙だまって先生の話を聞いていた。


　──ドォォン！


　──ゴォォッ！


　──バァァン！


　授業中も、二年二組からは絶え間なく炎と爆ばく音おんが出まくっている……。


　──勉強に集中できない!!


　ぼくが二組の教室へ目を向けていると、斜ななめ後ろの席にいた蘭がぼそりと口を開く。


「あたし……本当にもう、どうしたらいいのか……」


　その声は、心の底から路頭に迷ってしまったように弱々しかった。


　……こんなに悩なやんでる蘭、初めて見た……。


「──丈途くん。進路指導でどうにかならない？」


　ぼくの前に座っていた鳴唐さんが、蘭を心配そうに見つめながら漏らす。


　……ぼくだって力になりたい。でもこれは恋れん愛あい相談であって進路指導じゃないし……。


「──ふふふふっ……なのニャ～」


　突とつ如じよ、辺りに不ふ穏おんな笑い声が響ひびく。


「な、なに!?」


　慌あわてて周りを見ると、近くの木こ陰かげから頭に猫ねこ耳みみをつけた少女が出てくる。制服の上に黒マントを羽織ったその姿から黒猫をイメージさせる子──夜よる乃のミサだ。彼女は黒くろ魔ま術じゆつの天才にして謡江ファンクラブの会員である。


「なんでミサがここにいるの!?」


「ミサだけじゃないニャ～」


「──ポルノ作家く～ん！　ボクも来たよ!!」


　その声とともに、長い白衣を着ている少女が子犬のようにぼくへ抱だきついてくる。クォーター独特の日本人離ばなれした美び貌ぼうを持つ、天才発明家の香か学がく創つくるだ。


「ボクたち、蘭ちゃんに協力しようと思って来たんだ～！」


「そうニャ。可か憐れんに咲さき乱れる百ゆ合りの花はな園ぞのの危機……力になりたかったニャ！」


　ミサはそう言いながら、ぼくの横にいる謡江へ熱のこもった視線を向ける。


「……謡江さん、最近進路指導ばっかりでミサにかまってくれないしニャァァ……」


「ご、ごめんなさい……!!」


　謡江は申し訳なさそうにつぶやく。


　……そういえば、新聞同好会に入ってから謡江は前よりファンと接する機会が減ったな……って、いやいや。それ以前に、ミサと創、思いっきり授業さぼってるし!!


　亜希先生の仕方なさそうな眼まな指ざしとぼくの内心を意にもかいさず、ミサは意い気き揚よう々ようと猫耳を動かしてこちらを指差す。


「というわけで丈途。今回は恋愛進路指導ニャ！」


「恋愛進路指導!?　それ……無理がない!?」


「大だい丈じよう夫ぶニャ。とっくに部長の許可はとってあるニャ～」


「ほんと!?　っていうか行動早っっ!!」


「百合の花園が危機となれば、ミサも黙っていられないニャ。部長も『たまには別の切り口もいいですわねぇ』ってオーケーしてくれたニャ」


「そんなノリなの!?　……まぁ律の進路指導以降、閃ひらめき新聞も順調だし……学園生も異常な仕事量から解放されたけど……」


「あ、ちなみに今回部長はいないニャ。『新しい閃学園を作るためには、もう一手必要ですわね』って……勝かつ代よちゃんとどっかへ行っちゃったニャ」


「えぇ!?　ぼく、聞いてないんだけど!!」


　……もう。部長、なにもかもほっぽり出して……。


　ぼくが痛む頭を押さえる中、青空教室にミサの元気な声が響き渡わたる。


「というわけで、今回は進路指導をお休みして恋愛進路指導ニャ～!!」








『恋愛進路指導』





　……放課後。新聞同好会のホワイトボードに、愛まな見みがそう書きつける。中央に置かれた丸テーブルの前へ座っていたぼくらは、その文字をなんとも言えない表情で眺ながめていた。


　恋愛進路指導……一見すると進路指導っぽいが──。


「ようするに、恋こいのお悩み相談ってことだよね!?」


　ぼくが突つっこむと、愛見が「今回はわたしの才能と関係がなさすぎて……どうしたらいいのか……」と困ったように漏らす。


「そうだね……そして部長はぼくらに丸投げして、どっかへ行ってるし……」


　愚ぐ痴ちるぼくへ、突とつ然ぜんカメラのフラッシュが連続で降ふりかかる。


「わっ……な、なに!?」


「──お前、そんなにだらけてていいのか？」


　声の主は来らい夏かだった。彼女はカメラを構えたままニヤリと口の端を上げる。


「この恋愛進路指導は……言わば〝ハーレムの存亡をかけた戦い〟だ！　そう考えると……ポルノ作家として燃えるだろ？」


　……ハーレムの存亡……。


　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、ぼくはポルノ作家として……目覚めた。


「そ……そうだ。ぼくはなにを勘かん違ちがいしてたんだろう。この進路指導は『恋のお悩み相談』だなんて甘っちょろいものじゃない。この世の桃とう源げん郷きようである〝ハーレム〟を守れるか否いなかの戦い……つまり聖戦なんだ!!」


「──そうニャ、聖戦ニャ！　丈途もたまにはいいこと言うニャァ～」


　ミサが嬉うれしそうにぼくの言葉へ続く。


「──聖戦！　聖戦！　ボクもマッドな発明でジハードしちゃうよ～！」


　創が、危なっかしいことを言いながら喜ぶ。


「……ねぇ、『はーれむ』ってなに？」


　ずっと黙って話を聞いていた鳴唐さんが、謡江へそっと目を向ける。


「恋こい人びとがたくさんいるところよ」


「たくさん……？　え？　だって恋人はひとりだけでしょ??」


「普通はそうよねぇ。なのにたくさんいるから問題が起こって……蘭さんが悩んでるの」


「──うっ！　そ、それはその……」


　謡江の話を聞き、蘭は痛いところを突かれまくったかのように身み悶もだえする。


　……まるで普ふ段だんのぼくを見ているようだ。エッチなことを言って、周りからツッコミを食くらっているぼく……。


　蘭に、妙みような親近感を覚えた。


　そのとき、鳴唐さんが震ふるえるようにして声を漏もらす。


「そんな……はーれむって、今の丈途くんじゃ……」


　その言葉を聞いた蘭が、はっとして顔を上げる。そして急になにか思い出したように口を曲げ……なぜかこちらを睨にらんできた。


　──その顔なに!?


　ぼくは知らずたじろいでしまう。


　……そういえば、律の進路指導が終わったあともこんな顔されたような……。


　なにを言われるのかと構えていたが、蘭は「……ま、わざわざ塩を送ることもないわね。吹音ちゃんにもあたしの愛をインストールしたいし」とぶっそうなことを言い、顔をそらしてしまった。


　……ほんと、一体なんなんだ……？


　啞あ然ぜんとしていると、ホワイトボードの前にいた愛見がみんなを見み渡わたしてくる。


「それでは、『どうやって妹たちにハーレムを納なつ得とくしてもらうか？』について話し合いましょう」


　愛見の言葉を聞いて、蘭はみんなを見渡す。そして「あたしのために……ありがとう」と頭を下げた。


　みんなはそれに、笑え顔がおで頷うなずく。


「蘭先せん輩ぱいのためにも、早く恋愛進路指導を終わらせなければいけませんね。誰だれか意見はありませんか？」


　愛見の問いかけを聞いて、謡江が悩むように唸うなった。


「ハーレムを納得してもらうには……まず、ハーレムの利り点てんと欠点をハッキリさせた方がいいかも。……利点って難しいけど……」


「なるほど。それなら……ここでまずみんなの意見を聞いてみましょう。ハーレムの利点を思いつく方、手を挙げてください」


　愛見に言われ、ぼくは颯さつ爽そうと手を挙げる。


「みんな幸せになれるんだから、最高じゃないか！」


「──そうニャ！　謡江さんファンクラブもある意味でハーレムだけど……ミサは幸せニャ!!」


　力説するミサのそばで、謡江が「ファンクラブをハーレムって言わないで……」と恥はずかしそうに顔を赤らめ、手で表情を隠かくしてしまう。


「……ふたりとも、あまりに感情論すぎるよ……」


　律は額を押さえながらぼくとミサを眺める。


「そもそも昔は日本にも〝大奥〟というハーレムが存在したわけだし、『人間心理としてハーレムが不可能』ということはないね。ただ……ハーレムの主あるじには金銭的にも精神的にも相手を包みこめるだけの器うつわが要求されるだろうけど」


　……金銭的にも精神的にも……なるほど。そう考えると、ハーレムって難しいな……。


　ぼくが頷いていると、愛見が次の発言を待つようにして辺りを見回す。


「……ハーレムの利点については以上のようですね。それでは……次はハーレムの欠点を考えてみましょう」


　その言葉を聞き、謡江は考えるようにして口を開く。


「私は……好きな人は、やっぱり一人占じめしたくなるわ。私と同じような考えの人はハーレムに向かないと思うの」


　謡江の言葉を聞きながら、鳴唐さんは同意するようにして頭を縦に振ふる。


「妹さんたちも……蘭さんを一人占めしたいから喧けん嘩かしてるんだよね？」


「──うっ、それは……」


　鳴唐さんの言葉を聞いた蘭は、苦々しい顔をして……力なく頷いた。


　それを聞いていた来夏が、カメラをいじりながら「元もと々もとは蘭の思想に賛同してハーレムにいた奴やつらだ。べつに蘭ひとりが問題というわけでもない」と漏らす。


「問題なのは……今になって条約破は棄きするような信念のなさだな」


「──来夏ちゃんかっこいい！　じゃあボクが、条約破棄した妹たちの戦争に介かい入にゆうして……全部一気に終わらせちゃうよ!!」


　本気でやりかねない創の発言を聞き、ぼくは「これ以上事態を悪化させないでくれよ！」と声を張る。


　そんなぼくらの会話を聞いていた愛見は、ホワイトボードの前で難しい顔をした。


「う～ん……では、妹さんたちに『昔の状態』に戻もどってもらうよう説得するのが一番ですかね？」


「──そうニャ！　謡江さんファンはちゃんと〝節度〟を持って謡江さんを応おう援えんしてるニャ！　妹たちも……ミサたちを見習って節度を持つべきニャ!!」


　鼻息も荒あらく猫耳を揺ゆらすミサへ、律が「昔の状態に戻るのはもう無理だよ」と首を横に振る。


「妹たちはすでに『蘭を一人占めしたい』という想おもいに目覚めてしまった。この状じよう況きように対するベストな解は……『一周回って、やっぱりハーレムがいい』と思わせることじゃないかな」


「──そうね。私みたいに〝ファンクラブ〟という形ならまだしも……純じゆん粋すいな恋れん愛あいで節度って、難しいと思うわ」


　律と謡江の話を聞き、みんなが黙だまりこんでしまう。


　……ふたりの言う通り、『一周回ったようなアイデア』を考えないとハーレムが崩ほう壊かいしそうだ……。


　考えこんでいると、来夏がふと思いついたようにこちらへ目を向ける。


「おい丈途。ポルノ作家として、ハーレムが成立するシチュエーションを考えてみろ」


「ハーレムが成立しそうな……ねぇ……」


「どうせいくつも案があるんだろ？　普段から発情したサルのような妄もう想そうを膨ふくらませている人外変態のお前ならな」


「人外変態ってなんだよ、人外変態って!!」


「いいから考えるんだ！　ほら、原げん稿こう用紙とペンなら用意してるぞ！」


「なんて準備のいい……」


　ぼくはペンを受け取ると、来夏がちゃっかりとカメラを構える中、執しつ筆ぴつを始めた。












「──裏でこっそりみんなとつき合ってたなんて……お前はほんと、ゲスエロだな」


　新聞同好会の部室で、来夏は吐き捨てるように言い放つ。……しかし彼女はそれでも肉欲を抑えられないかのように、パンツ姿で椅子に座っていたぼくの股間へ舌を這わせた。


　彼女はそのまま情欲にわいた生温かい吐息をつくと、ぬめった舌でぼくの股間を舐め上げ始めた。来夏の怒りと性欲を一身に受け、舌の律動に合わせてそそり勃つ股間……。


「お前、このまま私に股間を嚙み千切られるとは思わなかったのか？」


　来夏は挑戦的な瞳を向けて問いかける。


「そ、それは……ごめん」


「謝ってすむ問題か」


　彼女は言いながら股間を口に含むと、頭を上下に動かしつつ舌を蠢かせる。ザラリと舌で包まれたかと思えば、ときにわざと歯を当てて嚙み千切られる恐怖を与える来夏……。恐怖と快感の応酬でぼくは理性が吹き飛び、快楽の壺と化した来夏の口へ向けてただただ腰を振り始めた。


「ふふっ……いつ嚙まれるかわからない状況で腰を振るなんて、根っからの変態だな」


「──そりゃそうでしょ。百合のあたしまで口説いて……」


　ぼくらの交わりを脇で見ていた蘭が、仕方なさそうに漏らす。


「ま、あんたみたいなだらしない男に、誠実さなんて期待してなかったけど」


　蘭はそう言うと制服を脱いで下着姿になり、自分の胸でぼくの顔をはさむ。


「こういうのが好きなんでしょ？　この、変態」


　言葉では責めながらも、体はぼくを求めて胸を動かし始める。柔らかくほどよい大きさの胸はぼくの顔を優しく包み、ときに当たる乳首が性欲を煽る。その乳首が段々と立ち始めていることに気づき……ぼくはたまらず舌で舐め始めた。


「あんっ……！　そうやって、また快楽であたしを繫ぎ止めようとして……」


「──丈途、僕のことも忘れないで欲しいね」


　ふと、椅子の後ろから声がかかる。……律だ。


　彼は言うが早いかぼくの乳首へ手を回すと、そのキメ細やかな指先で愛撫を始めた。女性ほどではないが、男も乳首は感じる。つままれ、ひねられ、こすられ……ぼくの乳首はすぐに立ってしまった。


　来夏の舌。蘭の胸。律の指先……みんなに責められたぼくは快楽で頭が白くなり──。


「──音魔女フクネ見参ですぅ～☆」


　突如、フリフリのミニスカートを着た小柄な女の子が部室へ現れる。


「快楽で心を支配してハーレムを築くなんて変態の発想……男子諸君が許しても、この音魔女フクネが許さないですぅ～♪」


　彼女はそう言うと、クラリネットを手に「聞くがいいですぅ～。フクネ・フォルテ・ハーモニー♪」と叫ぶ。


　そして演奏が始まった刹那、超絶大音量のハーモニーが部室を吹き飛ばし……ぼくのハーレムが、崩壊した。












「──ぼくのハーレムが……ハーレムがぁぁぁ!!」


　恐おそろしいほどに荒あれてしまった原げん稿こうを見て、つい声を上げる。


「っ……しまった！　ぼく、鳴唐さんでポルノを書けないんだった!!」


　──ぼくは文学たる〝ポルノグラフィー〟で、鳴唐さんを書けないのだ。ゆえに鳴唐さんをモチーフにするときは、色々と工く夫ふうをこらしていたのだが……。


「──え？　吹音で書けない??」


　ぼくの声を聞きつけた鳴唐さんが、不思議そうにこちらを見つめてくる。


「……どうして吹音で書けないの？」


「な、なんでだろうね……」


「他ほかの人では書けるの？」


「うん。鳴唐さんだけ、駄だ目めなんだ……」


「吹音〝だけ〟駄目って……」


　そう漏もらす彼女の声は、震ふるえていた。


「丈途くん……吹音のこと嫌きらいなの？」


「そんなわけないよ！　ただ、鳴唐さんじゃ駄目っていうか……」


「……吹音だけ駄目……吹音だけ駄目……」


　鳴唐さんは呆ぼう然ぜんとしてその言葉を繰くり返す。


　──しまった！　よくわからないけど……傷つけちゃった!!


　ぼくはがんばり屋さんで一いち途ずな鳴唐さんを、どうしてもポルノのモチーフにできない。しかしその理由を本人へそのまま話すのは、あまりに恥ずかしいし……。


　どうしようかと焦あせっていると、来夏が横からいらついたように声を上げる。


「いいからさっさと原稿を仕上げろ！　どんなシチュエーションならハーレムが成立するんだ!?」


「ちょっと待ってよ。今、鳴唐さんがさ……」


「お前の下げ劣れつな妄想に汚けがされないなら、むしろラッキーだろ！　そんなことより、早く原稿を書いて恋愛進路指導をして……私に写真を撮とらせろ!!」


「そんなことってなんだよ!?」


「──吹音だけ駄目……吹音だけ駄目……」


「うわっ……鳴唐さん！　嫌いとかじゃないんだから、傷つかないでよ……」


「──ただ欲よく情じようしないだけだもんな。ある意味で、女として全否定だが」


「──吹音だけ駄目……吹音だけ全否定……」


「ちょっ……来夏！　これ以上変なこと言うな～～～～～～～～～～～!!」


　ぼくが叫ぶ中、盛大にへこんだ鳴唐さんと無神経な来夏の催さい促そくで、会議どころではなくなってしまった……。





　……校舎全体を揺るがす衝しよう撃げき。廊ろう下かを吹き抜ぬける熱風。前へ進むほどにそれは強まり、ぼくらの行く手をはばむ。


「──ねぇ、もうちょっと話し合ってから恋愛進路指導しない!?」


「──あんたのせいで話し合いが駄目になったんでしょ！　もう……これ以上妹たちを争わせたくないの!!」


　蘭は瞳に決意をみなぎらせ、熱風でポニーテールを揺らしながら一歩一歩前へと進む。


　──さきほどの話し合いが終わった直後、蘭が「とにかくハーレムに納なつ得とくしてもらえばいいんでしょ！」と啖たん呵かを切ったのだ。そして軽い打合せをしたのち、ぼくらはこうやって妹たちの戦場たる二組へ向かうこととなった……。


　廊下を進むほどに、熱風でチリチリと肌はだの焼ける感かん触しよくがする。息を吸うのも苦しいほどの熱量。まるで、妹たちの愛と憎にくしみを表しているかのような熱さ……。


　──ドォォン!!


　一ひと際きわ大きな爆ばく発はつがあった直後、創が「今の爆発なら、衝撃で次の攻こう撃げきは遅おくれるよ～」と叫ぶ。


「走るわよ!!」


　蘭は短く言うと駆かけ出し、教室の中へ飛びこんだ。


　ぼくも続いて中へ入ると、妹たちは床ゆかに倒たおれ伏ふしたまま互たがいをにらみ合っていた。


　──創の言った通り！　やるなら今のうちだ!!


　ぼくは大きく息を吸いながら、妹たちへなにを伝えるべきか整理する。


　……彼女たちは今、蘭のハーレムを拒きよ絶ぜつしている。だが……リリーが現れる前は淫みだらに正しくハーレムを愉たのしんでいたのだ。つまり──。


「今からきみたちに、ハーレムの愉しさを思い出させてあげるよ！」


　ぼくがそう叫ぶと、妹たちは一いつ斉せいにこちらを向き……「「愉しさ？」」と首をかしげる。


「そうさ！　今は少し道を外してハーレムを否定してるけど……きみたちだって本来はこちら側の人間のはずだ！　それを思い出してもらうんだよ!!」


　……………………………………………………………………………………………………。


　なぜか、妹たちが一斉に黙りこむ。次いで彼女たちは、怒ど濤とうのように声を荒あらげ始めた。


「──はぁ!?　こちら側の人間!?　あんたみたいなゲスエロと一いつ緒しよにしないでよ!!」


「──ほんとキモイわ！　ゲロキモ！　変態の妄想と私たちの清い愛を一緒にするな!!」


「──ねぇ……とりあえず、ここは協力して丈途を滅めつ殺さつしましょうよ」


　……妹たちはぼくの言葉に激げき怒どし、散々な罵ば倒とうを浴びせてくる……。


　──な、なんで妹たちに理解を示したのに怒おこられるの!?


　彼女たちの怒りに圧おされて腰が引けるも……ぼくは自分を奮い立たせる。


　──ここであきらめるわけにはいかない！　ハーレム存続のために!!


「ぼくはきみたちに輝かがやきを取り戻もどして欲しいだけなんだ！　妹同士で争うなんて悲しいよ……。蘭と淫らにハーレムを愉しみ、胸を揉もまれて頰ほおを染め、股間に指をそえられて喘あえいでいたあの頃ころを思い出してくれ!!」


「──妙みように具体的に言うな変態！」


「──こんなときまで性欲全開で喋しやべらないでくれる!?」


「──寒気がするわ……もしかして私、とっくに丈途の妄想で汚されてるんじゃ……」


　ぼくが熱ねつ烈れつにエールを送るも、妹たちはまたしても罵倒を浴びせてくる。


「──あんたのせいで事態が悪化してるじゃない!!」


　蘭はこちらを睨にらむと、「もう……あたしがハーレムの愉しみ方を実演するわ!!」と声を張る。


　そして恋れん愛あい進路指導に来ていた女子一同を見つめた。


「さぁ……新たな妹たち、あたしに愛されなさい」


　色っぽくささやかれた蘭の言葉に、見つめられた女子一同が息を呑のむ。


　そして謡江がぼそりと「私、百合じゃないんだけど……」と抗こう議ぎするように漏らした。


「──大だい丈じよう夫ぶニャ！　ミサが謡江さんをリードして百合天国へ導くニャ!!」


　ミサは嬉うれしそうに言うと、謡江へ抱だきつく。


　それを見ていた創も子犬のように謡江へ抱きつき、「ボクと一緒にマッドな百合天国しようよ～」とはしゃぐ。


「こらこら妹たち。あたしのハーレムでしょ」


　蘭はお姉さまらしく優しげにたしなめると、そっと謡江の首筋へ手を這わせる。


「あんっ……！」


「うふふっ……敏びん感かんなのね。いい声で喘ぐわぁ」


　蘭は微笑ほほえみながら首筋へ舌を這わせる。ツツゥ……と蘭の唾だ液えきが謡江にまとわりつく様は、〝快楽〟という名の魔ま力りよくが謡江を侵しん食しよくしているかのようで美しくもエロい。


「なっ……んふっ……！」


　言葉を失って喘ぐ謡江を見つめながら、蘭はミサと創の小さな胸へと手を伸のばす。両手に花を抱かかえるようにしてふたりを抱きしめた蘭は、そのまま指先の繊せん細さいな蠢うごめきでふたりの乳首を愛撫した。薄うすい胸の上で、喘ぐようにして左右へ翻ほん弄ろうされる小こ粒つぶな乳首……。


「──うニャッ……謡江さん以外で感じるなんて……はぁぁっ……!!」


「──の、脳内麻ま薬やくが出まくりで、いい発明が思いつきそう……んはぁぁ!!」


　ふたりが敏感に反応する中、蘭は謡江への愛撫も忘れず舌で首筋を責める。まるで性器を舐なめ上げるときのように情じよう欲よくを滲にじませ、熱っぽく舌を蠢かせる蘭。


「んふっぅ……はぁぁ……！」


　普ふ段だん触ふれられることのない首筋への責め……それに感じた謡江は、喘ぎながら体をビクンッと反応させていた。


　あっさりと愛あい欲よくの海へ堕おちた謡江たちを見て、蘭は妖よう艶えんに口くちの端はしをつり上げる。


「うふふっ……ハーレムっていうのはね、まずこうやって女の子たちの嬌きよう声せいと肉感を愉しむところから始めるのよ」


　蘭の言葉を聞き、妹たちはハーレムにいた頃を思い出したのか……押し黙だまる。


「こうやってみんなで愉しんで、みんなで愛を深めて、みんなで昂たかぶっていく……それがあたしのハーレムよ。愛いとしの妹たち、あたしと過ごした日々を思い出した？」


「……お姉さま……」


　妹のひとりが、切なさを滲ませてつぶやく。


　……蘭の想おもいを前に、妹たちの心が揺ゆれ動いているのだ。


　もう一押しと見たのか、蘭は謡江たちへさらに愛あい撫ぶを続けた。


「「──はぁぁんっ……!!」」


　謡江たちの喘ぎ声が重なる中、様子を眺ながめていた愛見が頰を染めてのどを鳴らす。
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「丈途先せん輩ぱい……わたし、あの中へ入る自信がありません!!」


「いや……できれば蘭に協力して欲しいんだけど……」


「──だが、あそこへまじったら写真が撮れないな」


　我われ関せずとひとりで写真を撮り続けていた来夏が、淡たん々たんと漏らす。


「──吹音は……どうしたら……」


　鳴唐さんはそこまで言うと、ふと思い出したようにしてこちらを見つめてきた。


「ねぇ……やっぱり、吹音がこんなだから……丈途くんは……」


「ぼくが……なに？」


「その、あの……吹音が色々疎うといから、丈途くんの小説に吹音が……」


　鳴唐さんはそこまで言うと、顔を赤く染めて黙りこんでしまった。


　話が見えずぼくが首をかしげていると、近くにいた来夏がため息を漏らす。


「要するに鳴唐は、自分がエロいことがわからんから丈途のポルノに登場できないのかと聞いてるんだ。察してやれ馬ば鹿か。お前の脳みそは妄もう想そう以外に働かないのか」


「そこまで言う!?　っていうかポルノの話って……」


　──鳴唐さん、さっきのことまだ気にしてたの!?


　思わぬ傷つきぶりに、ぼくは内心かなり焦る。


　……ポルノを書いて文句を言われたことはあっても、書けなくて傷つかれたことなんて初めてなんだけど……!!


「あの……鳴唐さん。変な意味じゃなくてさ、なんていうか……鳴唐さんを見てるとそういう気分にならないというか……」


「やっぱり女として全否定してるな」


　来夏がしれっとつぶやく。


　それを聞いた鳴唐さんは「……全否定……」と漏らし、黙りこんでしまった。


　……………………………………………………………………………………………………。


　──空気が重い!!


　フォローの言葉で余計にへこまれ、ぼくはたじろいでしまう。


　……鳴唐さん、どうしてポルノのことをそんなに気にするんだ？　でも……無視しちゃいけない問題のような気がする……。


　そんな中、百ゆ合り天国をくり広げていた蘭がこちらへ目を向ける。


「ほら、あなたたちもまざりなさい！　来夏も愛見ちゃんも吹音ちゃんも……まとめて天国へ送信してあげるわ!!」


　彼女がそう言ってこちらへ駆け出そうとした刹せつ那な──。


「お姉さま、もうやめてください!!」


　妹の悲痛な叫さけびが、教室にこだました。


「……嫌いやなんです。これ以上お姉さまが他ほかの女といちゃつく姿なんて……見たくない」


　その言葉を聞いた他の妹たちも、共感するようにして頭を縦に振ふる。


「──やっぱり私、お姉さまを独どく占せんしたいです」


「──もし独占できないなら……嫌だけど、嫌だけど……あきらめます」


「──お姉さま。ここにいるみんながそういう覚かく悟ごをもって戦ってるんですよ？」


　……妹たちの言葉を聞き、今度は蘭が押し黙る番だった。


　──謡江の言う通りだった……。好きな人は一人占じめしたいのか……。


　蘭の愛撫で華はなやいでいたはずの教室には、後味の悪い沈ちん黙もくだけが残っていた。





　……沈黙に包まれた教室を去りながら、吹音は考えこんでいた。


『──やっぱり私、お姉さまを独占したいです』


　さきほど聞いた妹の台詞せりふ……それを思い返し、吹音は何度も首を縦へ振る。


　……やっぱり、はーれむは嫌だよね。でも、丈途くんはどちらにしろ吹音のこと──。


　そう思いながら前を歩く丈途へ目を向ける。


　彼はこちらの視線に気づきもせずに、恋愛進路指導の失敗で悩なやんでいるようだった。


　……なんで吹音〝だけ〟ポルノを書けないの？　そりゃ、ポルノはエッチなもので、吹音には理解できないし恥はずかしいけど……でも……。


　そこまで考え、つい想いが口を突ついて出てしまう。


「ポルノって、丈途くんにとって大事なものなんでしょ？　それに吹音だけが出てないなんて……」


　──そう。丈途の言動はやはり、吹音にとって〝恋愛対象としての全否定〟だったのだ。「がんばり屋さんで一いち途ずな吹音をポルノのモチーフにできない」という丈途の考えは、むしろ好意であるにもかかわらず……しかしその想いは吹音に伝わらない。「大事なポルノに吹音だけ出さない」という事実だけが吹音をさいなんでゆく……。


「……はーれむに、ポルノ……」


　その二つの問題が、蘭の恋愛進路指導を通して浮うき彫ぼりになった。


　そして恋愛進路指導を通じて吹音もまた、自身の恋愛について深く考え始めていた。





　……妹たちの恋愛進路指導に失敗したぼくらは、校舎の廊ろう下かを歩きつつ黙りこんでいた。


　うつむいたままの蘭を見つめると、彼女は呻うめくようにして声を上げる。


「あたしが間ま違ちがってたのかしら……妹たちをあんなに傷つけてたなんて……」


　……妹たちから言われた台詞が、相当効いているようだ。今までずっと仲良くハーレムをしていたのだから……こういう経験は初めてなのだろう。


　見る影かげもなく落ちこんでいる彼女を見て、ぼくは歯がみした。


「蘭、弱気になっちゃ駄だ目めだよ！　こんなことでハーレムをあきらめるなんて……蘭の情熱はそんなものだったの!?」


「──そうニャ！　ハーレムの主あるじがその程度の想いだったなんて……妹たちが浮うかばれないニャ!!」


　ぼくとミサは、蘭に向けて熱烈なエールを送る。


　しかしそれを見ていた律が、考えるようにしてみんなを見み渡わたした。


「やはり今回のことで『昔の状態に戻るのは無理』ということがハッキリしたね。なにか『一周回ってハーレムが好き』と思わせる方法を考えないと……」


　律の言葉に頷うなずきながら、謡江が「妹さんたち、やっぱり心の底では蘭さんを一人占めしたかったみたいだしねぇ……」とため息をついた。


「──ふん。ハーレムの住人だったくせに今さら欲よくを出して……醜みにくい妹たちだな。まぁ、おかげでいい写真が撮とれたが」


　来夏はカメラを見つめ、ひとりで鼻を鳴らす。


　彼女らしい相変わらずの発言を聞きながら、ぼくは困り果てたように顔を上げた。


「妹たちを納なつ得とくさせようにも……ハーレムはハーレムだしなぁ……」


　そんなぼくへ、創が子犬のように抱きついて微笑みを浮かべる。


「ポルノ作家くんが素す敵てきなハーレムを実演したらいいんだよ～！」


「……いや、ぼくがハーレムについて話すと、妹たちがなぜか激げき怒どするし……」


　話すぼくらの脇わきで、鳴唐さんが暗い顔をしてうつむく。


「……はーれむ……」


　それっきり、彼女は黙りこんでしまった。


　……鳴唐さん、この恋愛進路指導が始まってからどんどん様子がおかしくなってる。どうにかして励はげましたいけど……話すたびに鳴唐さんをへこませてるし……どうしたらいいんだ……。


　ぼくが悩んでいると、愛見が話をまとめるようにして「とにかく、もう一度ちゃんと話し合った方が──」と言いかける。


　そのとき、みんなの前を〝影〟が通り過ぎた。


　一いつ瞬しゆんのことだった……。


　その直後──蘭が忽こつ然ぜんと姿を消した！


「な、なに!?」


　ぼくは目を白黒させて辺りを見回す。


　すると律が鋭するどい声で「妹だ！　蘭が連れ去られた!!」と叫び、廊下の端はしを指した。


　みんながそこへ目を向けると……妹と蘭が下り階段へ姿を消した瞬しゆん間かんが見える。


　律が間かん髪はついれず「追いかけよう！」と声を上げるや否いなや、みんなは反射的に駆かけ出す。


　スポーツ系の才能を持つ妹なのか、蘭を担かついでいてもぼくらをどんどん引き離はなし、校舎の外へ出たときにはもう視界の中で点になっていた。


「──あーちゃん、話し合いましょう！」


　蘭が妹の名前を叫ぶも、あーちゃんと呼ばれた子は携けい帯たい電でん話わでなにかを確かく認にんしていて聞く耳を持たない。


　……なんで今、携けい帯たいを見てるんだろう？


　ぼくが疑問を抱いだいたそのとき、妹は校舎裏うらにあった倉庫へ入ってしまった。


　──ガラガラガラ……。


　ざらついた金属音を立てて倉庫のシャッターが閉まる。


　それは、ぼくらと蘭たちが完全に隔へだてられたことを示す音だった。


「──ミサ、創、あのシャッターを壊こわしてくれ!!」


　寸秒の迷いもなく律が叫ぶと、ミサが呪じゆ文もんを唱え始め、創が白衣の中から薬品を取り出した。


「──魔ま界かいの巨きよ大だいダンゴ虫よ……回転アタックでコンクリートをぶっ壊せニャッッ!!」


「──あんな小屋、ボクの特製爆ばく弾だんで木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛ばすよ～!!」


　……ふたりとも、かなり危なっかしいことを叫びながらシャッターへ攻こう撃げきする。


　──チュドォォン!!


　創がふたつの薬品を混ぜ合わせて投げると、倉庫の前で大だい爆ばく発はつが起こった。


　──ゴロゴロゴロ……ドォォン！


　倉庫とほぼ同じ大きさのダンゴ虫が、勢いよく回転アタックを仕し掛かける。


　……辺りにもうもうと煙けむりが立ちこめた後、それが風に吹き流されて見えたのは……無傷のシャッターだった！


「ニャんで!?」


「そんなぁ～。ボク、自信なくしちゃう……」


　ミサと創がショックを受けたように漏もらす。


　倉庫の前まで行った律は、外がい壁へきを一通り確認し……「いつの間にか補強されてる!?」と驚おどろいたように漏らす。


「補強って……」


　ぼくが啞あ然ぜんとしてつぶやくと、中から蘭たちの声が聞こえてきた。





『──お姉さま……やっとこれで私のものに……』


『──んはっ、あーちゃんなにするの!?　愛あい撫ぶするのはあたしの役目……んあっ！』





「──蘭、愛撫されてるの!?」


　ぼくは知らず鼻息を荒あらくして叫ぶ。


　……まさかこのシャッターの向こうでは、百合天国がくり広げられてるのか!?　例えば妹が頰ほおを染めつつ「お姉さま……私の愛撫を確認してください」と蘭の胸をフェザータッチして、「んふっ……その愛撫、あたしのまねじゃない……うぅんっ！」と蘭を喘あえがせ、そのまま蘭の乳ち首くびをキュッとつまみながらその先せん端たんへ舌を落とし、指と舌とのハーモニーで乳首を責めに責めて「んはぁっ……あ、あぁぁっ!!」と蘭を快楽の絶ぜつ叫きようで震ふるわせ──。


「──蘭、ぼくもまぜてくれ!!」


「──今さら発情するな！　よく考えればいつも通りの蘭たちだろうが!!」


　来夏のツッコミを聞き、我われに返る。


　……言われてみれば、〝攻せめと受け〟が変わっただけで、いつも通りの蘭たちだ……。





『──あぁ……お姉さま。私の指でこんなに濡ぬらして……』


『──くうぅっ……はぁっ……駄目、こんなこと駄目よ……あんっっ!!』





　……いつも通りの蘭たちだが……エロい！　うぅ……まざりたい!!


　ぼくがひとりで悶もだえていると、謡江が心配そうに「蘭さん危ないんじゃない!?」と周りを見渡す。


「──危ないというか……あんなにはしたないことして、もうアウトですよ!!」


　愛見が顔を真っ赤に染めて叫ぶ。


　……ある意味でいつも通りの蘭たちだが、助けないわけにもいかない。でも倉庫が補強されてて、今すぐ壊すのは難しそうだし……。


『──うふふっ。そろそろね』


　不意に近くのスピーカーから少女の声が流れる。


　その途と端たん、倉庫のシャッターが開き始めた。


　──なんで!?


　驚きつつも、ぼくはすぐさま倉庫へ入る。


「蘭、大だい丈じよう夫ぶ!?」


　そう叫さけぶと同時に、スカートを乱れさせて妹に股こ間かんを責められている蘭が見えた。彼女は倉庫に敷しかれたマットへ寝ね転ころがっており、すでに絶頂が近いのか頰を染めながら体をのけぞらせている。


　──エロっっ!!


　ぼくが絶句していると、快楽の海から岸を眺ながめるようにして蘭がこちらを見る。


「た、丈途……」


　色っぽさの残る声でそう漏らした蘭は、次いで自分の姿に気づき……慌あわてて服を整えた。


「助けに来るのが遅おそいのよ馬ば鹿か！　っていうかあたしのエッチなシーンのぞかないで!!」


「……助けて欲しかったのか欲しくなかったのか……ハッキリしてよ」


　ぼくがため息を漏らしながらそう言うと、またしてもスピーカーから声が流れる。


『あらお姉さま、危なかったですわねぇ』


　白々しくも心配したような声を聞き、蘭がはっと顔を上げる。


　そして声の主に気づいたかのように体を震わせた。


「リリィィィィ～～～～!!」


　怒いかりの滲にじみきったその声を、どこから聞いたのかリリーは笑って流す。


『ふふっ……お姉さま、早いところハーレムに決着をつけた方がいいんじゃありません？　でないと妹たちがまた暴走しかねませんわよ』


「……ねぇリリー、ひとつ聞いていいかしら？」


『なんでしょう？』


「あーちゃんはね、あたしをさらってる間に携帯をチラチラ見てたの。……まるで、携帯に指示でも書いてあるみたいにね」


『そんなことですか。あたしが指示を出してましたけど、なにか？』


　あまりに平然と暴ばく露ろするリリー……。


　彼女の言葉を聞き、蘭が震えた。


「『なにか？』じゃないでしょ！　一体どういうつもり!?」


『どうもこうも……あたしはただ、〝お姉さまを自分のものにする方法〟をその妹へ教えただけですわ。実行に移したのはその妹なんですから……あたしを叱しかるのは筋すじ違ちがいです』


「っ……!!」


　蘭が言葉を失う中、ぼくはリリーの言動について考える。


　……蘭を襲おそうよう妹へ指示する一方で、ギリギリのところで助けている……。一見すると矛む盾じゆんする行動だが、リリーの目的はあくまでも「ハーレムの崩ほう壊かい」……となると──。


「もしかしてリリー、蘭も妹たちも精神的に追いつめてハーレムを壊そうとしてる？」


　ぼくの声を聞き、リリーは一瞬言葉をつまらせる。


『……あたしのこと気安く呼び捨てにしたり、エロ作家だったり、あなたは色々と突つっこみたいこと満まん載さいだけど……よくわかったわね。ま、バレたところで問題ないから認めてあげるわ』


「……その台詞せりふ、ほんとミニ蘭だな……」


　ぼくが頰をひくつかせていると、蘭がうつむいて拳こぶしを震わせる。


「……そう。リリーがそういうつもりなら……わかったわ。あたしもお姉さまとして、あなたをデバッグ修正するわ!!」
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　……深夜。蘭は制服姿のまま自室のパソコン前に座っていた。


　倉庫での一件が終わったあと、彼女はリリーのパソコンとその付近のネット環かん境きようをクラッキングして壊し……一息ついていたのだ。


　蘭は疲つかれきったようにして片手でパソコンを操作すると、妹たちとの交流サイトであった『百ゆ合りの花はな園ぞの』のデータをじっと見つめ始めた。


「……まさかこのサイトを閉へい鎖さするはめになるだなんて……」


　切なげに漏らした彼女の瞳ひとみに、わずかな涙なみだが滲にじむ。





　１：お姉さまにツボミを開かれた名無しさん


『お姉さま、サイトのオープンおめでとうございます！　これでいつでも一いつ緒しよですわ!!』


　２：お姉さまにツボミを開かれた名無しさん


『あ……１コメを取られちゃった！　でも私の方がお姉さまを愛してるんだからね!!』


　３：お姉さまにツボミを開かれた名無しさん


『こらこら、姉妹同士仲良くしましょうよ。妹心得にも書いてあったでしょ？』





　……サイトオープン時のコメントには、『百合の花園』への愛溢あふれる内容がつづられていた。だが今にして思えば、これは妹たちにとって仮そめの幸せでしかなかったのだろうか……。


「はぁ……妹たちの気持もわからないで……あたし、お姉さま失格ね」


　苦く渋じゆうを漏らすようにして言った彼女は、机の引き出しを開ける。そして中に大切にしまっていたオモチャの指輪を取り出した。


「気持をわかってなかった妹は……リリーも一緒ね」


　──コンコン。


　不意に、部屋の扉とびらをノックする音が聞こえた。


　蘭がドアスコープから廊ろう下かを見ると、大きな荷物を抱かかえたボブカットの妹が見える……。


「……どうしたの？　こんな時間に……」


　扉とびら越ごしにかけた言葉を聞き、妹が「私、学園を〝卒業〟して地元へ帰ろうと思って……最後のごあいさつに来ました」と暗い声で漏らす。


「卒業って……そんな!?」


　つい扉を開けようとした蘭だが、妹たちの戦争が頭をよぎって、知らず手が止まる。


　念のため、寮りようの監かん視しカメラの映像で廊下に立つ妹を眺め……怪あやしい点がないか確かく認にんした。


「ふぅ……あの荷物以外にはなにもなさそうね」


　安心したように漏らした蘭は、すぐに扉を開けて「しーちゃん、卒業するだなんて言わないで！」と妹を抱だきしめた。


　その瞬しゆん間かん、「ごめんなさい……!!」という声とともに蘭の首筋へスタンガンが当たる。


　──なんで!?　監視カメラにはそんな物、映ってなかったのに……。


「まさか……リリーが？　さっきパソコンとネット環境を壊こわしたばかりなのに……ぬかったわ」


　そう漏らした直後……蘭は気絶してしまった。





　──ガタンゴトン。


　──ガタンゴトン。


　リリーのクラッキングによってだまされた駅員たちが、蘭たちのためだけに深夜特急を動かしている。


　窓から見える景色は暗く、時折街灯の光が見えるだけだった。


　そんな中、手足を縛しばられた蘭の隣となりで、妹が編み物をしながらポツリポツリと語り始める。


「……お姉さま、私、編み物の才能でお姉さまのために稼かせぎます。お姉さまは私のそばで幸せになってくれれば……それ以上は求めません」


「…………」


「あ、お姉さまは何色のマフラーが欲しいですか？　私としては深い青色が──」


「って、なんで当り前のように駆かけ落ちしてるのよ!?」


　突っこむ蘭へ、妹は「……私のこと、嫌きらいですか？」と瞳を潤うるませる。


「す、好きに決まってるじゃない！」


「よかった……。てっきり嫌われちゃったのかと……」


　彼女はそう言うと蘭の手を握にぎりしめる。柔やわらかな手から伝わってくる体温は彼女の誠実さを表しているようで……蘭は段々と断りづらくなってきた。


「ねぇ、お姉さま。私と一緒に幸せな家庭を築きましょう……？」


　潤んだ瞳を真しん摯しに向けてそう漏もらす妹を見て、蘭は言葉をつまらせてしまう。


　……この子の気持を無む下げに断りたくない。でも……あたしは全妹を愛していて……。


　胸をしめつけるような葛かつ藤とうで蘭の心が悲鳴を上げる。この間屋上で妹に告白されたときのように、昔、リリーが自分へマリッジ・リングを贈おくってくれたときのように……。


「……リリー、あなたは今も昔もあたしを苦しめるのね」


　そっと漏らした彼女の言葉には、しかし憎にくしみではなく深い悲しみが滲んでいた。


　その悲しみに耐たえながら、蘭はいつもと同じように心を凍こおりつかせる。


　愛する妹を振ふらなければならないという、身を切るような辛つらさから自分を守るようにして……。


「しーちゃん、聞いて」


　そうつぶやき、蘭は涙を漏らさないよう一度瞳を閉じて心を落ち着ける。


「あたしはね──」


「──ちょっと待った！」


　その声とともに、紫むらさき色いろのレオタードを着た少女が車内へ現れる。


　よく見ると、近くの窓が円形に切り取られていた。……外から進入したのだろうか。


「お姉さまは頂いたわ！」


　そう言うと同時に、レオタードの妹は驚おどろく隙すきも与あたえず蘭を抱きしめ、自分の背中で電車の窓を割るとその勢いで外へ飛び降りた。


　──ズサァァッ。


　ふたりは草原に落ち、レオタードの妹が蘭を抱だいたまま転がって衝しよう撃げきを逃にがす。


「──お姉～さま～～～～!!」


　深夜特とつ急きゆうからは、ひとり残された妹の声が流れていた……。


　……そして数秒後、走り去った電車が視界から消える。


「……あの子は奥手ですからねぇ。せっかくのチャンスを逃のがして、馬鹿な子」


　颯さつ爽そうと蘭をさらったレオタードの妹は、携けい帯たい電でん話わを見つめながら「情報通りの時刻にここを通りましたね」と微笑ほほえむ。


　……またしても、リリーが妹をけしかけたのだ。


「お姉さま、ご安心ください。私はあの子みたいに遠回しなことしませんから」


　そう言うと、レオタードの妹はいきなり自分の胸を蘭の胸に合わせる。レオタードという薄うす布ぬのから伝わる、ツンと立った乳ち首くびの感かん触しよく……。それは蘭の乳首と合わさり、コリコリとしたふたつの突とつ起きが愛を奏かなでるように互たがいへ快楽を与えた。


「ふうっ……こんな所で、駄だ目めよ……はぁっ……!!」


　逃げようとする蘭だが、元々手足を縛られていたために動けない。


「そうだ。お姉さま、のどが渇かわいたでしょ？」


　妹はそう言うと、持参のお茶を口移しで飲ませようとする。


　その直後……なぜか、妹は急にその場でスヤスヤと寝ね息いきを立て始めてしまった。


「──お姉さま、危のうございましたねぇ」


　唐とう突とつに、蘭の耳元で声がする。


　振り返ると、そこには藍あい色いろの着物を着た妹が立っていた。──茶さ道どうの天才である。


「その子は私のお茶でぐっすり眠ねむってます。もう安心ですよ」


　──そう。レオタードの妹が飲んだのは、茶道の妹が作った睡すい眠みん薬やく入りのお茶なのだ。


　茶道の妹は、他ほかの妹たちと同じく携けい帯たいを見つめると「リリーさんの情報は役に立ちますわぁ」と嬉うれしそうに頰ほおへ手を置く。


「お姉さま、妹たちに振り回されて疲れたでしょう。まずは一服どうですか？」


「ちょっ……ちょっと待って。その前に、携帯を使っていいかしら？」


　蘭は茶道の妹から布をほどいてもらうと、携帯電話をいくらか操作する。


　──彼女は今、携帯を使って自分のパソコンへアクセスし、リリーのパソコンを破は壊かいするプログラムを走らせた。今度は前回よりも広域に渡わたってネット環境を無力化することも忘れない。……リリーは、複数の拠きよ点てんを使い潰つぶして指示を出している可能性があるからだ。


「ふぅ……これでやっと一息つけるわ」


「では……お茶をどうぞ」


　騒さわぎの連発でのどが渇いていたこともあり、蘭はすぐさまお茶を手にする。


　そしてそれを口へ含ふくもうとしたとき……彼女はふと、その手を止めた。


「ねぇ……まさかこれにも睡眠薬が入ってないでしょうね？」


「………………おいしいですよ？」


「なにその回答!?」


　蘭が立ち上がろうとしたそのとき、遠くから「「お姉さま～!!」」という大合唱が聞こえてきた。


　目を向けると、そこには十人近くの妹たちが集結し、バズーカやサブマシンガンなどを持ってこちらへ駆けてきている。そして、そのすべての妹が携帯電話を見つめていた。


「なんでリリーが指示できるの!?」


　駆けてくる妹たちの圧力にたじろぎながらも、蘭は必死に思考を巡めぐらせる。……例えばさっき自分が破壊したパソコンは自動プログラムで動いていて、しかもリリーは無力化したネット環かん境きようより外の地域で待機していて、今再び攻こう撃げきを始めたとすれば……。


「もう……リリー、あたしにパソコンで負けるの前提で作戦を練ってたの!?」


　銃じゆう声せいが響ひびき始めた深夜の草原で、蘭はほとほと疲れ果てたように膝ひざを折る。


　そして妹たちへ向けて、「もう……いい加減にしなさいよ～～～～～～～～～!!」と金切り声を上げていた。








　──次の日の放課後。夕ゆう陽ひの色に染め上げられた中庭で、蘭がひとり席に座っていた。


　ぼくらはそれを遠目から眺ながめつつ、ひっそりと話し合う。


「蘭……大だい丈じよう夫ぶかな？」


　ぼくが心配そうに漏らすと、律が「難しいね。これだけ状じよう況きようが悪化しても、リリーの攻撃を止める手立てが見つからないし……」と唸うなる。


「──ミサはハーレムをあきらめて欲しくないニャ……」


　猫ねこ耳みみをしおれさせて、ミサがうつむく。


　それを見ていた謡江が難しい顔をした。


「妹さんたちも昨日の一件で疲つかれきって、今日は争いをやめてるわ。この状況を見てると……ここまでしてハーレムにこだわる必要があるのか、わからなくなるわね。蘭さんも含めてみんながみんな不幸になって……」


「──そうですね。わたしも、これ以上ハーレムにこだわるのは無理があると思います」


　愛見が同意するようにして喋しやべる中、創が「大丈夫だよ！　ボク、蘭ちゃんのために発明した物があるんだ～！」と中庭の端はしへ向かう。


　駆け去っていく創を見つめながら、来夏が鼻を鳴らした。


「選ぶのは蘭だ。ハーレムを続けるにしても、誰だれかひとりを選ぶにしてもな。……しかしこのままでは確実にハーレムが滅ほろぶだろう」


　そう言って来夏はぼくへ目を向け口を曲げる。


「丈途。お前が日々のエロ妄もう想そうにかまけてぼやぼやしてるからこうなったんだぞ」


「べつにぼやぼやしてたわけじゃ……。リリーの動きが速すぎるんだよ」


　言いながらぼくは考えこむ。


　……確かにリリーの攻撃は凄すさまじい。蘭も妹たちも限界が近づいている。だが……ここであきらめたら、蘭は自分が築いてきた百ゆ合りの花はな園ぞのを否定することになってしまう。そんなの……ぼくは嫌いやだ!!


「蘭、ここが踏ふん張りどきだよ！　まだぼくらはリリーに負けたわけじゃないんだ！　きっと……まだ方法はある!!」


「──そうだよ～！　ボクが発明した〝ヘブンゴーランド〟で妹たちと誰もいない南の島へ行って、新たな百合王国を築けばいいんだよ～!!」


　創の大声が聞こえ、中庭の端へ目をやる。


　するとそこには……メリーゴーランドがあった！


「それ、移動できる物じゃないよね!?」


「できるよ～。円えん盤ばん投げみたいな感じで回って飛ぶんだ～」


「飛ぶなら、普ふ通つうに飛行機を作ればよかったじゃん!!」


　ぼくが激しく突つっこむと、ミサが不ふ穏おんな笑い声を漏らす。


「ふふっ……丈途、甘いニャ。あのヘブンゴーランドにはミサの魔ま術じゆつが施ほどこしてあって、回転するメリーゴーランドで乗客が気持悪くなればなるほど加速して飛ぶ仕組みニャ」


「そんな魔術いらないから!!」


「これは科学と魔術の融ゆう合ごうニャ。この気高さがわからないなんて……しょせんはエロ作家ニャァ～」


　……科学と魔術の融合って……その発明、いかがわしすぎるから!!


「──丈途くん、どこか新しい土地に行ってまではーれむしたいの？」


　案じるようにして、鳴唐さんがこちらを見つめる。


「ぼくっていうか、蘭のハーレム問題に使うみたいだけどね。でも……南の島でハーレムか。いい響きだなぁ……」


「……そう……」


　鳴唐さんはぼそりとつぶやき、暗い顔でうつむいてしまった。


　辺りに流れる、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。その直後──。


『──なにが「南の島でハーレムか。いい響きだなぁ」よ。なにかとお姉さまを応おう援えんしてあたしの邪じや魔まをして……あんたひとりで南の島へ行って、一生ひとり遊びでもやってるがいいわ！』


　突とつ如じよ、辺りのスピーカーから声が漏れる。……リリーだ。


『──ヘブンゴーランドなんて作ったのが運の尽つきね。さぁエロ作家……お姉さまの前からデリートしてやるわ!!』


　その声とともに、いきなりヘブンゴーランドが動き始める。


　上に設置されたメリーゴーランド部分が回転し、ヘブンゴーランドが浮うき始め……唐突に、こちらへ向かって飛んできた！


「ボクのヘブンゴーランド、勝手に使わないで～！」


　創の悲鳴も虚むなしく、ヘブンゴーランドは完全にリリーの制せい御ぎよ下かにある。


　どんどんぼくへと迫せまってきて、そのまま乗せられそうになったそのとき──。


　ギギィィィ！


　不快な金属音を立て、ヘブンゴーランドが迷めい走そうし始めた。


「ふふっ……ヘブンゴーランドにはミサの魔術だって使われてるニャ。クラッキングなんかで完全に制御できると思うニャ～！」


　ミサがその薄い胸を自じ慢まんげに張って笑う。


　って……制御不可能になったのに、自慢げに言わないでよ!!


　ぼくの不安は的中し、ヘブンゴーランドは辺りを縦じゆう横おう無む尽じんに走って誰彼構わず乗せようとする。


　みんなが逃げ惑まどう中、ぼくはつまずいて倒たおれこむ蘭を目にした。


「蘭、大丈夫!?」


　すぐに走って彼女を助けに行った途と端たん、ぼくらの前にヘブンゴーランドが迫り来る。そして……逃にげるひまもなく乗せられてしまった！


「うっ……気持悪っ……」


　メリーゴーランド部分で回りながら言うも虚むなしく、ヘブンゴーランドはどんどん加速して上空へ向かってゆく……。


「──丈途くん、蘭さんとはーれむするの!?」


　遠くから、鳴唐さんの不安げな叫さけびが響いてきた。


　ほんと……ぼく、どうなっちゃうんだろ……。





　　　五




　……爽さわやかな潮風だった。


　暖かな陽ひだまり。地平線までただ広がる海。そして後ろへ目を向けると、潮風に揺ゆれる亜あ熱帯の木々……。


「……ぼくたち、本当に南の島に来ちゃったみたいだね……」


　ぼくが愕がく然ぜんとして漏もらすと、蘭は「あんたがリリーを刺し激げきするからでしょ！　そのせいでこんな孤こ島とうに……!!」と声を張り上げる。


「いやいや、『南の島で新たな百合王国を築く』って言ったの、創だし！」


「それであたしがあんたとふたりきりで南の島へ来てれば世話ないわよ!!」


「……そう、ふたりきりで孤島に来ちゃったんだよね……」


　創とミサが共同開発したヘブンゴーランドは着地の際に壊こわれており、ぼくらはこの島から脱だつ出しゆつする方法を失っていた。


　……ぼくと蘭は、完全に現代社会から切り離はなされ、たったふたりきりでの生活を始めることになったのだ。そう……ふたりきりで……。


　そんなことを考えながら横目で蘭を見ると、彼女はピクッと肩かたを震ふるわせる。


「丈途、今あたしで変な妄想したでしょ!?　ふたりきりだからって劣れつ情じようをもよおして襲おそってきたら……小指の先から少しずつトリミングして、最終的にデリートするわよ!!」


「恐こわっっ……襲わないよ!!」


　ぼくが声を上げると、蘭はため息をついて自分の体を見つめる。


「それはそうと……着地のとき、体中が砂まみれになったわね。どこかで水浴びできないかしら？」


　彼女はそう言うと服をはたき、椰や子しやガジュマルといった亜熱帯特有の木々が茂しげる密林を眺めた。





　──バサアッ、ピチャピチャ……。


　──バサアッ…………。


　密林を三十分ほど歩いて湖を見つけた蘭は、その場ですぐに水浴びを始める。


　ぼくはと言えば、蘭に背を向けて見張りをしていた。どんな動物が住んでいるかわからないためだが──。


「……ぼくも水浴びしたいなぁ……」


　着地の影えい響きようで体中が砂まみれな上に、歩いて汗あせをかいたせいで服の着き心ごこ地ちは最悪だった。できれば、今すぐにでも湖へ飛びこみたい……。


「ねぇ蘭。今、どこら辺を洗ってるの？」


「今は髪かみを終わって、太ふと股ももの辺りを──」


　そこまで言って、蘭の声が止まる。


「あんた……劣情をもよおしたらトリミングするって言ったのに、なに即そつ行こうでセクハラしてんのよ!!」


　──ガンッッ!!


　怒ど鳴なり声とともに、蘭がこちらの頭を思いっきり叩たたいてくる。


「痛っ……」と漏らしながらも、ぼくはふと大事なことに気づいてしまった。


　……全ぜん裸らで水浴びしていた蘭は今、ぼくの真後ろに立っている。ということは振ふり返れば一糸まとわぬ蘭がいるわけで──。


「振り返ったら、あんたの両目にあたしの指をインストールするわよ」


　あまりに淡たん々たんと言われたその台詞せりふを聞き、ぼくの背筋が凍こおる。


「い……いいから早く体を洗ってくれよ!!」


　ぼくが叫ぶと、蘭は渋しぶ々しぶ水浴びを再開した。


　またしても手持ちぶさたになったぼくは、辺りを見回して時間を潰つぶす。


　そのとき、キラリと光る物体を見つける。近くへ行って拾うと……それは小さな手鏡だった。蘭が落とした物だろう。


「あとで蘭に渡わたさないとな……」


　そう言いながら鏡を見つめると……ぼくの後ろで水浴びする全裸の蘭が映る！


　──これはっっ……!!
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　ぼくは激しく高鳴る胸を押さえつつ、鏡を凝ぎよう視しする。


　ちょうど陽を背にしていたため光が照り返って見づらいが……ふっくらと女性的に盛り上がった胸。色っぽい腰こしのくびれ。すらりと伸のびた足……。鏡には、百ひやく戦せん錬れん磨まの〝お姉さま〟らしい情じよう欲よく的な肢し体たいが映し出されていた。


「っ……光が邪魔だな。もうちょっと動けば乳ち首くびもハッキリ見えて……」


「……なんかまぶしいわね──って、丈途!?」


　こちらに気づいた蘭が、慌あわてたように叫ぶ。


　次いで怒いかりで顔を真っ赤に染めてこちらへダッシュしてくると、ぼくの首を両りよう腕うででがっちり締しめ上げた。


「うごぉぉ……ぐ、ぐるじぃ……!!」


　口から泡あわを吹ふきながら言うも、蘭は「デリートしてデリートしてデリートし尽くして……ログも残らないようにしてやるわ！」とぼくを締め上げ続ける。


　だが僥ぎよう倖こうと言うべきか……そのおかげで、モロ出し状態の蘭の胸が後頭部へ当たっていた。ツンと立った乳首はぼくの頭に押されて柔やわらかな胸の内へ沈しずんでおり、その胸は後頭部に押し当たったまま左右へ揺れている。それはさながら、胸で頭をマッサージされているかのようだった。


　……意識が落ちそう……でも幸せ……!!


　そしてぼくは至福の笑えみを浮かべつつ……力なく、その場に倒れた。





　……夜になって目覚めたぼくは、蘭から「あたしの裸はだかを見るわ胸を愉たのしむわ……あんたひとりで食事探してきなさい！」といきなり怒鳴られる。


　……だが水浴びをのぞいた後ろめたさもあり……ぼくは黙だまって彼女に従うことにした。


　密林の中を歩いて椰子の実やパパイアを調達し、それを蘭と食べて腹を膨ふくらませる。


「ふぅ……食べたら少し落ち着いたわね」


　蘭は満天の星を見上げながら漏らす。


　閃学園は山の中にあるので星空はかなり綺き麗れいだ。しかし人工の光が一いつ切さいないこの孤島では星の輝かがやきが段だん違ちがいで、普ふ段だんは見えないような小さな星でさえよく見え……夜空はさながら星の海となっていた。


「綺麗だね……」


　ぼくが知らず漏らすと、「そうね……」と隣となりで蘭がつぶやく。


　……………………………………………………………………………………………………。


「あ、あんたといい雰ふん囲い気きになってるわけじゃないんだからね！　このままベッドインだなんて妄もう想そうしたら、今度こそデリートするわよ!!」


　蘭が、急に顔を赤らめて叫ぶ。


「いや……さすがにぼくも水浴びで満腹……じゃなくて、こりたから……」


　相変わらずの蘭へ言葉を返すと、ぼくは辺りに落ちていた大きな葉っぱで即そつ興きようのシートを作り、寝ね転ころがる。


　蘭も同じくシートを作ると、その場に寝転がって黙りこんでしまい……ぼくらは眠ねむりの淵ふちへと落ちていった………………………………………………………………………………。


　真夜中、ふと、ぼくは気配を感じて目を覚ます。


　まどろみの中で寝ね返がえりを打つと、蘭が目を開けて空を眺ながめているのが見えた。


「……まだ起きてたの？」


「そうね……なんとなく考えることが多くて」


「……蘭のハーレム問題、まだ解決してないもんね」


「うん……でも、皮肉ね。こうやって無人島に飛ばされて……少しだけほっとしてるの」


　彼女は自じ嘲ちよう気味に笑うと、「だって閃学園にいたらゆっくり考えるひまもないじゃない」とつぶやく。


　……蘭、リリーのせいでとことん追いつめられてたんだな……。


　ぼくが声をかけようとしたそのとき、突とつ如じよ「ガサッ！」と近くで木の葉が鳴る。


「きゃっっ!!」


　驚おどろいた蘭は、反射的にこちらへ抱だきついてきた。


　腕うでに当たる胸の膨らみと、なめらかな手の感かん触しよく……。


「ら……蘭!?」


　焦あせって漏らすと、蘭は「男なんだから、あたしを守りなさいよ！」と震えながら喋しやべる。


「守るって……」


　言いながら辺りへ目配せし、耳をこらす。


　──サラサラサラ。


　──サラサラサラ。


　……だが、聞こえてくるのは潮風に揺れる木の葉の音だけだった。


「……突とつ風ぷうでも吹いたのかな？」


　こちらの腕に抱きつく蘭へ、そっとつぶやく。


　すると彼女は「そ、そう？」と困こん惑わく気味に喋り、一度周りを見回してその場に座った。


　……静せい寂じやくが辺りに戻もどる中、ぼくは座っている蘭へ合わせるようにして膝ひざを抱かかえる。


「ねぇ……丈途」


「……ん？」


「あたし……やっぱりハーレムをあきらめた方がいいのかしら？」


「それは……」


　ぼくは言いながら考えこんでしまった。


　……ハーレムをやめたところで、リリーの思おも惑わく通りになるだけだ。しかしここまで追いつめられている蘭を見て、簡単に答えるわけにもいかないし……。


「……蘭は、なんでハーレムにこだわるの？」


　ぼくはここにきて、やっと一番重要な問いをした気がした。


　蘭もまたその問いを大切なことだと思ったのか、その場でしばらく考えこむ。


「……そりゃ〝ハーレム〟って言うと軽く聞こえちゃう人もいるだろうけど……あたしの中でハーレムは、重い決断なの。あたしはすべての妹を愛してるわ。そのすべての妹をあたしの手で幸せにしたい……幸せにするの。あのリリーだって……幸せにしたい」


　消え入りそうな声で、蘭は最後の台詞を言った。


「みんなを幸せにするだなんて、無理のある話よね……。それはわかってるの。でも、あたしはそうしたいの」


　切実な声で蘭はそうつぶやく。


　……あのリリーさえも含ふくめて〝みんな〟を幸せにしたい。その言葉を聞き、ぼくは蘭の愛の深さと広さを知った。今までぼくは〝ポルノ作家〟としてハーレムに賛同していたが──。


「ごめん。ぼく、軽い気持で蘭のハーレムを応おう援えんしてたのかもしれない。蘭がここまで考えてたなんて……」


「……馬ば鹿かね、なに謝ってるのよ。応援してくれるだけで嬉うれしいわ。……特に、今は妹たちですらハーレムに反対してるんだからね」


　学園の喧けん噪そうから離れて、ふたりきりになったせいだろうか。今日の蘭は普段より素す直なおで……ぼくと彼女の距きよ離りが、縮まった気がした。


　……いつもこれくらい素直だったらいいのに……。


　そう思いながら、ぼくの腕に抱きついたままうつむいている蘭を眺める。


　今の彼女は、普段学園で見ている〝百ゆ合りのお姉さま〟ではなく……歳とし相応の、〝少女〟だった。


　──ドキッ。


　不意に、胸が高鳴る。


　……よく考えたら、凄すごい状じよう況きようだよな。無人島でふたりきりの夜を過ごして、腕に抱きつかれて……。


　緊きん張ちようでのどが一気に干ひ上あがる。


　……まさかこのまま、蘭が「丈途……妹たちを幸せにする前に、まずあなたを幸せにしたいわ」だなんて熱っぽくキスしてきて、百合の花はな園ぞので培つちかった淫いん靡びに蠢うごめく指技でぼくの股こ間かんをそっとなぞり、「うふふっ……撫なでただけで硬かたくして」と色っぽく笑うと、次いでこちらのズボンをおろしてパンツ越ごしに股間をくわえ、熱い唾だ液えきとぬめった舌で蜜みつ壺つぼのような快楽を与あたえてきて──。


　──ゴクリ。


　思わず、生なま唾つばを呑のんでしまった。


　ぼくは緊張しながらも、妄想の続きを現実で始めるかのように手を開く。そしてその手を蘭の手へ重ね合わせ──。


「あたし、〝お姉さま〟としてなにが駄だ目めだったんだろう……」


　ふと蘭のつぶやきが聞こえ、ぼくの手が止まる。


「ねぇ……丈途。あたしの相談、聞いて？」


　そう言って、彼女はぼくを真っ直すぐ見つめてきた。いつものツンツンした蘭でない、ひとりの少女としての純じゆん粋すいな眼まな指ざし……。


　……かつて蘭が、ここまで真しん摯しにぼくを頼たよったことがあっただろうか……。


　そう思うと、さきほどまでの妄想が一気に消し飛んだ。


　そして、さきほどとは違ちがった意味でぼくは衝しよう動どう的に腕を伸ばし……蘭の手を強く握にぎりしめる。


「ぼくでよければ、どんどん相談してくれ！」


「うん……ありがとう」


　蘭はそう言って目を伏ふせる。……心なしか、月明りに照らされた彼女の頰ほおは、薄うすく染まっている気がした。


　……そこから、ぼくと蘭の話が始まる。


〝お姉さま〟としての蘭はどうだったのか。蘭のハーレムは本当に続けられないのか。そして、蘭がどれだけ妹たちのことを想おもっているか……。


　一晩中語り明かし、ぼくたちはひとつの決断をする。


　それは、蘭のハーレムの〝結末〟だ……。


　彼女が人生を賭かけてきたハーレムの結末……その決断をぼくらふたりで下したとき、朝あさ陽ひが昇のぼり始めた。





「──あたしの予想が正しければ……もうそろそろ助けが来るわね」


「そっか、よかった……」


　──徹てつ夜やで話し合ったぼくらは、陽が昇るとすぐに海岸へ向かいヘブンゴーランドを調べた。ソフトウェア専門の蘭だが、ハードウェアも多少はわかるらしい。


　彼女がヘブンゴーランドを解かい析せきした結果、創やミサはこちらの位置を探知できていることがわかったのだ。


「……ふん。スケベなあんたは、もうちょっと南の島で愉しみたかったんじゃないの？」


　蘭はいつもの憎にくまれ口を叩たたきながらも、妙みように優やさしい顔で笑ってこちらを見る。


　……昨日の一件から、彼女とぼくは急速に仲を深めていた。


　ぼくもまた、笑って彼女を見返す。


「また鏡でのぞいたら、次は本気でデリートされそうだからいいよ」


「あ……当り前でしょ!!」


　──ゴンッッ！


　蘭は顔を真っ赤にすると、ぼくの頭を思いっきり殴なぐってきた。


「い……痛いなぁ！　冗じよう談だんだったのに!!」


「どこが冗談なのよ!?　あんた本気でのぞいてたじゃない!!」


「いや、あれはその……偶ぐう然ぜん鏡が落ちてたから、出来心で……」


「言訳にもなってない!!」


　──ゴンッッ!!


　彼女はもう一度ぼくの頭を殴ると、「まったくもう……」と大きなため息をつく。


「でも……丈途のおかげで、ハーレムに決着をつける覚かく悟ごができたわ。ありがとう」


「うん……でも、本当にいいの？　蘭が大事にしてたハーレムの結末が──」


　言いかけたぼくへ、蘭は言葉を止めるようにして首を横へ振ふる。


「もう、決めたことなの」


　彼女はそう言って吹ふっ切れたように微笑ほほえむと、地平線を眺める。視線の先に、学園にいる妹たちを見るようにして……。


　……愚ぐ問もんだったな。蘭はもう、決めたんだ。


　蘭の覚悟を悟さとったぼくは、彼女と同じく地平線を見つめる。


　すると……空の向こうに、小さな〝点〟が見えた。それは段々とこちらへ近づき──。


「ポ～ル～ノ～作～家～く～ん!!」


　目に映った飛行機から、スピーカーで増ぞう幅ふくされた創の嬉しそうな声が聞こえてきた。





　──創のおかげで無事に学園へ戻ったぼくらは、蘭のハーレムに決着をつけるためすぐに行動を開始した。


　リリーへ連れん絡らくを取って閃学園に来てもらい、学園にいる十人近い妹たちも集めた。


　──そして今、すべての妹たちが学園の裏山に集つどう。


「──お姉さま、ハーレムの結末を伝えるって……どういうことですか？」


「──やっぱりハーレムをあきらめてくださるんですか？」


「──でも……そうしたら、今日、私たちの中から誰だれかひとりを選ぶってことですか？」


　裏山にある広場で、妹たちは蘭へ向けて矢や継つぎ早ばやに質問をする。


　だが蘭は黙だまって妹たちを見つめるだけで、なにも言わない……。


　そんな中、セーラー服を着たポニーテールの少女が一歩前へ出る。蘭よりも少し背が低い女の子……リリーだ。


「うふふっ……お姉さま、やっとあたしの愛を受け入れてくださるんですね」


　自信満々にそう言ったリリーは、左手の小指にはめたオモチャの指輪を掲かかげてみせる。


「あなたの気持はよくわかったわ……いえ、わかってたのに逃にげてたのね」


　蘭は、リリーのことを真摯に見つめて漏もらす。


「──まさかお姉さま、ハーレムをやめてリリーさんを選ぶんですか!?」


「──そんな……リリーさんは私の味方だと思ってたのに……」


「──あのメス豚ぶた、裏切り者だったのね。いいわ……相応の処分をしてあげなきゃ」


　蘭とリリーの会話を聞き、妹たちが殺気立つ。そして妹たちは教室での戦争よろしく武器を構えたが──。


「待ちなさい！」


　……蘭の張り上げた声を聞き、動きが止まる。


「……ちゃんとあたしの話を聞いて。ここしばらくハーレムが崩ほう壊かいして……あたし、自分を見つめ直したの」


　蘭はひとつひとつ確かめるようにして、静かに喋しやべり始める。


「あたしはすべての妹を愛してるわ。そのすべての妹をあたしの手で幸せにしたかった……でも、みんなは本当の意味で〝幸せ〟じゃなかったのね？」


　彼女の問いに、妹たちは申し訳なさそうに顔を伏せた。


　……大好きな〝お姉さま〟の考えを真っ向から否定したくない。だが蘭を好きであるがゆえにハーレムも認めたくない……。そういう想いからだろう。


　妹たちの想いを受け取るようにして、蘭は深々と頷うなずいた。


「あなたたちの気持は充じゆう分ぶんわかったわ。だからあたしは、お姉さまとして責任を取らなきゃいけないと思うの」


「「責任……？」」


　妹たちが、不安げに声を合わせる。〝責任を取る〟という言葉の重さ……それはすなわち、蘭が自身のハーレム問題に対してなんらかの償つぐないをするということだった。


「──お姉さま、責任を取るって……なにをするつもりなんですか!?」


「──まさか学校を辞やめるとか、遠くへ行っちゃうとかだったら……嫌いやですよ!?」


「──それとも……もう恋こいはしないとか……」


　うろたえて喋る妹たちへ、蘭は決然とした眼指を向ける。


「みんなをまとめる〝お姉さま〟だからこそ、責任は取るわ！　だから、あたしは……」


　蘭はそこで言葉を切るようにして瞳ひとみを閉じる。


　……様々な想いが胸を駆かけ巡めぐっているのだろう。妹たちと過ごした日々。リリーが現れてからのハーレム崩壊。そして、ぼくと一晩中語り明かしたときのこと……。


　蘭はたくさんの思い出を呑みこむようにして、大きく息を吸った。そして──。


「あたし……みんなと結けつ婚こんする!!」


　……………………………………………………………………………………………………。


「「け、結婚んんん!?」」


　十人近い妹たちが、声を合わせて驚おどろく。


　──そう。ぼくと蘭が話し合った末の結論……それが〝結婚〟だ。今回のハーレム騒そう動どうは、極論すれば〝蘭の愛情を巡っての戦い〟だった。蘭がいくら口で「妹すべてを愛している」と言っても、妹たちにその想いは通じていなかったのだ。ゆえに蘭は、「すべての妹に対して本気の愛情を注いでいる証明」をする必要があった。そしてその証明こそが〝結婚〟なのだ！


「──物理的に無理じゃないの!?」


「──いえ、きっとこれは法律なんて無視した……心と心の結婚ですわ」


「──お姉さまと結婚……お姉さまと結婚……ふふっ……うふふっ」


　蘭の結婚宣言に、妹たちは様々な反応を見せる。開いた口がふさがらない者。戸と惑まどっている者。〝結婚〟という言葉で夢の世界へ入った者……。


「──お姉さま、ふざけるのもたいがいにしてください!!」


　リリーが、怒いかりも露あらわにポニーテールを揺ゆらして叫さけぶ。


「〝結婚〟だなんて言葉でごまかして……そんなの、今までのハーレムとなにも変わらないじゃないですか!!」


「リリー……あたしはごまかしてないし、今までと同じにするつもりもないわ。結婚って、相手を〝一生幸せにする約束〟なのよ。今までみたいなただの恋れん愛あいで終わらせるつもりはないわ」


　蘭は静かにリリーを見つめると、その愛を溢あふれさせるようにして喋り始める。


「学園を卒業したら、みんなで一いつ緒しよに暮らしましょう。みんなが好きなことをできるよう、あたしが一いつ所しよ懸けん命めいに稼かせぐわ。たまには料理だって作るし……病気になったらつきっきりで看病する。これから一生、喜びも悲しみもともにして生きましょう」


　蘭の誠実なプロポーズを聞き、妹たちが息を呑む。


　そして、彼女の言葉通りの生活を想像するようにして黙りこんだ………………………。


　だがいきなりの結婚宣言ゆえか、あと一歩を踏ふみ出す妹がいない。


　──そろそろだ。


　妹たちの様子を見たぼくは、次の手を打つべきタイミングだと悟り腕をあげて合図を送る。その手とは──。


「──吹音はお姉さまのことが好き！　だからお姉さまと結婚する!!」


　突とつ如じよ、近くの森から声が響ひびく。


　目を向けると……ウェディングドレス姿の鳴唐さんがいた！


「──吹音さん、ちょっと待ちなさい！　私だってお姉さまと結婚するわ!!」


　次いで森の中から、鳴唐さんと同じくウェディングドレスを着た謡江が現れる。


　……これこそが次の手。結婚に尻しり込ごみする妹たちへ発破をかけるための、偽にせプロポーズなのだ！


　追つい撃げきの手を緩ゆるめないかのように、ウェディングドレスを着た少女たちが森の中から次々と出てくる。


「──ミサは謡江さんと結婚できるなら、なんでもいいニャ～！」


　ミサが微び妙みように的外れなことを言い、ドレス姿のまま駆けて謡江に抱だきつく。


「──結婚結婚～！　みんな、ボクと結婚したら一緒に世界征せい服ふくしよ～!!」


　創が大きめのドレスを着て、裾すそを引きずりながらはしゃぐ。


「──まったく……なんで私までこんな恰かつ好こうを……」


　来夏は腕うで組ぐみをして、まるで花はな嫁よめらしくない態度で愚ぐ痴ちっていた。


「──わ、わたし、もうひとりの体じゃないんですね……」


　愛見が恥はずかしそうに眼鏡めがねの位置を直しながら、自分のドレスを見つめる。


　……そしてみんなが出そろったところで、鳴唐さんは蘭の妹たちをじっと見み据すえた。


「お、お姉さま。えと……結婚する勇気もないこんな偽妹たちは放っておいて、吹音たちと挙式しましょ。ふふんっ！」


　ぼくが事前に伝えていた挑ちよう発はつの台詞せりふを、懸けん命めいに言う鳴唐さん……。


　……でも、これじゃ憎にくたらしいっていうより、かわいらしいな。


　ぼくが内心微笑んでいると、鳴唐さんの台詞を聞いた妹たちが震ふるえ始める。


「……偽妹ですって？　ちょっと待ちなさいよ……この新参者!!」


　妹のひとりが耐たえかねたように声を荒あらげ、怒ど濤とうの勢いで喋り始めた。


「昨日今日でお姉さまの妹になったような奴やつに、なにがわかるっていうのよ!?　あんたたちがお姉さまと結婚だなんて十年早いわ！　結婚は……そう、結婚は……私がするの!!」


　魂たましいから叫ぶようにして言われた最後の台詞を聞き、他ほかの妹たちも次々と声を上げる。


「──そうよ、新参者に結婚だなんて百億年早いわ！　私もお姉さまと結婚する!!」


「──わ、私だって結婚するわ！　あんなに素す敵てきなプロポーズをされて、お姉さまの愛の深さを知って……結婚しないわけないじゃない!!」


「──結婚したら、お姉さまの食事は私が毎日作ります！　私の栄養でお姉さまが形作られてゆくんです!!」


　蘭のプロポーズに心を打たれ、鳴唐さんたちの挑発で背中を押された妹たちは、次々と結婚を受け入れ始める。


　だがその中で……ひとり不満げに顔を歪ゆがめている妹がいた。……リリーだ。


「……あたしの攻こう撃げきは、これで終わりじゃありませんわ。また準備を整えて、いずれ再びお姉さまの前に現れます」


　それだけ言うと、リリーはその場を去ろうとする。


　そんな彼女を見て、蘭が「ちょっと待ちなさい！」と声を張った。


「……今さらなんですか？　結局……今回もお姉さまはあたしのものにならなかった」


「確かに今さらね……。今さらだけど、あなたのプロポーズ……オーケーさせて」


「あたしのプロポーズって……」


　そう言って、リリーは戸惑ったように蘭を見つめる。


　すると蘭は、自分の左手を掲げてみせた。小指にはめられた、オモチャの指輪を見せるようにして……。


「お姉さま、それ……持っていてくれたんですか？」


「当り前じゃない。リリー……二年前のプロポーズ、あたしに覚かく悟ごが足りなくて断って……ごめんなさい。あたし、あなたがくれたこの指輪で、あなたと結婚したいの」


「お姉さま……」


　そう漏らしたリリーは、急に顔をくしゃっと歪めると、瞳を潤うるませる。


「お姉さま……ず、ずるいです……。そんなこと言われたら……あたしが断れるはずないのに……。う、うぅ……」


　そのままリリーは蘭のもとへ一直線に駆けると、「うえぇぇん……！」と泣き始めてしまった。


　二年もの間たまりにたまっていた蘭への想おもいをぶつけるようにして、リリーの号ごう泣きゆうは止まらない。


　今回のハーレム騒動でリリーの気持がわかったのか、妹たちも瞳を潤ませてその様子を眺ながめていた。


　──恋愛進路指導、成功だ！


　ぼくは幸せそうに妹たちを眺める蘭を見て、心からの祝福を贈おくるように笑えみを浮うかべた。





　　　六




「「──結婚おめでとう～!!」」


　ぼくらは声を合わせ、ウェディングドレス姿になった蘭たちへ祝福の言葉を贈る。


　結婚式をやる教会は、恋愛進路指導が終わったあと妹たちが一日で急造した。


　学園の裏山に造られており、放課後に学園生たちが式へ参列した。


　教会の中は百ゆ合りの花で埋うめ尽つくされており、ステンドグラスも百合柄がらという徹てつ底ていぶりだ。


　辺りには鳴唐さんのクラリネットと謡江の歌が流れている。


　蘭が「結婚式の音楽は絶対に吹音ちゃん！」とオーダーしたからだ。


　そんな中、いつもの黒マントを着たミサが教会の壇だん上じように立ち、同じく壇上にいた蘭と妹たちを見つめる。


「これより、結婚の誓ちかいを始めるニャ。ご参列のみなさんは、魔ま王おうの導きによって結ばれた彼女たちに気高きジェラシーを贈って欲しいニャ」


　……なんてブラックな祝福だ……。


　ミサの言葉を聞いて、ぼくは頰ほおをひくつかせる。


「おぉ……万ばん物ぶつを司つかさどる魔王よ。結婚という盟約を交かわす少女たちに、悪あく魔まの加護を……」


　ミサがそう言うと、式を手伝ってくれている女子生徒が指輪を運んでくる。


　蘭と妹たちの指輪。互たがいに指輪をはめ合うために計二十個を超こえてしまった、「ハーレム婚こん」の象しよう徴ちようたる指輪……。


「蘭ちゃん、妹さんたち。みんなは呪のろわれたときも憑つかれたときも、互いに愛し敬い、ともに助け合って生きることを誓いますか？」


「「はい！」」


　蘭と妹たちの、晴れやかな返事。


　あのリリーさえも、今は恋こいする少女の顔で嬉うれしそうに返事をしていた。


「──まさかの結婚エンドだったね」


　ぼくの隣となりに座っていた律が、微笑ほほえみながら喋しやべる。


「でもこれこそが、『一周回ったようなアイデア』だ。丈途と蘭が創の発明でどこかへ飛んでいったときは心配したけど……逆によかったのかな」


「かもね……蘭とも打ち解けられたし」


　ぼくは言いながら、幸せそうに指輪の交こう換かんを始めている蘭を見つめる。


「──ほう……打ち解けた？　無人島で一晩なにをやってたんだか……」


　ぼくの後ろに座っていた来夏が、耳ざとく声を発する。


　……気のせいか睨にらまれている気配を感じ、ぼくは慌あわてて「へ、変なことなんてしてないよ！」と声を上げた。


「そうか？　万年発情期のお前のことだ……確実に水浴びはのぞいてるな」


　──ドキッ！


　鋭するどすぎる来夏の言葉に、心臓が跳はね上がる。


　ぼくは動どう揺ようを悟さとられないよう「あ、相手は百合の蘭だよ？　そんなことしたらデリートされちゃうよ……」とつぶやく。


「──あ～、ポルノ作家くんの心しん拍ぱく数すうが上がってるよ！　怪あやしい～!!」


　いつの間にかぼくの近くに来ていた創が、子犬のように抱きつきながら喋る。


「──た、丈途先せん輩ぱい……無人島でそんなはしたないことを……!?」


　前の席に座っていた愛見が、顔を真っ赤にしてこちらを振ふり返る。


「ち、違ちがうってば～!!」


　必死に否定するぼくへ、壇上にいたミサが「うるさいニャ！」と注意してきた。


「ご……ごめん」


「まったく……エロ丈途は困ったものニャ。でも、結けつ婚こんの儀ぎ式しきは終わったし……今からみんなでお祝いニャ！」


　ミサの言葉で、席に座っていた生徒たちが一いつ斉せいに立ち上がる。


　そして「ハーレム婚」というある意味での偉い業ぎようを成しとげた蘭たちを囲み、思い思いに祝福の言葉をかけ始めた。


「──ポルノ作家くん、ハーレムっていいね！」


　創はぼくに抱きついたまま、蘭を見て幸せそうな笑みを浮かべる。


「そうだね。みんながこうやって幸せになれるハーレムなら……大だい歓かん迎げいだね！」


「──そうニャ！　そもそも愛あい欲よくに溺おぼれることは魔ま界かいでも推すい奨しようされているニャ!!」


　ミサはうっとりした顔をすると、謡江を見つめて同意を求める。


「──私はハーレムに否定的だったけど……蘭さんみたいなハーレムなら、いいかもね」


　謡江は幸せそうに妹たちに囲まれている蘭を見て、どこかうらやましそうに言う。


「──そうですね。ハ、ハーレムってちょっとはしたない気もしてましたけど……蘭先輩のハーレムなら素敵です」


　愛見は眼鏡越ごしにあどけない瞳ひとみを潤ませ、蘭たちを見つめていた。


「……あそこまで幸せそうだと、このハーレムが醜みにくいのかどうかわからんな」


　来夏はなんとも言えない表情をしながらも、カメラのシャッターを切る瞬しゆん間かんだけわずかに微笑む。


「──『愛のささやきの方程式』もいらないくらいの、見事なプロポーズだったからねぇ。彼女たちはきっと、幸せになるよ」


　律が、どこか残念そうに「今回のハーレム問題は『みんなが蘭を好きすぎて起こったこと』だから……方程式を使うタイミングがなかったね」と漏もらす。


　……律、あの方程式を使って欲しかったんだ……。


　ぼくは苦にが笑わらいをしながらも、幸せそうにウェディングドレスを着ている蘭たちへ目を向けた。


　すると、結婚式の雰ふん囲い気きにあてられたのか、ぼくに抱だきついていた創が「ポルノ作家くんはいつハーレムを作るの？」と笑顔で聞いてくる。


「いや、いつって言われても……」


「「──作る気なの!?」」


　ぼくの周りに集まっていた女の子たちが、一斉に声を合わせる。


　そしていきなりこちらへつめ寄り、「お前のハーレムは醜くなりそうだな！」とか「丈途先輩のハーレムは、み、淫みだらそうです」とか「……丈途くん、ハーレムでエッチなことしながら私に歌わせるとか、考えてそう……」などと、まくし立てるように言われた。


　──うっ、みんなの反応が凄すごい……!!


　勢いに圧おされて腰こしが引けるも、みんな蘭の恋れん愛あい進路指導を見て「ハーレム」についての考え方が変わったのか、いつものような全否定のツッコミではない。


　……女子に囲まれてハーレムについて問いつめられているこの状じよう況きよう……よくよく考えると、ある意味でハーレムだ。


「おぉ……なんだか創作意い欲よくがわいてきたぞ!!」


　ぼくはメモ帳とペンを取り出すと、その場でポルノを書き始めた。












「──ラララ～あんっ♪　ルルル～うんっ♪」


　教会の中、謡江は制服姿でその美声を奏でながらぼくに股間を責められて喘ぐ。


「……ほら、やっぱり私にエッチなことしながら歌わせてる……はぁぁっ！」


　謡江は仕方なさそうに言いながらも、パンティーを熱く濡らして喘いでいた。濡れそぼって柔らかくなった蜜壺はこちらの手に吸いつくようにして波打っており、いとおしさすら感じるほど切実にぼくを欲している。


「んはぁっ……あぁ……ねぇ、早く挿れて。焦らさないで……くうっ!!」


　彼女は瞳を潤ませながら、淫らにおねだりを繰り返す。


　快楽に支配された歌姫……その姿が情欲をそそり、ぼくはさらに焦らした。


「──丈途先輩！　わたしにも、その……はしたないこと、してください」


　そばでぼくらを眺めていた愛見が、顔を真っ赤に染めつつ眼鏡の奥から物欲しげな瞳を向けて喋る。


　彼女は自ら制服を脱ぐと、淡い青色のブラジャーに包まれたその隠れ巨乳を見せた。ぼくは愛見の期待に応えるようにして片手を伸ばし、謡江と同時に愛撫を始める。


　早熟した愛見の胸は、しかし穢れを知らぬがゆえに戸惑いがちな揺れを見せ、少しずつ少しずつぼくにほぐされてゆく……。


「あんっ……先輩。な、なんだか不思議な気持ですぅ……んはぁぁ!!」


　そう言って彼女は自分の立った乳首を見ると、「な、なんてはしたない……んはっ！　ち、乳首がブラジャーに当たって感じちゃう……はぁんっ!!」と快楽の虜になっていった。


「──じゃあボクは、ポルノ作家くんを愛撫するよ～！」


　あっけらかんとした声で言った創が、ぼくのズボンを脱がせてパンツの上から股間へ手を這わせる。


「よいしょっ！　よいしょっ！」


　そんなかけ声で、彼女はその小さな手を蠢かせて愛撫していた。不器用だがそのせいで刺激が強く、硬くそそり勃った股間はわずかに先っぽから汁を出し始める。


「──ミルクはミサが舐めてあげるニャ」


　ミサは猫耳をピョコンと動かすと、すぐにかがんでパンツ越しに舌をチロチロと這わせた。ねっとりと淫乱な愛撫ではないが、小動物のような蠢きは斬新で、ぼくの股間から汁が溢れ始める。


　それを見たミサは股間の先だけ口に含むと、そこを集中的に舐め始めた。


「うっっ……そんなことされたら、みんなへの愛撫が止まっちゃうよ……!!」


　ぼくが弱音を吐くと、みんなは楽しそうに笑い……全員でぼくの股間を舐め始めた。












「──丈途くんのはーれむに、吹音だけいない……」


　原げん稿こうを書いている最中、不意に真後ろで声がする。


　慌てて顔を上げると、鳴唐さんがぼくの原稿を見つめて愕がく然ぜんとしていた。


「この間書いたはーれむポルノにも、今書いたはーれむポルノにも……吹音だけいない」


「……鳴唐さん？」


「やっぱり吹音だけ駄だ目め……吹音だけ全否定……うぅ……」


　彼女はそこまで言うと、瞳を潤うるませて教会を駆かけ出てしまった。


「えぇ!?　鳴唐さん!?」


　ぼくは焦あせって追おうとするも、式に参列した生徒たちにはばまれてうまく前へ進めない……。


「──なにやってんのよ馬ば鹿か！」


　──ゴンッ。


　いきなり後ろから頭を叩たたかれて振り返ると、そこにはウェディングドレスを着た蘭が立っていた。ハーレム婚こんの象しよう徴ちようたる、たくさんの指輪をつけた蘭……。


「まったく……丈途は人の世話ばっかりして、自分のことは全然駄目なんだから……」


「自分のことは全然駄目って……なにが？」


「はぁ……ほんとに気づいてないのねぇ……」


　蘭はため息をつくと、「今回は色々お世話になったから……特別に教えてあげるわ」とこちらを見み据すえる。


「吹音ちゃん、あんたのことでずっと悩なやんでるみたいよ。心当りくらいあるでしょ？」


　ぼくのこと……。そういえば、鳴唐さんはこの恋愛進路指導が始まってからずっとおかしかった。ハーレムのことであったり、ぼくが鳴唐さんでポルノを書けないことを悩んだり……。


「……その顔、どうやらやっと気づいたみたいね」


　蘭はわずかに微笑むと、ぼくの手を取る。


「あたしはあんたのおかげでこうやって幸せになったわ。あんたも……幸せになって」


「う、うん……」


「じゃあ、もうひとつご褒ほう美びをあげるわね」


「……ご褒美？」


　蘭は黙だまって頷うなずくと、そのまま考えるようにして唇くちびるに指先を当てる。


　そして唐とう突とつにその指先をこちらへ近づけ──ぼくの唇に、当てた。


「……え？　なっ……えぇぇ!?」


　突とつ然ぜんのことで、ぼくは言葉を失う。


　今蘭は、自分の唇に当てた指先をそのままぼくの唇に当てたわけで、それって、間接キス──。


「男は嫌きらいだけど、あんたは好きだわ。だからあんたの恋こい……応おう援えんしてあげる！」


　蘭はそう言うと、さっさと背を向けて遠のいていった。だがその途と中ちゆうで急に振り返ると、晴れやかな笑えみでブーケを高々と投げる。


　それは空中で鮮あざやかに一回転すると……蘭の感謝を表すようにして、優やさしくぼくの手元へ落ちてきた。




　エロ作家と「人生の転機」







　──そういえば蘭らん、あのときの間接キス──。


『だぁぁぁぁぁぁぁぁ!!　あんた、あのこと誰だれにも言ってないでしょうね!?』


　い、言ってないよ……。


『っていうか今すぐ忘れなさい！　忘れないならあたしが今からあんたの脳みそデリートしに行くわ!!』


　脳みそデリートしたら死んじゃうから!!


『くぅぅ……まさか男にあんなことするなんて……一生の不覚だったわ』


　……あの、話を元に戻もどしていいかな？　とにかくさ、ぼくは今海外にいるし鳴なる唐からさんは怒おこって電話を切っちゃうし……どうにかならない??


『……吹ふく音ねちゃん、本気で怒ってるのねぇ。う～ん……丈たけ途とも吹音ちゃんも〝芸術家〟だし……同じ芸術家の来らい夏かに相談してみたらどうかしら？』


　……なるほど。来夏だったらぼくらのすれ違ちがいを客観的に見られるかもしれないね。蘭、ありがとう！


　──プルルルルッ。


『──なんだ？　どうせ〝あの本〟のことで鳴唐と喧けん嘩かでもしたんだろ』


　鋭っっ！


『お前は本当に馬鹿だなぁ。普ふ段だんからエロいことばかり考えてエロが最高とか至上とか信じて疑わない腐くされ外げ道どうだから、鳴唐の気持がわからないんだぞ』


　そ、そんな……蘭より酷ひどい罵ば倒とうだな……。


『罵倒もしたくなるわ！　お前と鳴唐のために、みんなあの温泉街でどれだけがんばったと思ってるんだ!!』


　うっ……！　あのときはお世話になりました……。


『まったくだ。しかし、あれがお前に〝あの本〟を書かせるきっかけになったとしたら……まさに人生の転機だな』


　うん。本のことだけじゃないよ。閃ひらめき学園にとっても、ぼくと鳴唐さんにとっても……あの温泉街でのことは大きな転機だったんだ。


『そうだな……。あの温泉街で、色々なことに決着がついた。あれはすべての終わりで……始まりだったな──』




　未来を賭けた告白指導
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「……なんで吹ふく音ねだけ駄目なんだろう。なんで吹音だけ全否定なの……？」


　吹音はこぢんまりと整った寮りようの部屋で、そうひとりごちる。


　クラリネットも楽がく譜ふも今は部屋の隅すみへ追いやり、彼女は机の前に座って黄昏たそがれていた。


　──吹音は、「丈たけ途とが自分のポルノを書けない」ことで思い悩んでいたのだ。


「進路指導をがんばって丈途くんの力になろうとしたけど……やっぱり、進路指導をがんばればがんばるほど丈途くんが離はなれていく……」


　……思えば、出会った頃ころは丈途がいつも自分を助けてくれた。しかし今では自分が丈途の力になろうとがんばり、そして傷ついている……。


　胸をしめつけるような痛みが彼女をさいなみ、不安を広げてゆく。


　その不安になんとか耐たえるようにして、彼女は小さな手をギュッと握にぎりしめた。


　だが、正体もわからぬ不安や痛みに耐えるのは難しい……。


　吹音は自分を襲おそう痛みの名前すらわかっていなかったのだ。そう、それは……。


　──恋の切なさ。


「……はーれむは嫌いやだけど、そのはーれむにすら吹音がいないなんて……」


　そこまで喋しやべると、彼女は小さく「やっぱり……全否定だ」と絶望的な声で漏もらす。


　その絶望に誘さそわれるようにして、ギュッと握りしめていた手が開かれ……机き上じようにあったペンに伸のびた。


　そして震ふるえる指先でメモ帳へペンを走らせ───────────────────。








　ぼく──芥あくた川がわ丈途は、特別教室が集まった棟とうにある『進路委員会』の中にいた。パイプ椅い子すにダレた姿で座り、ここに集まっていた新聞同好会のメンバーを見み渡わたす。


「閃ひらめき新聞のおかげで学園生に舞まいこむ仕事が減ったし……進路委員会もずいぶん暇ひまになったね」


　その言葉を聞いて、部屋の奥にある机の前に座っていた愛まな見みが顔を上げる。


「そうですね……生徒が進路に悩んでいないことは喜ぶべきなんですが……」


　進路指導の天才たる彼女は、どこか寂さびしそうに「わたしはもう、閃学園に必要ないのかもしれませんね……」とつぶやく。


　その言葉を証明するようにして、普段は生徒の資料で山積みだった愛見の机が、今はすっきりとしていた。


　今日ここに集まっていた新聞同好会のメンバーもまた、特にやることがなく思い思いに時間を潰つぶしている……。


　……そういえば、鳴なる唐からさんはどうしたんだろ？


　ぼくは、なぜか進路委員会へ来なかった彼女のことを思い出す。


　……クラリネットの練習でもしてるのかな？


　ひとりで首をかしげていると、部長がこちらを見て「丈途さんも愛見さんも、甘いですわね」と厳しい声を出す。


「『生徒が新しい道を見つけられる学園作り』……それを成しとげるために立てたあたくしの計画は、まだ終わっておりませんわよ。それはつまり、この学園にはまだ〝問題〟があるということです」


「新しい学園……そういえば、部長の計画では『閃新聞による全世界へのアピール』の他ほかに、『進路指導機構の確立』ってあったけど……」


「そうですわ。閃新聞に関しては上々ですが……進路指導機構に関してはまだ不ふ充じゆう分ぶん。ゆえにあたくしと勝かつ代よさんは、しばらく出かけて計画を練っておりましたの」


　──そう。部長と勝代は、ぼくたちが蘭らんへ恋れん愛あい進路指導をしている間どこかへ行っていた。どこでなにをしていたのか話してくれないため、いまいち状じよう況きようがわからないが……。


「──部長の計画では、ここからの締しめが大切なの！　気を抜ぬくのはまだ早いわよ!!」


　今しがたまで窓辺でなにか確かく認にんしていた勝代が、急にこちらを向いてぼくらへエールを送る。


　次いで彼女が「ほら、そろそろ来るわよ！」と声を上げた刹せつ那な……いきなり、進路委員会の扉とびらが開いた。


「──俺の進路相談にのってください！」


「──わ、わたしも進路の相談に来たの！」


「──ぼくも、その、相談を……！」


　唐突に現れた相談者たちを、愛見は呆あつ気けにとられて眺ながめていた。


　しかし彼女は眼鏡めがねの位置を整えてすぐに気を取り直すと、「み、みなさん順番にどうぞ！」と机の上にノートを広げる。


「……はい、あなたは天才ガンマンとして『西部劇の保安官のような仕事に就つきたい』で、あなたは天才宗教家として『世界レベルの宗教を起こしたい』で……」


　愛見がみんなの希望を聞く中、ぼくはいまだに信じられない目でその光景を眺めていた。


「……なんで今になってこんなに生徒たちが来るの……？」


「──わかりませんか？」


　部長は不敵に笑うと、愛見の前に集まった生徒たちへ目を向ける。


「今までは仕事が多くて将来を考える余よ裕ゆうもありませんでしたが……閃新聞のアピールによって仕事量が調節され、進路について考える余裕ができたんですわ。なにせここは閃学園……卒業すればすぐに働けるだけの〝才能〟を持った生徒たちが集まってますもの」


「そうか……それで……」


　ぼくは言いながら呆ぼう然ぜんとして生徒たちを見つめる。


　すると愛見がこちらへ目を向け、「丈途先せん輩ぱい、いつも通り……協力をお願いします！」と律りち儀ぎに頭を下げてきた。


「わかった。今そっちへ行く──」


「駄だ目めですわ！」


　どういうわけか、部長の厳しい声が部屋の中に響ひびく。


「な……なんで？　今までだってそうやってきたじゃない」


「今までは仕方ありませんでしたが……『進路指導機構の確立』には、『愛見さんのひとり立ち』が必要不可欠です」


「どうしてさ？」


「愛見さんは下級生……いずれあたくしたちが卒業すれば、自分自身の力で進路委員会を回していかなくてはなりません。ひとり立ちは当然の条件ですわ」


「確かにそうだけど……」


「それに愛見さんには、進路委員会を〝委員会〟として永続的に回してゆけるだけのマニュアル作成もして頂きたいんですの。愛見さんが卒業したあとも閃学園生たちが困らないようにね……。そう考えると、今一番に進路指導をすべき人物は──」


「進路指導をすべき人物は……？」


「愛見さんです！」


　──ビシッ！


　部長はおしおき棒のようなノートを愛見へ向け、きっぱりと言い放つ。


「わ、わたしに進路指導ですか!?」


　言われた愛見は戸と惑まどっており、返す言葉がない……。


「愛見さん……いつまでも〝卒業指導〟しかできないようでは困りますわ。愛見さんだってそうでしょ？　ですから、〝卒業指導しかできない進路委員長〟というあなたの進路を……〝普ふ通つうに進路指導できる進路委員長〟へと変えます！」


「普通に進路指導できる進路委員長!?」


　部長の言葉を聞き、愛見が驚きよう愕がくの声を漏らす。


　……って、よく考えたらそれが普通なんだけどね……。


　ぼくが苦にが笑わらいをしていると、カメラをいじりながらこちらの話を聞いていた来らい夏かが口を開く。


「愛見への進路指導は賛成だな。だが……卒業指導しかできない愛見へ、どんな進路指導をするんだ？」


「それについては考えてありますわ。今回は……温泉街で〝進路指導合宿〟をします！」


「「進路指導合宿!?」」


　ぼくらは思わず声を合わせる。


　温泉で合宿……ということはみんな温泉に入るわけで、例えば部長が「丈途さぁん、あたくしの背中を流してくださるぅ～？」だなんて色っぽい声でささやいてきて、タオルで隠かくされた彼女の胸へぼくがつい手を伸ばすと、「んふっ……タオル越ごしにソープのヌルヌルが……はぁっ！」だなんて色っぽい声で喘あえいで、湯ゆ煙けむりの中で発情したかのようにこちらへ肉感的なお尻しりを突つき出してきて──。


「──部長、みんなの前でやる気!?」


「──あたくしがなにをやるんですか!?　なにを!!」


　──ビシイッッ!!


　部長は叫さけぶと同時に巨きよ大だいノートを床ゆかへ叩たたきつける。


　──やばい！　暴走した妄もう想そうの内容を知られたら……命がないかも!!


　ぼくは場をごまかすために、焦あせって咳せきこみ始める。


「──まったくこのド変態──」


　来夏がこちらを横目で見て仕方なさそうに言ったそのとき、彼女の声にかぶせるようにして蘭が「まったくもう……」とため息をつく。


「おおかた、〝温泉〟って聞いて湯煙エロでも考えてたんでしょ。無む尽じん蔵ぞうに増ぞう殖しよくするこのエロウイルスの話なんてまともに聞いてたら、こっちがクラッシュしちゃうわ。さっさと合宿の話に戻もどしましょう」


　いつも通りの罵ば倒とうに聞こえるが、さりげない助け船……。


　蘭から合宿の話を振ふられた部長は、「そ、そうですわね……」とぼくへの追つい及きゆうをやめた。


　蘭……あの間接キス以降、なんだかぼくに優やさしくなったな。そう……ハーレム婚こんの最後、自分の指を唇くちびるに当てて、その指をぼくの唇へ押し当ててきたあの間接キス以降……。


　そこまで考えて、ぼくは急に赤くなってしまった。


　……ま、まさかあの百ゆ合りお姉さまの蘭と間接キスするなんて……!!


　ひとりで悶もだえていると、来夏がそばで「……このド変態の妄想につき合わず、合宿の話を……」と小さく漏らす。


「……合宿の話？　それなら今、蘭が同じようなこと言ったけど??」


「わ、わかってるわこの腐くされハーレム男！　……まったく。助けようだなんて思った私が馬ば鹿かだった……!!」


　来夏は悔くやしそうに呻うめくと、そのまま黙だまりこんでしまった。


　……どうしたんだろう？


　ぼくが首をかしげていると、謡うた江えが考えるようにして部長を見つめる。


「そもそも、なんで温泉で進路指導の合宿なの？」


「理由はまだ言えませんが……〝温泉〟という場所が重要なのです」


「場所が重要って……」


　戸惑う謡江だったが、部長の言葉を肯こう定ていするようにして勝代が首を縦に振ったため、黙りこむ。


「──どうやらなにか事情があるみたいだね。僕としては、みんなと温泉合宿なんて初めてだし……かまわないけど？」


　部屋の端はしで数学書を読みふけっていた律りつが、ふっと顔を上げてそう言う。


　ぼくはさきほどの下心をなるべく隠して真面目まじめな顔を作ると、律の言葉にのっかるようにして口を開いた。


「確かに、温泉合宿なんて初めてだね。それに『新しい学園作り』に必要らしいし……行った方がいいと思うよ」


　すると、「新しい学園作りに必要」という言葉に反応したのか、みんなしばし考え……一様に頷うなずく。


　──やった！　今回は温泉合宿だ!!


「──みなさん賛成のようですわね。進路委員会を必要としている生徒は多いですが……『進路指導機構の確立』のため、まずは愛見さんへ進路指導をやりましょう！」


　部長が勢いよく声を上げる中、ぼくは黙ってガッツポーズを作っていた。





「──吹音ちゃんに早く合宿のことを伝えないとね！」


　進路委員会を出るや否いなや、蘭は嬉うれしそうに言って女子寮りようへと向かい始める。


「蘭……結けつ婚こんしたばかりなのに合宿へ行って、大だい丈じよう夫ぶなの？」


　ぼくが問うと、彼女は「合宿前にたぁっぷり妹たちをかわいがるから大丈夫よ」と笑えみを浮うかべる。


　……十人近い奥さん──というか妹たちと、たぁっぷり……。新しん婚こんだと凄すごく盛り上がって、大変なことになりそうだ……。


　ぼくが息を呑のんでいると、ちょうど女子寮の前に到とう着ちやくした。


　蘭がぼくらを残してさっさと中へ入ったため、みんなは外で鳴唐さんを待つことにした………………………………………………………………………………………………………。


「──みんな、大変よ！　吹音ちゃんが……吹音ちゃんが……!!」


　突とつ然ぜん、蘭が叫びながら女子寮から駆かけ出てくる。


　彼女はどういうわけか慌あわてており、息を切らしてこちらへ来た。


「みんな、この書き置きを見て！」


　そう言って蘭が差し出したメモ用紙には、ひと言、『さがさないでください』と書かれていた……。


「『さがさないでください』って……鳴唐さん、どこかへ行っちゃったの!?」


　ぼくが驚おどろいて声を上げると、蘭は「そうよ！　部屋はもぬけのからだったし、クラリネットもなかったし……」とうろたえて漏もらす。


「そんな……まさか、失しつ踪そう!?」


　ぼくが愕がく然ぜんとして漏らすと、みんなも啞あ然ぜんとして言葉を失う。


　その中で、なぜか来夏だけが妙みように居い心ごこ地ち悪そうに顔をそらした。


　……あっ。そういえば来夏も、進路指導のとき失踪してたな……。


　ぼくがふと思い出していると、蘭は怒いかりも露あらわにこちらへつめ寄ってくる。


「あたし、吹音ちゃんはあんたのことでずっと悩なやんでたって教えたでしょ!?　なにやってたのよ!!」


「ご、ごめん……。っていうか鳴唐さんの失踪って……ぼくが原因なの!?」


「他ほかに理由なんてないでしょ！　どれだけ鈍どん感かんなのよ!!」


　……蘭に言われて、ぼくは言葉につまる。


　鳴唐さんが恋れん愛あい進路指導のときに様子がおかしかったことは気づいていた。ハーレムのことや、ぼくが鳴唐さんでポルノを書けないことで悩んでいて……。


「っ……とにかく捜さなきゃ！」


　ぼくが駆け出そうとすると、部長が「どこを捜すんですか？」と呼び止める。


「ど、どこって言われても……。う～ん……みんなで捜せば、きっとなんとかなる──」


「──なに馬鹿なこと言ってるのよ！」


　蘭が、さきほどの怒りが収まらないようにして声を張る。


「あんたがひとりで吹音ちゃんを捜すの！　みんなで迎むかえに行ったって、問題の先のばしでしょ!!」


「先のばしって……」


「ひとりで迎えに行って、ちゃんと自分の気持を伝えなさい！　そうしない限り……あんた、吹音ちゃんを永遠に失うわよ!!」


「え、永遠に!?」


　ぼくがたじろぐと、蘭は「はぁ……こんなんだから、いつまでも吹音ちゃんを悩ませるのよねぇ……」とため息を漏らす。


　ぼくが黙りこむ中、部長はおしおき棒のような巨大ノートを広げて考えこんでいた。


「……合宿から丈途さんが抜ぬけるのは困りますわねぇ……あら？　もしかして合宿先は……ふむふむ……」


　彼女はひとしきり考えると、急に顔を上げて笑みを作り、こちらを見つめる。


「わかりました。今回の進路指導合宿、丈途さんは不参加でオーケーですわ。それと……吹音さんの行き先に心当りがあります」


「ほんと!?」


「えぇ、このメモに書かれている所へ行ってみてください」


　部長はそう言うとノートの一部を千ち切ぎってこちらへ渡わたす。


「──丈途先せん輩ぱい。吹音先輩に会って伝える気持って……」


　愛見はそこまで喋しやべると、言いづらそうにして口を閉じる。


　来夏や謡江もまた、口には出さないがどこか言いづらそうに目を伏ふせていた。


　……ぼくが鳴唐さんに伝える気持……。


　正直、鳴唐さんの失踪を知ったばかりで心の整理がついていない。


　だが……ぼくが原因で失踪したのなら、蘭の言う通りなにかを伝えなければいけないと思った。


「みんな……合宿に参加できなくてごめん。……鳴唐さんを捜してくるよ！」


　ぼくは声を張ると、そのまま勢いよく駆け始める。


　そんな中、念を押すようにして蘭の声が響ひびいてきた。


「あんた、いつもみたいに勢いでがんばっておしまい……じゃ駄だ目めよ！　ちゃんと吹音ちゃんのこと考えて、気持を伝えてきなさい!!」
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　……みんなとわかれてそのまま電車へ飛び乗ったぼくは、窓から流れる田園風景や古びた民家をじっと眺ながめていた。


　部長のメモには、鳴唐さんの地元にほど近い音楽教室の地図が記されている。彼女は幼い頃ころ、そこへ通っていたらしい。


　音楽教室に行けば鳴唐さんに会えるかもしれない……そう思うだけで胸が高鳴る。


　──ドクンッ。


　思えば、鳴唐さんとは近づいては離はなれ、近づいては離れを繰くり返していた……。その中でぼくは、一番大事なことを伝え損そこねていたのかもしれない。


　──ドクンッッ。


　ふと、昔ロボ吹音ちゃんの前で喋ったことを思い出した。


『──鳴唐さんのいいところは、誰だれよりも一いち途ずなところなんだ！　だから、ぼくはもうハーレムなんていらない！　鳴唐さんがいれば、鳴唐さんと一いつ緒しよにずっと一途で生きていけるんだ!!　だから、だからぼくと──』


　ぼくはそこまで言って、最後の言葉を喋れなかった。そんなぼくにロボ吹音ちゃんは『あの言葉の続き……いつか本物の鳴唐吹音さんに言ってあげてね』と言った。


　──ドクンッッッ！


　……今こそ、あの言葉の続きを言うときなのだろうか。


　ぼくはエロこそ得意だが、恋愛なんてわからない。経験だってほとんどない。だが、ぼくは今、なによりも──。


「鳴唐さんに会いたい……」


　そうつぶやいたとき、電車が目的の駅に停とまった。


　二時間ほど乗っていたと思うが……悩んでいると時間はあっという間に過ぎる。


　ここは小さな街だったが、駅前には飲食店や雑貨屋など一通りのお店が建ち並んでいた。


　駅前のロータリーに立ったぼくは、部長から受け取ったメモを頼たよりに歩き始める。


　そして十五分ほど歩くと、ビルの一階に『音楽教室』と書かれた看板が出ているのを見つけた。


「ここか……」


　ぼくはそう漏らしながら扉とびらの前に立つ。


　……ここに鳴唐さんがいる……。


　そう思うと、手が震ふるえて前に進めなかった。


　……進路指導をやる中でいろんな人を追いかけ、捜しに行ったりもした。だが今日のこれはまるで意味が違ちがう。ぼくは鳴唐さんの進路を心配して迎えに来たわけではない。ぼくが……彼女と離れてしまうのが嫌いやで、ここへ来た。


「……そうだ。ここでちゃんと気持を伝えないと、鳴唐さんを永遠に失うかもしれないんだ……」


　……そんなのは嫌だ。そんな結末は迎えたくない。そのためにも……。


「よし、行くぞ！」


　自分へ発破をかけるようにして声を張ると、一気に足を踏ふみ出す。


　──ウィィン。


　目の前の自動ドアが機械音を立てて開き始めた。


　そしてまず目に飛びこんできたのは……教室の奥に立つ少女。ショートヘアから跳はねるような寝ねぐせを立たせた、赤みがかった髪かみの子……。


　彼女はこちらに気づいておらず、自分より少し背の高いセーラー服の少女にクラリネットを教えていた。


「鳴唐さん……」


　ぼくがつい漏らすと、彼女は弾はじかれたように顔を上げる。


　そしてこちらを見るなり大きくその目を開けた。


「丈途くん……なんで……？」


　彼女は戸と惑まどったようにして漏らす。


　だが次いでわずかに頰ほおを染めると、「まさか来てくれるなんて……」と嬉うれしそうにつぶやいた。


『──いつもみたいに勢いでがんばっておしまい……じゃ駄目よ！　ちゃんと吹音ちゃんのこと考えて、気持を伝えてきなさい!!』


　念を押すようにして言われた蘭の台詞せりふを思い出す。


　……鳴唐さんのことを考えて、気持を伝える……。


　ぼくは蘭のアドバイスを胸に大きく息を吸う。


「鳴唐さん！　ぼく……ポルノ作家としてハーレムは好きだけど、ぼく自身は……その……鳴唐さんがいれば、ハーレムなんていらないと思ってるんだ！　だからもう、ハーレムのことで悩むのはやめてくれ!!」


「吹音がいれば……はーれむはいらない……？」


「そうさ！　それで、ぼくが鳴唐さんでポルノを書けないことだけど……その……」


　そこまで喋って、ぼくは言葉の続きに悩む。


　……ぼくはいまだに、どうして鳴唐さんでポルノを書けないのかわかっていない。でも……でもぼくは──。


「鳴唐さん、ポルノのことはしばらく待って欲しい。でもぼくが鳴唐さんでポルノを書けないのは、きみのことが嫌きらいだからじゃないんだ。むしろ逆で、その……きみのことを考えると、胸の奥が温かくなってくるっていうか──」


　唐とう突とつに、ぼくは自分が喋っていることの〝意味〟を考える。


　……鳴唐さんのことが嫌いじゃなくて、むしろその逆って……。


　──まるで告白じゃん!!


　思わず、自分の台詞に自分で突つっこんでしまった。


　鳴唐さんに会いたいという一念でここまで来たが……もちろん、鳴唐さんに対して特別な好意は持っているが……ここで告白だなんて──。


「……無理無理無理。心の準備なんてまるでしてないし無理！　ポルノでならキスしたあとに胸を揉もみながらさらっと告白台詞を入れるけど……リアルで告白とか無理だよ!!」


　ぼくは鳴唐さんに聞こえないよう小声でまくしたてる。


　そもそもぼくは、人生において〝告白〟などしたことがない。ぼくに言わせれば告白するくらいなら真夏のビーチを全ぜん裸らで疾しつ走そうした方が楽だ。盆ぼん踊おどりの会場で裸はだか踊りをした方が楽だ。そんなぼくが、心の準備をなにもせずに告白など……千パーセント無理だ!!


　ぼくがひとりで悶もだえる最中、鳴唐さんは首をかしげて言葉の続きを待ち続けていた。


　……………………………………………………………………………………………………。


「……吹音のことが嫌いじゃなくて、むしろ逆で??」


　──ビクンッ！


　鳴唐さんに話の続きをうながされ、知らず体がこわばる。


　緊きん張ちようで頭が真っ白になってしまい、手に嫌な汗あせが浮うき始めた。


　……れ、冷静に考えるんだぼく！　これは本当に告白すべき状じよう況きようなのか!?　告白っていうのは、スーツでビシッと決めて相手の家を訪ね、親おや御ごさんに土下座しながら「お嬢じようさんをください」って言うもので……って、それは結けつ婚こんだから!!


　もう、自分でもなにを考えているのかわからなくなってきた。


「と、とにかく、今告白したとして……」


　──もし振ふられたらどうしよう。


　そう思うと、急に恐こわくなってそれ以上動けなくなってしまった。


「……丈途くん、どうしたの？」


　いまだぼくの言葉を待ち続ける彼女の視線が刺ささる。


　その無む垢くな瞳ひとみが、その純真な声こわ音ねが、愛いとおしくてたまらない。


　だからこそ、振られたときのことを考えると……恐きよう怖ふで固まってしまう。


　……くっ。やっぱり告白は………………無理だ。


　自分の情けなさが恥はずかしくなり、うつむいて歯がみしてしまう。


　もう……これ以上彼女の前に立っていることすら辛つらい。


「っ……ぼくは……ぼくは……」


　そのとき、不意に音楽教室の扉が開いた音がする。


　大人数の足音がして、なにやら話しこんでいる声が聞こえてきた。


「──部長、温泉街で合宿じゃなかったの？」


「──あらあら、謡江さんはせっかちですわね。温泉へ行く前に少しだけ寄り道ですわ」


「──でも、なんで音楽教室なんかに……あれ!?」


　声の主は驚おどろいたようにして喋る。


　ぼくが振り返って見ると……そこに立っていたのはアイドル顔の少女だった。


「なんで謡江がここに!?」


　ぼくが啞あ然ぜんとしてドアの前を見ると、謡江だけでなく、進路指導合宿に参加するメンバー全員がここへ来ていた。


「ちょっ……部長、これってどういうこと!?」


　混乱したまま問いかけると、彼女はぼくと鳴唐さんを一いち瞥べつし「ふぅん……おおかたの予想通り、大事な台詞を言う直前でビビった……といったところですわねぇ」とつぶやく。


　──ギクッッ！


「あらあら、そんなに慌あわてた顔して……丈途さんはわかりやすいですわねぇ」


　部長は口に手を当てて「オホホッ」と笑うと、次いで不敵な笑えみを浮かべる。


「あたくしがこの音楽教室に来たのは他ほかでもありません……。ここに、今回の進路指導に関かかわる重要人物がいるんですの！」


　彼女はそう言うと、おしおき棒のようなノートで鳴唐さんの方を指す。


　……って、え？　鳴唐さんのこと??


　ぼくが目をしばたたかせて見直すと、部長のノートは鳴唐さんとは微び妙みようにずれた場所を指していた。鳴唐さんの、すぐ脇わきを……。


「──か、奏かなでちゃんじゃない!?」


　いきなり、愛見が鳴唐さんの脇に立つセーラー服の少女を見つめて驚く。


　セーラー服の少女もまた、そのボブカットを揺ゆらして「愛見ちゃんじゃない!?」と声を上げた。


　突とつ然ぜんのことでわけがわからなくなったぼくは、部長へ「どういうこと？」と問いかける。


「愛見さんの地元はここの隣となり街にある温泉街なんです。そして奏さんはその温泉街に住んでいて、かつ愛見さんの中学時代の同級生……。その繫つながりの中で、進路指導に活かしたいことがありましてね」


「えぇと……それってつまり、部長は最初からこの音楽教室へ来るつもりだったっていうこと？」


「はい」


　悪びれもせずに即そく答とうする部長……。


　──意地悪っっ！　部長、ここで合流するってわかってたのか!!


　ぼくが部長の腹黒さに震えていると、彼女は勝ち誇ほこったように微笑ほほえむ。


「あたくし、この進路指導のために勝代さんと入念な下調べをしてきたんですもの。ここにきて丈途さんを進路指導から外はずすわけありませんでしょ？」


「うぐっ……なんかずるい……！」


「──そんなこと言わないの！　私たち、愛見ちゃんがなんで〝卒業指導〟しかできなくなったのか調べるために、いろんな温泉宿を回って激しくリフレッシュしつつ、食べ歩くついでに聞きこみもバリバリがんばったのよ？」


　勝代が自分たちの努力をアピールするように、胸を張って言う。


　……温泉宿を回って激しくリフレッシュして食べ歩きって……ほぼ遊んでたんじゃん!!


　内心で猛もう烈れつに突っこむも、「愛見がなぜ〝卒業指導〟しかできなくなったのか調べた」という言葉が気になってしまう。


　その言葉に反応したのはぼくだけではなく、進路指導に来たみんなが愛見へと視線を集中させた。


「わたしは……その……昔奏ちゃんに……」


　愛見はそこまで言うと、奏と呼ばれた子へ目を向けて押し黙だまってしまう。


　……愛見が卒業指導しかできなくなった理由。なにか、奏と関係があるのだろうか。


　ぼくが考えこんでいると、蘭がそばへ来て鋭するどい声を出す。


「丈途。進路指導があるからって、吹音ちゃんのことをないがしろにしていいわけじゃないからね」


「わ、わかってるよ……」


　鳴唐さんのことと進路指導……今回は気にすべきことが二つもある。その両方をどうにかするなんて……ぼくにできるのだろうか。


　ひとりで戸惑っていると、鳴唐さんもまた戸惑ったようにしてこちらを見つめていた。


　……そうか。ぼくの話、途と中ちゆうで終わっちゃったから……。


　彼女は悩なやむようにしてその場に立ち尽つくしていたが、一いち縷るの望みを託たくすように顔を上げると「嫌いじゃない……か」と漏もらす。


　……鳴唐さん……。


　告白する勇気も決断もなく、勢いだけで中ちゆう途と半はん端ぱに話してしまった自分を怨うらむ。ぼくはまた、彼女を悩ませ続けるようなことをしてしまった……。


「……丈途くん」


　ふと、鳴唐さんが声を漏らす。


「な、なに？」


「迎むかえに来てくれてありがとう。でもね、ひとつだけ聞きたいことがあるの」


　彼女はそう言うと、勇気を振り絞しぼるようにしてこちらを真しん摯しに見つめる。


「ポルノって、丈途くんにとって大事なものなんでしょ？　なんで吹音で書けないの……？」


　……その問いは、あまりに根本的な指し摘てきに思えた。


　ポルノ小説はぼくにとってアイデンティティーも同然だ。そのポルノでなぜ鳴唐さんを書けないのか……。


　まずはその答を出さない限り、ぼくらの関係は前へ進まない気がした。





　　　三




　……九十畳じようほどある宴えん会かい場のステージから、陽気なクラリネットの音が流れている。大昔に流行はやったポップスらしいが、ぼくらの世代では知らない曲だ。ただ、陽気ながらもどこかノスタルジックな雰ふん囲い気きが伝わってきた。


「──奏ちゃん、今年もかわいいねぇ！」


「──去年の社員旅行から一年経たってるんだ。大人っぽくなったって言えよ！」


「──ほらほらみなさん、奏ちゃんの演奏の邪じや魔まよ」


　この宴会場は最大で七十名ほど入るらしいが、今は三十名ほどの団体客がいる程度だ。しかしステージでクラリネットを吹ふく奏は、ボブカットを揺らしつつ楽しそうにしていた。


　──ここは奏の親が経営する旅館だ。鳴唐さんのいた音楽教室から一駅離はなれた場所にあり、ぼくたちは旅館に着くなり浴衣ゆかたに着き替がえて宴会場へ集まっていた。


　ぼくは座ざ布ぶ団とんに座ったまま、ステージを見つめてぼんやりと口を開く。


「奏ちゃん……看板娘むすめってやつなのかな？」


　ぼくがそう漏らすと、愛見はどこかうかない顔で頷うなずく。


　……やっぱり、奏と昔なにかあったんだ。


　ぼくが考えこんでいると、部長が「あたくしから事情を話しましょうか？　それとも自分で話しますか？」と愛見へ目を向ける。


「……わたしから話します。部長がわたしへの進路指導で奏ちゃんに目をつけた理由、よくわかりますから……」


　愛見はそう言うと、ステージで楽しそうにクラリネットを吹いている奏へ目を向ける。


　……この旅館まで来る間、愛見と奏はほとんど会話をしなかった。中学時代の同級生と言うにはよそよそしい雰囲気だったが……。


　ぼくが言葉を待っていると、愛見は意を決したように口を開く。


「わたし……奏ちゃんの進路指導に失敗したんです」


「失敗？」


「はい。奏ちゃんにはクラリネットの才能があって、いくつか賞もとってるんです。それで中学三年のとき留学の話がきて、わたしが進路相談を受けて……」


「留学かぁ……。海外へ行くとなると、色々難しいね……」


「えぇ……でもわたしとしては、奏ちゃんの才能をさらに伸のばすために留学をすすめてたんです。ご両親も『それが奏のためになるなら』って覚かく悟ごを決めてて……。でも奏ちゃんは、『留学は親の負担になるし、この温泉街が好きだから』って地元に残ったんです」


　愛見の話を聞き、鳴唐さんが難しい顔をする。


　彼女は音楽教室で奏にクラリネットを教えていた。奏の才能は、鳴唐さんが一番よくわかっているのかもしれない。


「閃学園をすすめたりもしましたけど、あの子は『私は地元を選んで留学を断ったの。だから地元に残るわ』って言って……」


「そっか……よほどこの温泉街が好きなんだね」


「はい……。彼女のそういう気持、本物だと思います。でも……」


　そこまで言うと、愛見は鳴唐さんへと目を向ける。


「吹音先せん輩ぱい、わたしたちが中学を卒業する時期に、その……世界を救いましたよね。あれを見た奏ちゃんは、吹音先輩が通ってたっていう音楽教室へ行き始めたんです。彼女のそういう行動を見る限り……やっぱり、留学への未練はある気がするんですよね……」


「それでわざわざ隣街の音楽教室まで通ってたのか……」


　ぼくが納なつ得とくしたように頷くと、愛見は「今でも思うんです。わたしがあのとき留学を決意させていればって……」と消え入りそうな声で漏らす。


　……なんとなく、愛見が〝卒業指導〟にこだわっている理由がわかった。才能のために中学を飛び出して留学するのは難しい決断だ。しかしその一歩を踏ふみ出せなかったがゆえに今でも悩み続けている同級生がいれば……真面目まじめな愛見は、自分に責任を感じて強く後こう悔かいしているのだろう。その後悔が、卒業指導という極きよく端たんな方針に表れているのだ。


「──奏ちゃんは確かに才能あると思うよ。でもなにか違ちがうっていうか……」


　鳴唐さんは、ステージに立つ奏をじっと見つめて漏らす。


「うまく言えないけど、ただ才能があるだけじゃ駄だ目めだと思うの……」


　彼女はそのまま、答を探すようにして黙りこんでしまった。


　そのとき、奏の演奏が終わりお客さんたちが盛大な拍はく手しゆを始める。


　今までぼくらの話を黙って聞いていた部長は、それを機に立ち上がると「さて……愛見さんに対する進路指導のプランですが……」とぼくらの前へ来る。


「愛見さん……過去の失敗を乗り越こえて〝卒業指導〟へのこだわりをやめるため、〝今の奏さん〟へ進路指導をしてください！」


「今の奏ちゃんに……？」


　ぼくが問うと、部長は深々と頷く。


「そうですわ。過去の進路指導のやり直しをしたところで意味はありません。重要なのは、〝今の奏さん〟に対して進路指導をすることです」


「なるほど……」


　奏自身、今も迷いはあるようだ。それなら〝今の奏〟に進路指導をすべきだし……それが成功すれば、愛見もトラウマを払ふつ拭しよくできる。


「よし、愛見！　奏ちゃんへの進路指導をがんばろう──」


「わ……わたし……できません!!」


　彼女はいきなりそう叫さけぶと……突とつ然ぜん、宴会場を駆かけ出てしまった！


「え!?　愛見……ちょっと……」


　呆ぼう然ぜんとするぼくへ、部長が「やはり……簡単にはいきませんか」と困った顔を向ける。


　鳴唐さんもまた、ぼくを一度見つめると「吹音、ひとりで考えたいことがあるの」と切なげに目を伏ふせ、宴会場を出てしまった。


「な、鳴唐さんまで……」


「はぁ……まいりましたわねぇ。奏さんの才能はクラリネット……そう思えば、吹音さんはこの進路指導で重要なポジションにいるのに……」


　部長は困ったように口を曲げると、ふたりが出ていった襖ふすまへ目を向ける。


「愛見さんも吹音さんもあてにならないとは……先が暗いですわねぇ……」


　──愛見への進路指導プランは、〝今の奏〟へ進路指導をすること。


　──だが奏への進路指導で重要なポジションにいる鳴唐さんは……ぼくとまだぎこちなく、進路指導どころではなさそうだ。


　部長の言う通り……先は暗かった。





「──やっと温泉に入れるわねぇ～！　……吹音ちゃんがいないの、残念だけど……」


　浴衣姿の蘭が、旅館の廊ろう下かを歩きながらなんとも言えない表情で喋しやべる。


「──愛見さんもいませんわよ。でも……一度リフレッシュして、どう進路指導を成功させるか考え直す必要がありますわね」


　部長が浴衣の合間からその豊満な胸をのぞかせてつぶやく。


「──というか僕たち、『課外活動』として合宿してるわけだけど……いつまでここにいるんだい？」


　律が優ゆう雅がに浴衣の裾すそをはためかせて進みつつ問う。


「──愛見が立ち直って、進路指導が成功するまでだろ。あの様子じゃ時間がかかりそうだがな」


　スレンダーな体に浴衣がよく映はえている来夏は、ツンとして喋る。


「──愛見さんにはトラウマがあるみたいだし……ゆっくりやるしかないわね」


　謡江はその完かん璧ぺきボディーを浴衣で包み、心配そうに漏らす。


　そんな中、ぼくは立ち止まって思いつめたように声を上げた。


「みんな！　ぼく……温泉へ入る前に、ひとりでやりたいことがあるんだ」


「──なになに～？　ポルノ作家くん、女風ぶ呂ろをのぞくために発明でもするの??　だったら手伝うよ～！」


　大きめの浴衣を着て袖そでを垂らした創つくるが、こちらへ駆けてきて子犬のように抱だきつく。


「──丈途……のぞきなんてしたら、今度こそ呪じゆ殺さつするニャッッ……!!」


　浴衣姿でも相変わらずの猫ねこ耳みみなミサが、こちらへ飛びかかりそうな勢いでそう言った。


「違うよ！　その……ポルノの原げん稿こうをやろうと思ってさ」


　それを聞いて、律が残念そうに肩かたを落とす。


「……仕事なら仕方ないね。丈途と一いつ緒しよにお風ふ呂ろへ入れると思って、楽しみにしていたのに……」


「──二度風呂三度風呂をすればいいのよ！　私と部長なんて、下調べでこの街へ来てたとき十度風呂はしたもの!!」


　十度風呂しても飽あき足りなかったらしい勝代が、浴衣の裾を揺ゆらして元気に跳はねる。


「まぁ……とにかくそういうわけだから、ぼくは部屋に行くよ」


　妙みようにノリの悪いぼくを見て、みんなが首をかしげる。


　だが……ぼくはそのまま考えこむようにして口を閉とざし、宿しゆく泊はく場所になっている部屋へと向かった…………………………………………………………………………………………。


　ぼくが泊とまるのは六畳の和室で、律とのふたり部屋だ。バッグを漁あさって原げん稿こう用紙とペンを取り出し、机の前へ行って座布団に座る。


　窓から見える庭の木々はきちんと整えられており、『温泉まで執しつ筆ぴつ旅行へ来た』と言わんばかりの風ふ情ぜいがあった。執筆するには最高の環かん境きようだ。


「さて……まずは一度、試ためしてみるか」


　ぼくはそう言うと、ペンを進め始めた。












「音魔女フクネ見参ですぅ～☆」


　フリフリのミニスカートを着た小柄な女の子が、クラリネットを手にポーズを決める。


「ヘンタイ神タケト！　エッチなことばかり考えてるくせに、ここぞというとき告白できないなんて……エロ業界は許しても、清純派音魔女のフクネは許さないですぅ～♪」


　清純派というよりお子様系のフクネちゃんは、旅館の部屋で原稿用紙を前に唸っていたぼくへクラリネットを向ける。


「だ、だってぼく、恋愛経験が少ないし……」


「だっても待ってもありません！　いつまで女の子に辛い思いをさせる気ですか!?　さっさとポルノを書いて告白しちゃいなさい!!」


「そんな軽く言わないでよ!!」


　いまだハッキリしないぼくへ、フクネちゃんは怒ったように頰を膨らませる。


「あなたみたいなエロエロダメ男は、恋愛する資格なんてありません！　聞くがいいですぅ～。フクネ・フォルテ・ハーモニー♪」


　その瞬間、超絶大音量のハーモニーが響き渡り部屋をぶっ飛ばした。


　ついでにぼくもぶっ飛び、そのまま空のお星様になる。


「ダメ男から少女の純潔を守るため、フクネは今日もフォルティッシモなのですぅ～♪」












「……くっ、やっぱり駄目なのか……」


　ぼくは失敗したポルノを見つめて呻うめく。


　いつもならこれであきらめるが……今日は違う。ぼくがなぜこのポルノを失敗したのか、ハッキリさせなければならない。


「ぼくは、なんで鳴唐さん〝だけ〟ポルノを書けないんだ……？」


　……前々からわかっていたこととしては、ぼくは一いつ所しよ懸けん命めいにがんばっている鳴唐さんを見ているとポルノを書く気分になれないということだ。それはきっと……彼女のことを本当に大事に思っているからなのだろう。


　そしてぼくにとって、ポルノもまた大事だ。


　だからなのだろうか……。鳴唐さんもポルノも大事。だからこそ──。


「大事なポルノで、軽々しく鳴唐さんを書けないのかな……」


　だがそうなると、ぼくが鳴唐さんのポルノを書くには……今までモチーフにしてきたどの女の子よりも〝本気〟の執筆が必要になる。


「でもそれって……そこまで本気で想おもってるなんて、ぼく、鳴唐さんに……」


　──恋こいしてるんだ。


　今さらのように、そう思った。


「そうか……ぼく、鳴唐さんに恋してたんだ。ただ好きなんじゃなくて、本気の……恋」


　考えてみれば、本当に今さらのことだった。


　入学した当初、ぼくは鳴唐さんのことが心から離はなれず彼女のために走り回った。


　それから一年……彼女と喧けん嘩かしたことも、彼女と力を合わせてがんばったこともあった。


　ただ、どんなときであれぼくの頭からは鳴唐さんのことが離れなかった……。


「これが恋か……。ははっ、今さら気づくなんてぼくは馬ば鹿かだな……」


　ぼくに今までよくしてくれた女の子たちへの感謝はある。もちろん彼女たちのことは好きだし……大切な人たちだ。


　でも、鳴唐さんに対する〝好き〟とは意味が違う。


　ぼくはポルノ作家で、彼女はクラシックの奏者……。あまりにも違う生き方で、だからこそ惹ひかれていたのだろう。


　自分から遠い存在だからこそ気になってしまう。


　ぼくは、そういう恋をしていたんだ。


「男女の性生活を散々書いてきたくせに、今さら自分の恋を自覚するなんてね……。そんな状態で告白だなんて、できるわけないじゃないか」


　我ながら、自分の不器用さに苦く笑しようしてしまった。


　そのとき、急に襖が開く。


　目を向けると、桜色の着物を身につけた奏が入ってきた。


「あっ……お客さんは温泉に入ってなかったんですね。お布ふ団とんのご用意をしても大だい丈じよう夫ぶですか？」


「布団……あぁ、大丈夫だよ」


　ぼくがそう言うと、彼女は部屋の奥にある襖を開けて布団を取り出し、手て際ぎわよく敷しき始めた。


「家のお手伝いで仲居さんもしてるの？」


「はい。私、こういうの好きなんです」


　……そういえば、奏はこの温泉街が好きで留学をあきらめたんだっけ。


　ぼくは布団を敷く彼女を見つめながら考えこむ。


　……ぼくらは奏への進路指導をやらなくてはならない。ふたりきりの今なら……色々と聞くチャンスだ。


「ねぇ……奏ちゃんって、昔留学の話が来てたんだよね？」


　その途と端たん、彼女の肩がわずかに反応し……布団を敷く手が止まる。


「……えぇ。でも留学は実家の負担にもなるし……私はこの街が好きだから断りました」


　……愛見が言っていた通りだ。……そして、どこか歯切れの悪い回答から、留学に少なからず未練があることも伝わってきた。


　こんな状態の彼女を見れば……愛見が責任を感じてしまうのもわかる気がした。


「そういえば、奏ちゃんって愛見と同級生みたいだけど……仲がよかったの？」


「はい。愛見ちゃんは私が留学の話で悩なやんでるとき、色々相談にのってくれたんです。それが嬉うれしかったし……今でも感謝してます」


「そっか……。でもその……久々に会ったのに、愛見とはあまり話さないんだね」


「……本当は話したいんです。でも、海外留学の話を断ってから段々と話しづらい雰ふん囲い気きになっていって……」


　……愛見は自分の進路指導に責任を感じている。それでふたりの間に妙な空気が流れ始めたのかもしれない。


「私……愛見ちゃんに避さけられてる気がします。その理由もなんとなくわかるんです。私自身、留学のことについては『もし行っていたら……』ってたまに考えちゃいますから」


　彼女はそう言ってどこか寂さみしげな笑えみを浮うかべると、また布団を敷き始めた。


　そのとき──。


　ガタッ。


　部屋の外で、物音がした。


　不思議に思って襖ふすまを開けると、そこには……愛見がいた！


「愛見……まさか今の話を……」


「うぅっ……奏ちゃん、ごめんなさい!!」


　愛見はそう叫さけぶと、再び逃にげ始める。


　ぼくは今度こそ彼女を見失わないよう、すぐに追い始めた。


「愛見！　奏ちゃんはきみに感謝してるって言ってただろ!?　そこまで責任を感じなくても……」


「わたし、感謝してもらうようなことなにもしてません！　いえ……なにもできなかったんです!!」


　彼女は涙なみだをこぼしながら廊下を駆かけ抜ぬけてゆく。


　きっと、奏の優やさしい気持が逆に辛かったのだ。


　──今愛見をひとりにしたら……立ち直れなくなる!!


　直感的にそう思い、必死で愛見を追いかける。


　すると彼女は、『女湯』と書かれたのれんをくぐった。


　……って、女湯？


　気づいたときには、時すでに遅おそかった。


　ぼくの目の前には、もうもうと立ちこめる湯ゆ煙けむりの向こうで……女子たちの裸ら体たいが広がっていた！


「──た、た……丈途ぉぉぉぉ!!」


　慌あわてて腕うでで胸を隠かくした蘭が、顔を真っ赤にして叫ぶ。


　しかし彼女の揉もみやすい大きさの胸が完全に隠れるはずがなく、温泉で上気した乳ち房ぶさが見えた。


「──さすがド外げ道どうだな！　くっ……防水カメラを持ってきておくんだった!!」
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　来夏がいきなり立ち上がり、狂きよう喜きして叫んだ。彼女は謡江から「来夏さん、モロ見えよ！」とそのなだらかな胸を押さえられながらも、自分の裸を隠そうともしない。


「──っていうか丈途くん、なんで堂々と女湯に入ってるのよ!!」


　謡江は来夏を湯船に戻もどすと、丸くて形のいい胸を押さえながら顔を真っ赤にして叫ぶ。さすが学園アイドルと言うべきか……胸から腰こしのくびれまでのラインが美しい。


「みんな、誤解しないでくれ！　ぼくは愛見を追ってここまで──」


「──のぞきに来たんだね！　堂々とのぞくなんて……ボクの発明もいらないはずだ！」


　創が楽しそうに言ってこちらへ駆けてこようとすると、ミサは「創ちゃん駄だ目めニャ！　そこまでやったら十八禁ニャ!!」と彼女を抱だきしめて押さえる。よく目をこらさないとわからないが……創の胸はやはり薄うすく、それがまた魅み力りよくでもあった。


　そんな創より少しだけ胸の膨らみがあるミサは、創の後ろから胸の端はしをわずかにのぞかせつつ「丈途……そんなに呪じゆ殺さつして欲しかったのニャ？」と目に殺意を宿らせる。


「──丈途さん。愛見さんを追ってきたもなにも……彼女、もうここを出てますわよ？」


　湯船に巨きよ乳にゆうを浮かせていた部長が、上気した頰のまましれっとつぶやく。


「え!?　もう出てるの!?」


　焦あせって周りへ目をやると、愛見はぼくらが騒さわいでる間に消えたのか……影かげも形もない。


「──さっき庭の方から『奏ちゃんごめんなさい！』って声が響いてきたから……そこだと思うわ！」


　勝代は温泉に入ったまま張りのいい胸を火照ほてらせつつ、親切に教えてくれた。


「庭か……ありがとう！」


　ぼくがその場から駆け出そうとすると──今度は、出口のガラス越ごしに人ひと影かげが見える。


「──丈途！　僕と一いつ緒しよにお風ふ呂ろへ入るのを拒こばんだかと思えば……女子と入るつもりだったのかい!?」


　……確かく認にんするまでもなかった。律だ。


「──あんた！　なに普ふ通つうに女湯から去ろうとしてるのよ!!」


「──蘭ちゃんの言う通りニャ！　道具がないから呪殺は後回しとして……とりあえずこれを食くらえニャ!!」


　その叫びとともに大量の風ふ呂ろ桶おけが飛んできて……ぼくを襲おそった。





「痛たたたっ……」


　ぼくは体中にできたアザの痛みに耐たえながら、庭へとたどり着いた。


　周りに木々が植えられた所だったが、中央には小さな池がある。


　愛見はその池の前で膝ひざを突つき、ひとりでうなだれていた。


「……愛見。奏ちゃんの話を聞いたなら、彼女が愛見と話したがってることもわかったんだろ？　なにも逃げなくても……」


「だってわたし……わたし……」


　愛見はそこまで言うとさらにうつむき、長い髪かみでその表情を隠す。


「奏ちゃんがいまだに悩み続ける進路指導をやってしまって……申し訳ないんです」


　──奏がいまだに悩み続ける進路指導。


　確かに、奏はいまだに悩んでいた。


　中学時代に愛見が進路指導をやったとき、最善の指導をできなかったせいだろう。普通なら愛見が責任を感じることではないが……彼女は進路指導の天才。


　とはいえ──。


「愛見がいまだに悩んでるのは……心を鬼おににして奏ちゃんに留学を決意させられなかったことなの？」


「はい……。奏ちゃんがあのとき留学を決意していれば、この街で彼女が悩み続けることはなかったんです……」


「う～ん……でもその考え、なんか違ちがうと思うんだよね」


「違う……？」


「進路って、結局は本人が決めるものだろ？　極きよく端たんな〝卒業指導〟じゃなくてさ……もっとべつの指導方法があったっていいんじゃないかな」


「でも『留学』と『この街に残る』の二択たくで奏ちゃん自身が出した答は、いまだに奏ちゃんを苦しめてて……。わたし、進路指導の天才としてもっと力になれたと思うんです！」


　愛見の言うことも一理ある。だが、なにか引っかかった。


『──奏ちゃんは確かに才能あると思うよ。でもなにか違うっていうか……』


　唐とう突とつに、鳴唐さんが言った台詞せりふを思い出す。


　なにか違う……か。今回の進路指導、奏を見て鳴唐さんが引っかかった部分が鍵かぎになる気がする。


　ぼくが考えこんでいると、愛見は再び泣き始める。


　……他人の〝人生〟に関かかわる進路指導。それが真面目まじめな愛見の重荷になっている……。


　そう感じた。


　ぼくは彼女の肩かたにそっと手を置くと、「とにかく落ち着こう」と言い、泣き止やむのをずっと待っていた。





　……愛見はひとしきり泣くと落ち着きを取り戻したので、ぼくは一いつ旦たんわかれてひとりになった。


　そして宿の廊ろう下かを歩きながら考えこむ。


「……やっぱり今回の進路指導、鳴唐さんが鍵になりそうだ……」


　しかし彼女はひとりでどこかへ行っている……。とても話が聞ける状態ではない。


「まいったなぁ……。進路指導の鍵になる愛見と鳴唐さんふたりがこんな状態で……部長の言う通り先が暗いよ」


「──そうですわね」


　ふと、後ろから声がした。振ふり返ると……そこには、浴衣ゆかた姿でおしおき棒のようなノートを持った部長がいた。


　──やばっ！　さっきお風呂をのぞいちゃったけど……。


　だが部長は蘭やミサほどは怒おこっていなかった。きっと大だい丈じよう夫ぶだと思いつつも……知らず一歩下がってしまう。


　すると、部長は張りついたような笑みを浮かべてこちらへ近づいてきた。


「さっきのことはもう怒っておりませんわ。それより、進路指導の話をしましょう」


　──ビシッ。


　彼女は喋しやべりながら、巨きよ大だいノートでぼくの太ふと股ももを叩たたく。


「痛っ……怒ってるじゃないか……！」


「うるさいですわね。それで、進路指導の話ですが……」


　──ビシッ。


　──ビシッ。


　今度は両太股を叩かれ、足がもつれてその場に尻しり餅もちをついてしまった。


「……丈途さん、いちいち逃げるのやめてくださる？　話しづらいですから」


　倒たおれたぼくを上から見おろしつつ、張りついた笑みを浮かべる部長……。


　──恐こわいっっ!!


「ねぇ……丈途さん？」


「は、はい！」


「逃げるのをやめて頂きたいのは……吹音さんのことも同じなんですけど」


「鳴唐さんのことも……」


　ぼくがそう漏もらすと、部長は真面目な顔をして頷うなずく。


「あたくし、温泉に入っている間に色々考えましたの。今回の進路指導、やはり吹音さんが鍵になりますわ。そしてその吹音さんが進路指導に協力できるか否いなかは……丈途さんが吹音さんのポルノを書けるかどうかにかかっています」


「ぼくが鳴唐さんのポルノを書けるかどうかに!?」


「はい。吹音さんは、丈途さんのポルノのことで悩なやんでいます。つまりその悩みを解消すれば進路指導に協力できる状態になり……奏さんの進路指導が成功。その成功によりトラウマを克こく服ふくした愛見さんは〝卒業指導〟へのこだわりをやめ、『進路指導機構』が確立されます。進路指導機構の確立は『生徒が新しい道を見つけられる学園作り』の完成を意味し……ハッピーエンドになるというわけです」


「なにそのドミノ倒し的なハッピーエンド!!」


「ドミノ倒しもなにも、これが一番効率的かつ効果的ですわ。ようするに……丈途さんが吹音さんのポルノを書けば全部うまくいくわけです!!」


「なんか、ぼくのポルノの重要度が一気に跳はね上がってるんだけど!?」


　部長の言葉に啞あ然ぜんとしてしまう。


　……鳴唐さんと向き合う以上、彼女のポルノは避さけて通とおれないと思っていた。だが……そのポルノの完成が、そのまま『新しい学園作り』に繫つながるなんて……。


　正直な話、エロの力で世界を救うより……自分の恋れん愛あいで学園を救う方が、個人的に難易度が高い……。
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　夜空には、鮮あざやかな満月が浮うかんでいた。


　近くを流れる川は穏おだやかで、心ここ地ちよいせせらぎの音を響ひびかせている。


「ぼくのポルノが新しい学園作りに直結してるだなんて……まいったなぁ……」


　頭をかきむしって川の流れへ目をやる。


　そのとき不意に、少し離はなれた所で小さな足音がした。


　なんとなく振り返って目を向けると、そこには……手ぬぐいを頭に被かぶった泥どろ棒ぼう臭くさい人がいた！


「え……ちょっ……!?」


　ぼくは慌あわてて口を押さえる。


　まさかこんな所で泥棒を見つけるだなんて……どうしよう!?


　激しい動どう悸きを抑おさえ、ぼくはなるべく冷静に人影を見つめる。


　人影は大きな風ふ呂ろ敷しきになにか荷物を入れて担かついでおり、ぼくたちの泊とまっている宿からこっそり外へ出ようとしているところだった。


「まさか……もう盗ぬすんだあと!?」


　ここで人を呼べば、泥棒は一目散に逃にげてしまうだろう。となると……ぼくが捕つかまえるしかなかった。


「でも……刃は物ものを持っていて、刺さされちゃったらどうしよう……」


　胸に降り積もる恐きよう怖ふ。だが、みんなの大切な物まで盗とられていたとしたら……鳴唐さんのクラリネットまで盗られているとしたら──。


「くっ……許せない！　ぼくが絶対に……取り返す!!」


　覚かく悟ごを決めて、ぼくはそっと立ち上がる。


　幸運なことに泥棒はまだこちらに気づいていない。今なら──いける！


　そう思うと同時に足音を殺して駆かけ出し、一気に泥棒との距きよ離りを縮める。


「──あっ、え？」


　──ドサッッ！


　ぼくは泥棒にタックルをしてその場に倒す。妙みように体が小さい泥棒で、タックルした感かん触しよくはまるで子供だったが……今はそんなことを気にしている状じよう況きようではない。


「盗んだ物を返すんだ……!!」


「盗むって……??」


　とぼける泥棒へぼくは手を伸のばし、揉もみ合いを始める。


　その中で手が胸に当たったが……なぜか、微び妙みような膨ふくらみがあった。


　体全体で言えば瘦やせているようにも思うが、胸を揉むとほのかに気持いい感触がする。そして男にしてはやけにツンとした乳ち首くびだった。


「はぁっ……た、丈途くん、なにを……!!」


　泥棒はかわいい声で喘あえぎ、ぼくの名を呼ぶ──って、ぼくの名!?


　驚おどろいて泥棒の顔を覆おおう手ぬぐいを取り去る。


　すると満月に照らされて浮き上がったのは、閃学園の女子制服に身を包んだ赤いショートヘアの子だった。そう……つまり、鳴唐さんだ!!


「ご……ごめん！　っていうか、なんでそんな恰かつ好こうしてるの!?」


「うぅ……こっそりお家うちへ帰ろうと思ったのに……」


「どうして!?」


「吹音、もう充じゆう分ぶんなの……。丈途くんが迎むかえに来てくれて……嬉うれしかった。それでもう充分だから、その思い出を胸にお家へ引きこもるの!!」


「引きこもるって……いやいや、まだ進路指導も残ってるし、鳴唐さんに帰られると困るから！」


「だって、進路指導をがんばればがんばるほど、丈途くんが離れてくし……」


　鳴唐さんはそう言うと、悲しそうに目を伏ふせて黙だまりこんでしまった。


　……そうだ。進路指導がどうだなんて……ぼくはなにを馬ば鹿かなこと言ってるんだ。彼女がここまで追いつめられた理由はぼくじゃないか。今の鳴唐さんにするべき話は……。


　そこまで考えて、ぼくは言葉をつまらせてしまう。


　ぼくはまだ鳴唐さんでポルノを書けない。そんな状態で告白しても、彼女にぼくの本気は伝わらないだろう。そんな告白をしても……純情で恋愛経験のない彼女がぼくを受け入れてくれるか、怪あやしい。


「鳴唐さん……できれば、もうちょっとここにいて欲しい。ぼく、今きみのポルノを書くために色々悩んでるんだ。だからさ……その答が出るまで、待っててくれないかな？」


「丈途くん……」


　鳴唐さんはどこか嬉しそうに、そしてどこか悩むようにして漏らす。


　ぼくらが黙って見つめ合っていたそのとき、またしても誰だれかの足音がしてきた。


「──ド～～～ンとかっ飛ばせ、ホームラン！　今日もあなたを応おう援えんするわっ～～～♪」


　足音の主はこんな夜ふけにどういうわけか上じよう機き嫌げんで歌っていた。


　宿の入口へ目を向けると、浴衣ゆかた姿で外へ出てきている勝代が見える。


　……なんで勝代が？


　よく見ると、彼女の浴衣は妙に着き崩くずれており……歌う声もどこか眠ねむたげだ。目の前にいるはずのぼくらにもまるで気づいていない。


　……まさか、寝ねぼけてる？


　ぼくが考えこんでいると、勝代は目の前にあった石につまずいてコケた。


「痛っったぁぁい～～～～！　……あれ？　私、なんでこんな所に……」


　勝代は戸と惑まどいながら起き上がると、辺りを見回す。


「あっ、丈途くん！　って……なんで吹音ちゃんを押し倒してるの!?」


「いや……これは違ちがうんだ！　鳴唐さんを泥棒と間ま違ちがえて──」


「……丈途くんは吹音ちゃんのポルノを書くためにがんばってるって部長が言ってたのに……まさか妄もう想そうじゃなくて本気で襲おそってるだなんて……」


「いやいや、だから本当にこれは──」


「……そうか。そうだったのね。吹音ちゃんのポルノを書くために……まず本人を襲ってたのね!!」


　彼女はやっと納なつ得とくしたように声を上げる。


「って……そんな納得の仕方、やめてくれよ!!」


　ぼくが鳴唐さんから飛びのいて叫さけぶと、勝代はひとりで考え始める。


「とはいえ私たちはまだ高校生……合宿先で襲うのもどうかと思うし……でも、ここじゃポルノの缶かん詰づめも難しいし……。う～ん、吹音ちゃんのポルノを書くために私がなにかお手伝いできることは……えぇ～と……」


　彼女はひとしきり唸うなると、「そうだ！」と明るい顔をする。


「明日吹音ちゃんとデートしてみたら？」


「「デート!?」」


　ぼくと鳴唐さんの声が、驚きで重なる。


「……どうして驚くの？　深夜に外でエッチなことするより普ふ通つうでしょ??」


　……いや、エッチなことやってないんだけど……。


「……た、丈途くんとデート……」


　鳴唐さんは身を起こしながらつぶやくと、顔を真っ赤にしてうつむいてしまう。


「大だい丈じよう夫ぶ、デートプランは私に任せて！　明日は大船に乗ったつもりで楽しんでね!!」


　……ドジっ子の勝代だから、不安なんだけど……。


　ぼくの心配をよそに、勝代は元気に宿へと戻もどってしまった。





　──そして次の日。


　朝起きると、ぼくと鳴唐さんには勝代から浴衣ゆかたと下げ駄たが用意されていた。ぼくらは互たがいの部屋で着き替がえると、旅館の玄げん関かんに集合する。


　ぼくは藍あい色いろの渋い浴衣だったが、鳴唐さんはハートの帯飾りがついたかわいらしい浴衣だった。


　彼女の浴衣姿を見て、ぼくは知らず息を呑のむ。


「──さぁ、これが私の考えたドキドキのデートプランよ！」


　勝代はそう言って、地図とメモをぼくに渡わたしてくる。


　……別の意味でドキドキだ。なにかドジがなければいいが……。


　そう思いながらメモを見る。


『まずはお土産みやげ屋さんを回りましょう！　吹音ちゃんが食べたい物とか……なんだったら、ペアのお土産を買うのよ!!』


　……意外と普通だった。


「よかった……『熱い青春！　鳴唐さんを背負ってうさぎ跳とびで温泉街を百周よ!!』とか『男を見せる！　激熱の源泉を浴びながら鳴唐さんへ愛を語って!!』とか無む茶ちや苦く茶ちやなこと書かれてなくて……」


　ぼくは一安心すると、鳴唐さんへと目を向ける。


「それじゃ、お土産屋さんへ行こうか」


「うん」


　そう言って歩き始めた途と端たん──。


　ドテッ……。


　鳴唐さんが、突とつ然ぜんコケた。


「な、なんでコケるの!?」


「……この下駄、歩きにくくて……」


　ぼくはすぐに手を差し出して彼女を立ち上がらせる。


　そして下駄の裏を見せてもらうと、少し欠けている部分があった。


「これはコケるね……。勝代、別の下駄はないかな──」


　言いながら振ふり返ると、すでに勝代はどこかへ去っていた。


　……どうしよう……。


　このままではまともにデートできると思えない。だが……せっかく鳴唐さんときちんと話せる時間がとれたのだ。それに、彼女とデートをする機会なんて滅めつ多たにないし……。


「な、鳴唐さん……」


「なに？」


「その……手を繫つないで歩こうか？　ぼくがバランスを取るからさ……」


「……え？」


　鳴唐さんは急に赤くなってうつむくと、「……ありがとう」と小さな声で漏もらす。


　そして、その小さな手をそっとこちらへ差し出してきた。


　強く握にぎると壊こわれてしまいそうなほど繊せん細さいで小さな手……。それはぷにっとした感触がして、彼女らしいかわいさがあった。


　──これは……かなりデートっぽい!!


　ぼくは胸を高鳴らせつつ、鳴唐さんと手を繫いだままお土産屋さんへと向かった。





「──さすが勝代さん。まさか用意した下駄が奇き跡せき的に欠けてるなんて……」


　旅館から遠ざかる丈途たちの背を見つめつつ、制服姿に着替えた部長が感心したように漏らす。


「私……またやっちゃったと思ったけど、結果オーライね！」


　部長と同じく制服に身を包んだ勝代は、嬉しそうに親指を立てる。


「──それより部長、なんで私たちを制服で集合させたの？」


　謡江が首をかしげていると、部長は「だって……旅館の浴衣は室内用ですし、外出するにはいつもの服装しかないでしょ？」と笑えみを浮うかべる。


「外出……？」


「そうですわ。ではこれより……ふたりのデートを監かん視しします！」


　部長はそう言うと、進路指導に来ていた閃学園のメンバー全員を見み渡わたす。


　そして笑みを浮かべたまま、そっと旅館をあとにした。





　──お土産屋さんが集まっている場所まで来たぼくらは、どの店へ入ろうか悩なやんでいた。


　商店街の中心には〝湯畑〟と呼ばれる湯の湖のようなものがあり、辺りに硫い黄おうの香かおりを漂ただよわせている。もうもうと立ちこめる湯気と強い硫黄の香りは、ぼくらにまるで温泉へ入っているかのような錯さつ覚かくを起こさせた。


「──ねぇ、お湯の下に白い物がたまってるよ」


　鳴唐さんに言われてよく見ると、確かになにかが沈ちん殿でんしている。


「あれは……勝代がなにか言ってたな。えと……〝湯の花〟って呼ばれるもので、鉱物が沈殿してできるらしいよ」


「へぇ……」


「入にゆう浴よく剤ざいに使えるんだってさ。温泉気分が味わえるんだろうね」


「そうなんだぁ……。ふふっ、なんか『温泉街に来た』って感じの光景ね」


　鳴唐さんはそう言ってぼくに笑顔を見せる。


　失しつ踪そうしてからほとんど笑わなかった彼女の、久しぶりの晴れやかな笑顔……。それはぼくの胸を温かくして、優やさしい癒いやしを与あたえてくれた。


　──これぞまさにデート！


　心の中で叫び、ぼくはそっと拳こぶしを握りしめる。


「それじゃ、とりあえず目の前にあるお土産屋さんへ入ってみようか」


「うん！」


　そう言ってお店へ入った途端──。


「おっ、奏ちゃんの宿に泊とまってる子たちだね！」


　黒いエプロンを身につけた店主とおぼしき老男性が元気に声を上げる。


「な、なんで知ってるんですか!?」


「今この街に来てる宿しゆく泊はく客で学生さんなのは、奏ちゃんの宿にいる人たちだけだからね」


「す、凄すごい情じよう報ほう網もう……」


「情報網って言うほどじゃないよ。ここは小さな温泉街だからね……みんな地元の仲間だし、噂うわさはすぐに広まるんだ」


　……なるほど。観光地だから思い至らなかったが……田舎いなか街らしい感覚だ。


　ぼくがひとりで納得していると、「デートなら記念にペアの物を買いなよ」と店主が奥の棚たなへ行く。


　──いきなりペア物!?　でも勝代のメモにもあったし……。


〝ペア物〟という慣れない習慣に緊きん張ちようしていると、店主が両手いっぱいのお土産を持ってきて近くのショーケースの上に並べた。


　そして目についたのが……。


『ラブラブ☆キスする温泉卵たまごペアストラップ』


　な……なにこれ!?


　そのストラップは、二センチほどの直径がある温泉卵形で、かわいらしい顔が書いてあった。ラブラブゆえか温泉で上気したのか、頰ほおが真っ赤に染まっている。


「お兄ちゃんお目が高いねぇ。これ、中に磁石が入っててキスするんだよ」


　店主はそう言うとペアストラップの顔を近づけ、実際にキスさせてみる。


　……………………………………………………………………………………………………。


　──いやいや！　ぼくたちキスどころか……まだつき合ってないんですけど!!


　焦あせっていると、鳴唐さんも同じようなことを考えたのか、顔を真っ赤にして黙だまりこんでいた。


「あ、このストラップは名前も入れられるんだよ。この紙に名前を書いてくれ」


　ぼくは店主のトークに圧おされるようにして、差し出されたメモ用紙に〝たけと〟〝ふくね〟と名前を書いてしまった。


　……って、買うって言ってませんけど!?


　ぼくは目で訴うつたえるも、店主は「名前を刻印してくるからちょっと待ってね」と店の奥へ行ってしまった……………………………………………………………………………………。


「……キスストラップ……」


　鳴唐さんが、頰を上気させてぼぉっとしたまま漏らす。


「ご、ごめん！　なんか勢いに圧されて……」


　ぼくの声も虚むなしく、ふたりの間になんとも言えない沈ちん黙もくが訪おとずれ……やっと店主が戻ってきた。


「それじゃ、もう携けい帯たいにつけちゃおうね」


　どれだけ人の話を聞かない店主なのか、彼はぼくらから携帯を受け取ると『ラブラブ☆キスする温泉卵ペアストラップ』を勝手につけてしまう。


　そしてぼくらの手へ携帯を返した直後……わざと、こちらの手を押してストラップ同士を近づける。


　──チュッ。


〝たけと〟と〝ふくね〟と書かれたストラップが……キスをしてしまった。


「～～～～～～!!」


　声にならない声で抗こう議ぎするぼくへ、店主は「ごめんごめん、おふたりさんいい雰ふん囲い気きだったからついね！」と悪びれる様子もなく笑う。


　──ぐぉ……色々言いたい！　言いたいけど……。


　鳴唐さんへ目を向けると、彼女は恥はずかしさのあまり完全にうつむいていたが……嫌いやがっているようには見えなかった。


　──店主さん、いい仕事でした……!!


　わき上がる恥ずかしさの中で、ぼくは店主へ一礼するとお金を払はらい店の出口へ向かった。


「……あっ、ちょっと待ってくれ」


「なんですか？」


「きみたちは確か、愛見ちゃんと同じ学校なんだろ？　愛見ちゃんも奏ちゃんもいい子だから、これからも仲良くしてやってくれよ」


「あ……はい！」


　ぼくは再び店主へ一礼すると、鳴唐さんの手を引いて店を出る。


「これからも仲良くして欲しいか……まるで親おや御ごさんかおじいちゃんの台詞せりふだね」


「そうね。この街の人たち、みんな繫がってる感じで……温かい」


　鳴唐さんの言う通りだ。


　なんとなく、奏がこの街に残りたい理由がわかった気がした。





　──丈途と吹音のあとをつけていた部長たちは、創が発明した蝶ちよう々ちよう形の集音マイクでふたりの会話を聞いていた。


「──あのお土産みやげ屋のおじいさん……学校帰りによく話しましたからねぇ。わたしと奏ちゃんのこと、よく知ってるんですよ」


　愛見はお店の陰かげに隠かくれて、懐なつかしそうに店主を眺ながめていた。


「──丈途さんたちのデートを監視するつもりでしたが……こんなにも周りとの繫がりが強い地域とは、思わぬ情報でしたわ」


　部長が頷うなずいていると、来夏が「私の地元も田舎だが……なんでも周りに筒つつ抜ぬけで気持悪いぞ」と鼻を鳴らす。


　それを聞いた律は、考えるようにして口を開いた。


「奏ちゃんは田舎のそういう体質を〝温かい〟って思う人だったから、留学よりこの街を選んだのかもね」


　律の言葉にみんなが頷く中、部長は遠ざかってゆく丈途たちへ目を向ける。


「さぁ、尾び行こうを続けますわよ。このデート……進路指導にとっても重要な情報が得られそうですわ」





　……ぼくと鳴唐さんは途と中ちゆうのお店で蜂はち蜜みつソフトクリームを買うと、一いつ緒しよに食べ始めた。しかし彼女は下げ駄たが少し欠けているためバランスを崩くずし、すぐにソフトクリームを落としてしまう。


「あぁっ……！　せっかくのソフトクリームが……」


　残念そうな顔をする彼女へ、ぼくはつい「これを一緒に食べよう！」と自分のソフトクリームを差し出す。


　って……それ、間接キスじゃん！　むしろ、ねっとりとしたソフトクリームで間接キスをやり合いながら、互たがいの唾だ液えきも舐なめつつ淫いん乱らんにも食べ尽つくすってことじゃん!!


　自分の行動に動どう揺ようするぼくをよそに、鳴唐さんは素す直なおにこちらのソフトクリームをじっと見つめる…………………………………………………………………………………………。


「ど、どうぞ……」


「ありがとう！」


　きっと〝間接キス〟に気づいていないであろう彼女は、そのまま小さな舌を伸のばしてソフトクリームをペロペロと舐め始めた。


　……なんか、エロいな。鳴唐さんの小さくてかわいらしい舌が、必死にペロペロと蠢うごめいて舐め上げる姿──。


「──っ……やめろぼく！　ここでそんな妄もう想そうなんてするな！　ぼくがやるべきことは妄想なんかじゃなくて……ポルノなんだ」


　拳を握にぎりしめると、ぼくは爆ばく発はつしそうになった妄想を止める。


　……そう。ぼくは鳴唐さんに恋こいをしていて、彼女に告白するためにポルノを書かなくては駄だ目めで……。


　黙りこんでいると、鳴唐さんはこちらへソフトクリームを差し出しつつ「次はどこへ行くの？」と聞いてくる。


「次は……」


　地図にあるマークを頼たよりに進んでいたので、どこを目指していたのか知らなかった。ぼくはすぐに勝代のメモを取り出して見る。


『秘宝館でたくさんお宝を見てきましょう！　秘宝って言うくらいだから、きっと綺き麗れいな物がたくさんあって吹音ちゃんも喜ぶわよ!!』


「……秘宝館らしいね」


「ふ～ん……秘宝がたくさんあるの？」


「いや……秘宝館って言えば普ふ通つうは──」


　エロい物がたくさんある所じゃん！　勝代、〝秘宝〟の意味を間ま違ちがってるから!!


　やはり起こった勝代のドジに、ぼくは息を呑のむ。


　どうやってデートコースを軌き道どう修正しようか必死に考え、のどが干ひ上あがった。


　とりあえずのどを潤うるおして落ち着こうと思いソフトクリームを舐めると──。


「だぁっ……これ、間接キスだった!!」


　口の中に広がる、甘い蜂蜜の味……。鳴唐さんとの間接キスは、蜂蜜の味……。


　ぼくが頰を緩ゆるめていると、目の前が妙みようにキラキラしていることに気づく。


　見ると、そこには温泉街に似合わぬファンシーなお城形の建物があった。


「これ……秘宝館っていうよりラブホじゃん!!」


　全力で突つっこむ中、ファンシーなお城を眺めて目を輝かがやかせる鳴唐さんを見て、ぼくはもう引き返せないことを悟さとった。





「──丈途くん、なんかいつもと違ちがうわね。さっき吹音さんがソフトクリームへその小さくてかわいらしい舌を伸ばしてペロペロと舐め上げてる姿を見て、妄想を爆発させようとしたけど……途中でやめなかった？」


　女の勘かんを鋭するどく働かせた謡江が、目を細めてつぶやく。


「──謡江さん、ソフトクリームの描びよう写しやが長い……というか丈途さん臭くさいですわよ」


　部長は額を押さえてつぶやくと、「ほんと残念になりましたわねぇ」とため息をつく。
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「こ、ここでまた残念とか言わないで……!!」


「──でも、確かに今日の丈途はおかしいわね」


　蘭が謡江に同意して頷き、思い返すようにして顔を上げる。


「なんか今日の丈途……普通にデートしてない？」


「──そうそう！　いつ発情して吹音ちゃんを襲おそうか期待してたのに……今日のポルノ作家くん、つまらないよ～!!」


　創が不満そうに声を上げる。


「──吹音ちゃんに手を出したら呪じゆ殺さつしようと準備してきたのに……残念ニャ」


　ミサが、心底腹立たしげに漏もらす。


　みんなの話を聞いて、部長は丈途たちへと視線を移した。


「丈途さんが本当に今日は紳しん士しなのかどうか、議論するまでもありませんわ。秘宝館へ行けば……ハッキリしますわよ」





　……秘宝館の受付に来ると、眼鏡めがねをかけたおじいさんが妙にプルプルと震ふるえる手で料金表を指す。


　ぼくはふたり分のお金を払うと、そのまま中へ──って、ここ十八禁じゃないの!?


　焦って受付を振ふり返ると、おじいさんはすでにこちらへの興味をなくしたらしくテレビで時代劇を見ていた。


　……明らかに子供な鳴唐さんを見ても注意しなかったし……エロくないのかな？


　一安心しつつ中を進んでいると、前の通路が妙に狭せまくなっていることに気づく。


　不思議に思いながらその通路へ入ると……壁かべから胸やお尻しりの模型が大量に突き出ていた！


「鳴唐さん見ちゃ駄目！」


　ぼくは慌あわてて彼女の目をふさぐ。


「……なんで駄目なの？」


「め、目に毒な秘宝があってさ……」


「へぇ……さすが秘宝ね。そんなこともあるんだ……」


　ぼくはその言葉に頷きながら、後ろから彼女の目を押さえつつ通路を進む。


　──やっぱり十八禁じゃん!!


　内心で毒づいたそのとき、ふと、視線が下へ落ちた。


　ぼくは鳴唐さんの真後ろにいたため、下を見ると浴衣ゆかたの隙すき間まが見える。その隙間からは、うっすらと盛り上がった胸が見える……。


「こっちにもオッパイが……!!」


　ぼくは驚おどろきの声を漏らすと、立ち止まってしまう。


　壁にもオッパイ。目の前にもオッパイ。しかも目の前のオッパイは生で、なだらかに盛り上がった鳴唐さんの柔やわ肌はだオッパイで……。


「だ……駄目だ！　変なこと考えるなぼく!!」


　自分に言い聞かせるようにして叫さけび、ぼくは鳴唐さんを押してオッパイ通路を抜ぬける。


　すると今度は、一・五メートルほどある大きな肉棒のホルマリン漬づけが展示されていた。


「な……なにこの巨きよ根こん!?」


「──クジラのせいき……」


　鳴唐さんの声を聞いて目を向けると、展示物の下には「クジラの性器」と書かれたボードがあった。


「クジラ……でかっっ!!」


　巨根の脇わきには、大きな割れ目のホルマリン漬けも展示されている……。


「……なんで棒みたいなのと割れ目、ふたつあるの？」


「なんでって、そんなの棒を割れ目に……いやいやいや」


　なに詳くわしく説明してるんだぼくは!!


「こ……ここも目に毒だ！　次へ行こう!!」


　そう言って彼女の手を引くと……今度はふたり乗りの自転車が見えてきた。


「……『ラブサイクリング』？　なんでここでサイクリングする必要が……」


　首をかしげるも、ここなら大だい丈じよう夫ぶだと思い自転車の前へ行く。


　よく見るとなぜか男の席と女の席が指定されていたので、ぼくらは指示通りに座ってペダルをこぎ始めた。


　すると──横にあった鏡から段々と男女の裸ら体たいが浮うかび上がってくる！


　おそらく元々裸体の写真が隠してあったのだろう。


「これ……裸はだかで自転車こいでるみたいじゃん！　っていうか鳴唐さんの胸、そんなに大きくないし!!」


「……え？　吹音の胸??」


　鳴唐さんが横を向こうとした瞬しゆん間かん、ぼくは自転車から飛び降りて彼女の目をふさぐ。


「この秘宝館……やっぱり駄目だよ!!」


　ぼくは叫ぶと、彼女の目をふさいだまま出口まで駆かけ抜ける。


「──おっ、そんなに息を切らして……ずいぶん興奮したんだね」


　受付にいたおじいさんがのんびりと話しかけてきたので、ぼくは思わず「逃にげ回って来たんですよ!!」と声を上げる。


「……おや、きみたちよく見たら結構若い……」


　おじいさんは眼鏡の位置を直し、今さらのようにぼくらの顔を見る。


「あぁ……奏ちゃんの宿に泊とまってる学生さんたちか。……ん？　学生さん!?」


　おじいさんは急に驚くと、「学生さんに秘宝館はまずいなぁ」と悩なやみ始める。


　──それ、入場するときに気づいてください!!


　ぼくが内心で叫んでいると、おじいさんは「そういえば、奏ちゃんと愛見ちゃん……仲直りしたのかねぇ」と漏らす。


「喧けん嘩かでもしてたんですか？」


「それは知らないけど……昔はよく一いつ緒しよにいたのに、中学三年生の時に突とつ然ぜんよそよそしくなってね……」


　……進路指導に失敗したせいだ。この温泉街の人は、そこまで気づいていたのか。


「進路指導……成功させなきゃ。成功させて、昔のふたりに戻もどすんだ」


　ぼくは決意を新たにするように漏らすと、おじいさんに一礼して秘宝館を出た。


　しばらく外を歩いていると、不意に鳴唐さんが空を見上げて思い返すように口を開く。


「秘宝館って……なんだか不思議な場所だったね」


「不思議っていうか、エロかったっていうか……」


「あそこ、目に毒な物が多すぎてあまり見られなかったけど……吹音は面おも白しろかったよ」


　彼女はそう言うと笑い、「次はどこかなぁ」と楽しそうに漏らした。


　秘宝館での奮ふん闘とうを思うと、その無む邪じや気きさが妙におかしく、ぼくも笑ってしまった。


　ふたりで笑い合いながら、手を繫つないで歩く温泉街……。


　これぞまさにデートだと思い、ぼくの心は浮き立った。





「──まさか秘宝館を出ていい雰ふん囲い気きになるとは……奇くしくも勝代さんのドジがまたふたりの仲を深めましたね」


　部長が丈途たちの後ろ姿を見つめながら、感心したように漏らす。


「──う、嬉うれしいけど……あんまり〝ドジ〟って言われると、さすがにへこむわ……」


　勝代がなんとも言えない表情で答えていると、謡江が少し暗い顔をした。


「秘宝館での丈途くん……紳士だったわね。私たちへの態度と、ちょっと違ったわ」


　そんな謡江に勝代は、「丈途くんは吹音ちゃんを選んだのよね……」とどこか寂さびしそうに言う。


「……そうですわね。面白半分でデートをつけてきましたが……丈途さんが吹音さんに対して本気だということを見せつけられただけのような気もしますわ」


　勝代と同じく寂しそうに漏らした部長は、丈途たちの後ろ姿を見て黙だまりこむ。


「──今日のあいつはまるで醜みにくくない。醜くない丈途など……嫌きらいだ」


　来夏がすねるようにして鼻を鳴らす。


「──丈途……僕のことはよく放置するくせに……」


　律もまた、すねるようにして丈途たちの後ろ姿を見つめる。


「──あのふたりはもうさっさと結ばれた方が世のため人のためよ。……どう見たって想おもい合ってるじゃない」


　蘭はどこか仕方なさそうにつぶやくと、考えるようにしてあごへ手をそえる。


「でも……あの鈍どん感かんで朴ぼく念ねん仁じんの丈途が吹音ちゃんと結ばれるには……デートくらいじゃ足りないわね」


「──そうですわね。『ただ結ばれる』では困りますし……『丈途さんが吹音さんのポルノを書いた上で結ばれる』じゃないと、この進路指導は終わりませんわ」


　部長の言葉を聞き、ずっと黙りこんでいた愛見が決意を秘ひめた瞳ひとみでみんなを見み渡わたす。


「わ……わたしに任せてください！」


　今まで進路指導から逃げていた愛見のその言葉に、みんなが驚きの眼まな指ざしを向けた。


　そして部長が「愛見さん……いきなりどうしたんですの？」と首をかしげる。


「わたし……この街の人たちに奏ちゃんとの仲を心配されてるなんて思いもしてませんでした。そんなことにも気づかないほどいっぱいいっぱいだったんです。ほんと……自分のことしか考えてませんでした」


「……そうですわね。愛見さんは真面目まじめすぎて視野が狭くなるときがありますから……」


「……すみません。でも、今やっとわかりました。わたし……そうやって視野が狭くなって、今まで相手の〝才能〟しか見ずに進路指導をやってたんです。この街で暮らす奏ちゃんの……この街が好きな奏ちゃんの気持、まるで考えてませんでした」


「奏さんの気持……なるほど。進路を決めるのは、最終的には本人。ならば相手の〝気持〟にまで目を向けて指導するのが一番ですものね」


「はい……」


「うふふっ……。勝代さんのデートプラン、思わぬ副産物がありましたわね。愛見さんが自分に足りないものに気づくなんて……」


　愛見は申し訳なさそうに頷うなずくと、みんなへ目を向ける。


「みなさん……わたしにもう一度チャンスをください！　奏ちゃんにもう一度進路指導をして……今度こそ幸せになってもらいたいんです!!」


　そう言った愛見は、みんなを集めて声をひそめる。


「今回の進路指導……要は、丈途先せん輩ぱいが吹音先輩のポルノを書いて結ばれればオーケーなんですよね？」


　その言葉に、みんなが頷く。


「だとすれば、今回の進路指導はむしろ〝丈途先輩へのポルノ指導〟に焦しよう点てんを絞しぼって考えればいいわけで──」


　そのときふと、部長がひとりで唸うなり始めた。


　彼女はなにか言おうとして口ごもっていたが……一度言葉を呑のみこみ、だがそれでも耐たえきれなかったかのようにぼそりと喋しやべり始める。


「……しかし丈途さん、あたくしたちに散々セクハラしてきたくせに今こうやってみんなから恋こいの協力をしてもらって……少し、腹が立ちますわね」


　それを聞いたみんなは急に黙りこみ…………一いつ斉せいに、頷く。


「ねぇ、愛見さん。丈途さんへのポルノ指導……あたくしたちの怒いかりも加味して考えてくださいません？」


　そう言った部長の笑えみは、怖おじ気け立つほどにこやかだった。





　　　五




　陽ひがくれると、ぼくと鳴唐さんは湯畑に戻ってきた。


　足湯があったのでふたりで座り、浴衣ゆかたの裾すそを上げて足を湯に浸ひたす。


　源泉が近いので少し熱かったが……ゆえに風流でもあった。


「なんだか足だけで湯あたりしちゃいそうだね」


「うん……でも吹音、少し慣れてきたよ」


　彼女はそう言って、目の前に広がる湯畑へと目を向ける。夜の湯畑はライトアップされており、もうもうと立ちこめる湯気が光の合間を縫ぬうようにして幻げん想そう的に揺ゆれていた。


「綺き麗れい……」


　鳴唐さんのつぶやきに、ぼくは黙って頷く。そして隣となりに座る彼女へと目を移した。


　足湯のせいか鳴唐さんはわずかに汗あせばんでおり、髪かみが少し頰ほおにはりついている。浴衣の裾をまくっているので上気した太ふと股ももも見えており……妙みように色っぽかった。


「吹音、今日は楽しかった。ありがとう！」


「ぼくも楽しかったよ。それに鳴唐さんが元気になってくれて……よかった」


　そう言って、彼女の手に自分の手をそえる。


　一日中繫いでいた彼女の手……。こうやって改めて触ふれると、まるで恋こい人びと同士のようだった。


　鳴唐さんも改めて手を触れられて恥はずかしかったのか、頰を染めてうつむく。


　……………………………………………………………………………………………………。


「そ、そういえばさ、愛見と奏ちゃん……この街の人たちに凄すごく愛されてたね」


　ぼくは恥ずかしさをごまかすようにして話題を振ふる。


　それを聞いた鳴唐さんは「うん。あのふたり……仲直りして欲しいな」と頷いた。


「仲直りか……そのためには、進路指導を成功させなきゃね」


「……進路指導……」


　彼女はそう漏もらすと、黙りこんでしまった。


『──進路指導をがんばればがんばるほど、丈途くんが離はなれてくし……』


　ふと、鳴唐さんが言った台詞せりふを思い出す。


　ぼくは今までまったく気づいていなかった。彼女は……進路指導をそういう風にとらえていたのだ。


「……やっぱり、まだ進路指導をできる状態じゃないか……」


　彼女に聞こえないよう、そっと漏らす。


　進路指導でぼくが離れてゆくことを恐こわがっている鳴唐さん……。そんな彼女に協力してもらうには、やはりぼくがポルノを書いて彼女への想いを証明しなければならない。


「鳴唐さんのポルノか……」


　よく考えてみれば、ここまで悩んだポルノは初めてだった。彼女と出会って一年以上経たつが、それでも書けないなんて……。


　だが、なぜだろう。


　それほど悩んでいるポルノだからこそ、もしそれが書けたら……ぼくの人生が変わる気がする。


　そんな予感があった。


　ぼくらは再び黙りこむと、それ以降は無理に口を開かなくなる。


　その沈ちん黙もくは嫌いやな沈黙ではなく……デートの余よ韻いんを楽しむ、温かな沈黙だった。


　そのまましばらく、ぼくらは手を取り合ったまま幻想的な湯畑を見つめていた。





　……楽しかったデートが終わり、ぼくは鳴唐さんを宿まで送る。


　そして、ひとりで外へ散歩に出た。


　デートの余韻が残る中、それでもポルノを書けないことを悩なやんで……。


「──お散歩とは優ゆう雅がですわねぇ」


　宿から離れた小道まで来ると、後ろから急に部長の声がする。


　振り返るとそこには……合宿に来たみんなが集まっていた。鳴唐さん以外の全員だ。


　そんな中、蘭がたえかねたように一歩前へ出る。


「吹音ちゃんに告白する勇気がないなら……さっさと恋をあきらめなさい、このエロウイルス!!」


「告白って……だって、ぼくはまだ鳴唐さんのポルノを書けないし……」


「そんな甘い気持だから、いつまでたっても吹音ちゃんのポルノを書けないのよ！」


「──そうですわ。今回の進路指導……ちょっとでも丈途さんに頼たよろうと思ったあたくしが馬ば鹿かでした。こうなったらお兄さまに出てきてもらいますわよ！」


　お兄さまって……クロト!?


「いや……あいつはやめてよ！　なんか……ぼくにすっごく嫌な役を用意したむかつくシナリオを作りそうだし!!」


「うだうだ言わないであきらめなさい！　そもそも、あたくしたちに散々セクハラしてきたくせに、こうやって恋のお膳ぜん立だてまでしてもらってこのていたらくなんですよ！　あぁ……考えれば考えるほど腹立たしい!!」


　部長はそう言うと、おしおき棒のようなノートでぼくのお尻しりをひっぱたく。


「痛っっ……!!」


「──やっぱりエロウイルスは即そつ刻こくデリートすべきだったわね！」


　次いで蘭が、ぼくのお尻へ弾だん丸がんタッチを食くらわせた。それは「指で押す」などという生やさしい衝しよう撃げきではなく、熟練した武道家に貫ぬき手てを食らったかのような肉をえぐる痛みだった。


「ちょっ……みんななんでそんなに怒おこってる──」


　戸と惑まどうぼくの目の前で、今度はいきなり連続的なフラッシュがたかれる。


　突とつ然ぜんのことで瞳を閉じそこね、ぼくは完全に目がくらんでしまった。


「──ふふふっ……今まで散々私のパンティーを愉たのしんだり胸を揉もんだり裸はだかをのぞいたりした罰ばつだ。視界を奪うばわれてお仕置きプレイでもされるがいい」


　来夏の声が聞こえた途と端たん、誰だれかがぼくの足を払はらってその場に倒たおれさせる。


「「ふっふっふっ……」」


　目を開くことができない中、みんなの不ふ穏おんな笑い声が響ひびく……。


　──まさかこれ……ぼくが今までやってきたエロハプニングに対する復ふく讐しゆう!?


「ちょっと待ってくれ！　今までのエロハプニングは全部ハプニングなわけで、悪意があったわけじゃないんだ!!」


「──そんな下手へたな言訳しかできない丈途くんの性しよう根ねをマネジメントするわ！　昔から、悪い子にはこうするって決まってるのよ!!」


　勝代の声がすると同時に、棒状の鉄で思いっきり尻を叩たたかれる。


　──尻バット!?


　痛みのあまり声にならない悲鳴を上げていると、今度は「ボクの方がもっと凄いよ～！」と創の言葉が聞こえる。


「ボクに解かい剖ぼうさせてくれなかった怨うらみだよ～！　ボクの発明『お尻百叩たたキング』を食らってさっさと吹音ちゃんをあきらめるんだ～!!」


　お尻百叩キング……目がくらんでいて見えないが、創のことだから無む駄だに王様の外見をした機械を作っていそうだ。


　そう思った直後、ぼくはプロペラ状の物で高速のお尻百叩きを食らい始める。


「痛たたたっ……!!」


「──丈途先輩。わたし……見み損そこないました。丈途先輩は、吹音先輩と一いつ緒しよになっちゃ駄だ目めな人だと思います」


　愛見は真面目まじめにぼくを否定すると、「えいっ！」と言ってお尻を叩いてきた。


「──そもそも丈途は僕にキスしたくせに……あのあとからつれないし、酷ひどいよ」


　律は怒ったように漏らすと、「丈途のお尻の形状から計算するに……ここを叩いたら一番痛そうだね」と言い、ぼくの尾び骨こつを思いっきり叩く。


　──計算しなくてもそこは痛いっっ!!


「──ミサは魔ま界かいから召しよう喚かんしたヤバいものでお尻を叩くニャ～。でも、なにを召喚したのかは教えてあげないニャ。くくっ……見えない恐きよう怖ふで震ふるえるがいいニャァァ」


　不気味に笑ったミサは、ねっとりとしたハ虫類系の感かん触しよくがするものでぼくのお尻を叩く。


　──痛っ！　今嚙かまれたんだけど!?


　命の危険を感じ、ぼくはくらんでいた目を強ごう引いんに開けるとその場から駆かけ出す。


「──丈途くん。走ったところで……〝音〟からは逃にげられないわよ？」


　……謡江の声が、スピーカー越ごしに聞こえてくる。


　恐おそる恐る振り返ると、いつの間に用意したのか謡江の脇わきには巨きよ大だいなスピーカーが設置してあった。


　彼女はマイクを手に大きく息を吸うと……そのまま、アップテンポを歌い始める！


「──♪☆♭[image: ]〆◇▼¶△□[image: ]☆♭──!!」


　鼓こ膜まくを破り裂さかんとする超ちよう絶ぜつ高周波に身み悶もだえし、ぼくはその場に倒れてしまう。


　すると謡江がこちらへ来て、「ほんと、ハッキリしない人ね！」とお尻を叩く。


　みんなは耳みみ栓せんを外しながら謡江のあとを追ってこちらへ来ると……一斉に息を吸った。


「「さぁ、もう恋はあきらめて!!」」


　全員同時に言い放つ、恋の断念命令……。


　……確かにぼくは優ゆう柔じゆう不ふ断だんだったりいまだに鳴唐さんのポルノを書けなかったり、情けない男だ。みんなが見限るのも……わかる。


　だが、ハッキリと「恋はあきらめて!!」と言われ、今日のデートが頭をよぎった。ぼくと手を繫つないでいた鳴唐さん。ペアのストラップを前に恥ずかしがっていた鳴唐さん。そして、足湯で色っぽかった鳴唐さん………………………………………………………………。


「……嫌だ……」


　知らず、ぼくは声を漏らす。


「──嫌もなにも、どうせ吹音さんのポルノを書けないんでしょ？　ならあきらめるしかないですわね」


　部長が、冷たく突つき放すように言う。


　……言われた通り、ぼくは鳴唐さんのポルノを書けない。でも、でも……。


「嫌だ！　ぼくは鳴唐さんのことが好きなんだ！　ポルノだって……書いてみせるさ!!」


　ぼくはそう叫さけんで立ち上がる。


　そしてみんなを見み据すえるとさらに言葉をつむいだ。


「いや……ただポルノを書くだけじゃない。ぼくはそのポルノで鳴唐さんに告白する！　鳴唐さんのポルノ小説こそが、ぼくのラブレターだ!!」


「──ポルノがラブレター…………うふふっ」


　不意に、部長が微笑ほほえむ。


「──なるほどねぇ、丈途くんらしいわ」


　謡江がどこか仕方なさそうに漏らす。


「──でもその意気があれば……きっとポルノを書けるわね」


　蘭はぼくへ向けて晴れ晴れしい顔をした。


　そんな彼女の横で、来夏が考えるようにして口を開く。


「……そういうことか。お前が鳴唐のポルノを書けなかった理由は……きっと〝覚かく悟ご〟の問題だ。好きな相手だからこそ、半はん端ぱな覚悟じゃ駄目だったんだな」


　……なぜかみんな急に態度が柔やわらかくなり……ぼくは呆あつ気けにとられてしまう。


「あの……みんな、いきなりどうしたの？」


　すると愛見が申し訳なさそうに頭をさげ、「今回のポルノ指導について説明させて頂きます」と律りち儀ぎに言う。


「ポルノ指導!?」


「はい。いつまでたっても吹音先せん輩ぱいのポルノを書けない丈途先輩へ、ポルノ指導です。その……古来より女が男をやる気にさせる素す敵てきな方法がありまして……要するに『尻を叩く』ということです」


　……尻を叩くって……比ひ喩ゆじゃなくて、ほんとに叩いてたじゃん!!


　ぼくが目で訴うつたえていると、部長がにんまりと微笑む。


「あたくしたちに散々セクハラしてきたくせにこうやって恋こいの協力までしてもらって……多少の憂うさ晴らしを含ふくめて指導しても、許されるでしょ？」


「憂さ晴らしって……」


　……どおりで〝指導〟のわりには本気で痛かったわけだ。


　ぼくは、立つのも辛つらいほど痛みきっているお尻を見て頰ほおをひくつかせる。


「──でも、丈途くんの覚悟を聞いてすっきりしたわ」


　謡江はため息混じりにそう言うと、「さぁ……早く吹音さんのポルノを完成させてきて！」とぼくへ曇くもりのない笑え顔がおを向けた。


「うん！　みんな……ありがとう!!」


　みんなに手を振ふると、ぼくはさっそく宿へ向かって駆け出す。


　そんなぼくへ、後ろから「「がんばって!!」」とみんなの声が聞こえてきた。


　わずかに振り返ると……さきほどまで曇りのない笑みを浮うかべていた謡江が、どこか寂さびしそうに瞳ひとみを潤うるませているのが見える。


　みんなも、遠ざかってゆくぼくを切なげな微笑みで見つめていた。


　……みんな、ほんとありがとう。ぼく……がんばるよ!!





　……宿に着いたぼくは、さっそく部屋で執しつ筆ぴつを始める。


　尻を叩かれすぎて座ざ布ぶ団とんには座れないため……腹ばいになって原げん稿こう用紙と向き合った。


「ぼくが鳴唐さんのポルノを書けなかった理由は、〝覚悟〟の問題か……」


　ぼくは来夏の言葉を思い出し、ペン先を原稿にのせる。


「好きな相手だからこそ、半端な覚悟じゃ駄目……。そう、ぼくは今まで鳴唐さんへの恋も自覚してなければ告白する勇気すらなかった。半端もいいところだ……」


　──だが、今は違ちがう。


「振られるのはもちろん恐こわい……。でも、なにもできなくて鳴唐さんを失うことの方が、もっと恐いんだ!!」


　そう叫ぶと、ぼくはペン先に意識を集中する。


　瞳を閉じ、鳴唐さんと出会ってからのことを思い返した。


　オリエンテーション大会では、大おお喧げん嘩かをしてしまった。だがそのあと仲直りして……みんなで力を合わせて優勝した。


　才能テストやリアルＲＰＧで大変な思いもした。


　クロトが現れてからはさらに大変で……文字通り世界をまたにかける戦いがあった。


　ぼくは、その中でいつも鳴唐さんを追っていた。


　彼女のことを忘れることができなかった。


　だからこそ──。


「ぼくは、このポルノで告白する！　これはポルノであってポルノでない。渾こん身しんの……ラブレターなんだ!!」


　そう叫んで瞳を開けた刹せつ那な……ぼくの筆は、自然と進み始めた。





　　　六




　──チュンチュン。


　──チュンチュン。


　……昨夜から書き始めたポルノが……朝、ついに完成した。


　律はぼくに気を遣つかったのか結局部屋には戻もどってこなかった。彼のそういう心遣いが……みんなの気持が、胸に沁しみる。


「……もうちょっとすれば、きっと鳴唐さんも起きるな」


　ぼくは窓辺に行き、朝あさ陽ひを見つめる。


　もう……これ以上は逃げない。


　このラブレターは、今日渡わたすんだ。


　そう決意して、ぼくは鳴唐さんのポルノを握にぎりしめた。





　少し陽ひが高くなった頃ころを見計らい、制服に着き替がえて鳴唐さんを宿の庭へと呼んだ。


　みんなはついに告白すると悟さとったのか、制服姿でぼくらを遠目から見守っている。


「丈途くん……どうしたの？」


　ぼくの決意を知らぬ彼女は、しかしみんなに合わせたのか制服を着て首をかしげていた。


　いつも通りの無む垢くな瞳を向ける鳴唐さんへ、ぼくは覚悟を決めた目を向ける。


「た、丈途くん……？」


　こちらの様子がおかしいことに気づいたのか、彼女は動どう揺ようしたように瞳を揺ゆらす。


　そんな中、ぼくはやっと書き上げた渾身のポルノを彼女へ差し出した。


「鳴唐さん、このポルノはぼくの気持だ！　今から読み上げるから……聞いてくれ!!」


　そう叫んで、ぼくはポルノへ目を落とした。












「鳴唐さん、好きだ！　つき合って欲しい!!」


　旅館の中庭でぼくの叫びを聞いた鳴唐さんは、戸惑ったように「……え？」と漏らす。


「吹音……その、そういうの、よくわからないから……」


　頰を染めながらも慌てている彼女を見て、ぼくはその手を力強く握った。


「言葉にするのが恥ずかしいなら……オーケーだったら、目をつぶってくれ」


「う、うん……」


　鳴唐さんはそう言って真っ赤になると……そっと目を閉じた。


　ぼくはそんな彼女に顔を近づけ、突然キスをする。


「ん、んんぅ……!!」


　彼女は驚きのあまり呻いていたが、やがて落ち着いたのか目をとろんとさせてぼくのキスを受け入れる。


　ぼくはそのまま彼女の小さな胸へ手を這わせると、そっと撫でながら喋り始める。


「ぼくは……鳴唐さんの一途なところが好きだ。純白なところも好きだ」


　ぼくがささやく愛の言葉に反応するようにして、彼女はどんどん上気してゆく。撫で回している胸も温かくなり、胸の先も硬くなってきた。幼さの残る胸の先は瑞々しい花のつぼみのようで、その弾力でぼくの指先を押し返してくる。


「んふっ……なにこれ、なんでこんなに気持いいの……？」


「ぼくが鳴唐さんを愛で包んでるからだよ」


「そ、そうなんだ……これが丈途くんの愛……んはぁっ……!!」


　あまりの気持よさに体を震わせた彼女を見て、ぼくは腿の内へと手を這わせる。すると彼女は初めて受けたであろう刺激に敏感な反応を示し、腰をわずかに突き上げた。


「あんっ……駄目、そんな汚いところ……!!」


「汚くなんてないさ。鳴唐さんの体は……全部綺麗だよ」


　腿の内をそっと圧迫されつつ愛の言葉を聞き、彼女のパンティーは段々と濡れ始める。それに気づいた鳴唐さんは、戸惑ったように下を見つめた。


「うんっ……な、なんで吹音のそこ、濡れてるの……？　はぁぁ、この気持なに……!?」


「恋人同士が愛し合うと、こうなるんだよ」


　ぼくは彼女に少しずつ大人の階段をのぼってもらうようにして、そっと教える。


　そしてさらに愛の言葉をつむぎ始めた。


「ぼくは、鳴唐さんのちょっと頑固なところも好きだし……なにより、きみのクラリネットが大好きだ」


　そう言った瞬間、ついにぼくを受け入れる準備ができたかのように彼女の腿の内は熱く濡れ滴った。そう……これは彼女の心が、体が、ぼくを受け入れると決めたがゆえの現象。つまり──愛の表現なのだ。


　ぼくは、なんの自覚もなく自然とそういう状態になっているであろう彼女を想うと、心から愛おしくなった。


「やっときみと結ばれて、ぼくは本当に嬉しい。ねぇ……これから、愛を確かめ合うための儀式を始めよう」


　鳴唐さんの耳元でそうささやくと……ぼくは彼女のパンティーへ優しく手をかけた。












「──これ……吹音のポルノだ。丈途くんが今まで書けなかった、吹音のポルノ……」


　鳴唐さんは感激のあまり、涙なみだぐんでそう漏らしていた。


「やっと書けたんだよ。でも……これはポルノであってポルノじゃないんだ」


「うん……わかるよ。吹音、このポルノはわかるの。不思議……今までは丈途くんのポルノを読んでもまるで意味がわからなかったのに……」


　鳴唐さんはそこまで言うと、いきなり顔を赤くして黙だまりこんでしまった。


　……このポルノがラブレターだと気づいたのだ。急に告白されて恥ずかしいのだろう。


「えと……吹音、どうしたらいいんだろう。こんなこと初めてだし……んと、その……」


　そのまま彼女は口を閉とざし、辺りに静せい寂じやくが訪おとずれる。


　──鳴唐さん、どう答えるんだろう!?


　ぼくは、この告白が受け入れられるかどうか気が気ではなかった。


　長い沈ちん黙もくがぼくの緊きん張ちようをさらに高める。


　…………。


　加速度的にのどが渇かわいてゆき、生なま唾つばを呑のむ。


　………………。


　まさか、振られてしまうのかと強い不安が胸を襲おそった。


　……………………。


「っ～～～～!!」


　耐たえきれなくなって呻いたそのとき、謡江がこちらへ歩いてくる。


「吹音さん、早く返事をしてあげなきゃ！」


　彼女はぼくらの恋こいを応おう援えんするように温かな声で言うと、鳴唐さんへクラリネットのケースを渡した。


「クラリネット……そうか。そうよね」


　鳴唐さんはなにか納なつ得とくしたように頷うなずくと、「丈途くんはポルノで告白してくれたんだもん。吹音は……クラリネットでお返事する」と言い、ケースから楽器を取り出す。


　そして、辺りに素そ朴ぼくで温かな音色が響ひびき始めた。


　ぼくの心を包むかのような音。


　すべてを受け入れてくれるような優しいメロディー。


　なぜだろう……この曲を聞いていると、鳴唐さんとの思い出が頭を駆かけ巡めぐってゆく。


　昨夜ポルノを書いているときに回想した鳴唐さんとの思い出と、まったく同じ記き憶おくが再び蘇よみがえってきた。


　それはまるで、鳴唐さんが「吹音も丈途くんと同じ想いだよ」と語りかけているかのような……。


「鳴唐さん……」


　今までの彼女の演奏とは違う、温かくも強く心に訴うつたえるメロディー……。


　ぼくは鳴唐さんのポルノで作家としての壁かべをひとつ越こえた。


　だが鳴唐さんは、この演奏で音楽家として階段を上がった……。


　そう素す直なおに感じる、素す晴ばらしい演奏だった。


　もう……ぼくらの間に言葉はいらない。


　この曲を聞いた途と端たん、彼女の気持はすべてぼくに伝わったのだ。


「ありがとう！」


　ぼくはそう叫さけぶと、鳴唐さんを抱だきしめる。


　ぼくたちは……ついに結ばれたのだ！


「──ポルノのラブレターに、クラリネットのお返事……おふたりらしいですわねぇ」


　ぼくらを見守っていた部長が、苦く笑しようしながら言う。


「──丈途くんのポルノも渾身の内容だったけど……吹音さんの演奏も、凄すごかったわ」


　謡江は切なげに微笑ほほえむと、「これじゃ……認めるしかないじゃない」とつぶやく。


「──ふん、私はだまされないぞ。一見綺麗なシーンに見えるが……エロ小説で告白など、丈途はやはり醜みにくい」


　来夏はそう言って口を曲げながらも、こちらへカメラを向けてぼくの写真を撮とっていた。


「──僕の計算によると……ふたりはまだまだ抱き合ってそうだね」


　律は寂さびしそうに言うと後ろを向き、「そしてもうひとつ……僕の計算によれば、決着がついた問題があるね」と漏らす。


　そう言った彼の視線の先には……奏がいた。


「……凄い。これが〝天才〟の演奏……」


　仲居姿だった彼女は、愕がく然ぜんとして鳴唐さんを見つめていた。


　次いでぼくに視線を移すと、「あのポルノも……エ、エッチなはずなのに、感動しちゃって……」とつぶやく。


「……愛見ちゃん、私、わかったわ」


「な、なにがわかったの!?」


「丈途先せん輩ぱいのポルノと、吹音先輩の演奏……ふたつとも、ただ天才なだけじゃないの」


「それってどういうこと？」


「あの人たち、自分の才能に〝人生〟を賭かけてるって凄く伝わってきた。自分にとって最高の告白がポルノで、最高の返事がクラリネットだってなんの迷いもなく信じてる」


「そうね……。あのふたりなら、よく考えてみればお似合いの告白だったわ」


「そんな風にあっさり納得できる愛見ちゃんも……やっぱり私と違ちがう生き方のできる人なのよ」


「……え？」


　目を点にして聞く愛見へ、奏は満面の笑えみを浮うかべる。


「私、あのふたりみたいに才能に人生を賭けるなんて無理だわ。いえ……留学をやめてこの街を選んだ時点で、私はもう閃学園にいる人たちとは違う人生を歩んでたのかもしれないわね」


『──奏ちゃんは確かに才能あると思うよ。でもなにか違うっていうか……』


　ふと、鳴唐さんが言った台詞せりふを思い出した。


　才能に人生を賭けていない……それが、ぼくたちと奏の違いだったのだ。


　そしてぼくらの告白シーンを見て、彼女はそのことに気づいたのだ。


「──まさか、おふたりのラブラブぶりを見せつけて奏さんへの進路指導を終わらせるだなんて……」


　部長が啞あ然ぜんとして漏らす。


「──バカップルならぬ、天才バカップルね……」


　蘭は呆あきれたように言うも、どこか嬉しげにため息をつく。


　そんな中でも、ぼくらは抱き合うことをやめなかった。


　やっと……やっと結ばれたのだ。


　今すぐ彼女を手放してしまうなんて、そんな惜おしいことはしない。


　みんながこちらを見つめる中、ぼくと鳴唐さんは周りの視線も気にせずいつまでもいつまでも抱き合っていた。








「──愛見ちゃん、またね！」


「うん！　お休みになったらここへ帰って来るから……また遊ぼうね！」


　愛見と奏は、旅館の玄げん関かんで楽しそうに別れを言い合う。


「ふたりとも仲直りできてよかったね」


　ぼくが漏もらすと、奏はこちらへ一礼してきた。


「丈途先輩……ありがとうございます！　私、丈途先輩のおかげで自分の選せん択たくにやっと納得できました。私には……クラリネットに人生を捧ささげるなんてできません。私はこの街で楽しく暮らして、楽しくクラリネットをできたらそれが幸せです」


「そっか……。うん、自分が納得できたならそれが一番いい人生さ」


「はい！」


　奏の元気な笑顔を見て、ぼくは確信した。


　──進路指導、成功だ！


　そして奏への進路指導が成功したということは……。


　そこまで考え、ぼくは愛見へと目を向ける。


「もう、〝卒業指導〟にこだわる必要はないね？」


「はい！　わたし……閃学園へ帰ったら、今度は『生徒が納得できる進路指導』を目指してがんばります!!」


「──その意気よ！　なにか困ったことがあったら、マネージャーするからね!!」


　勝代が元気に声を上げて愛見を応援する。


「──じゃあ、まずはマッドサイエンティストたるボクに『世界征せい服ふく』するための進路指導をしてよ～!!」


　創が楽しそうに言ってその場で跳はねる。


「──それならミサは、『魔ま界かい征服』ニャ!!」


　ミサはそう言って、黒い笑い声を響かせる。


　──世界征服とか魔界征服とか……ふたりともやめてくれよ!!


　ぼくが内心で突つっこんでいると、みんなが学園へ向かって帰り始めた。


　そしてぼくは、鳴唐さんへと目を向ける。


　ぼくの〝彼女〟になった鳴唐さん……。


「い、一いつ緒しよに帰ろうか」


「……うん」


　互たがいに恥はずかしがりながらも、ぼくらはその場で手を取り合う。


　恋こい人びと同士になったぼくたちは、学園でどんな生活を送るのだろうか。


　……まるで想像がつかない。


　だが、それが心底楽しみでもあった。


　ぼくはひとり頷くと、鳴唐さんへと視線を移す。


　そして彼女とともに……ぼくらの閃学園へ向かって足を踏ふみ出した。


　ぼくらの、明るい未来を信じて。




　エロ作家が伝説になった日







『──なにが「ぼくらの、明るい未来を信じて」だ。あそこまで大だい恋れん愛あいをして結ばれたのに……たった一年で破局だろ？』


『まだ破局してないから!!』


　来らい夏かへ突っこみながらも、ぼくは彼女の言葉を思い返す。


　あれから一年……そう、あれから一年経たって、ぼくらはもう三年生になっていたのだ。


　ホテルの部屋にある鏡を見ると、あの頃ころより少しだけ背が伸のびたバスローブ姿のぼくが映っていた。鳴なる唐からさんは……特に伸びていない気がするけど。


　そして鏡には、ぼくの携けい帯たいにつけられたストラップも映っていた。


　鳴唐さんと温泉街で買った、『ラブラブ☆キスする温泉卵たまごペアストラップ』だ。「たけと」の刻印が、あの頃よりほんの少しだけ薄うすまっている。それがぼくに時の流れを感じさせた……。


　ひとりで感かん慨がいにふけっていると、来夏はついに、鳴唐さんが怒おこっている原因である〝あの本〟について触ふれ始める。


『しかし……あのエロいラブレターを膨ふくらませて一冊の本にするとは、お前もどういう神経をしてるんだか。モチーフに対して秘密で出版すれば、怒るのも当り前だろ』


　──そう。あのラブレターの話……実は続きがあったのだ。鳴唐さんへのラブレターからインスピレーションを受けたぼくは、鳴唐さんと出会ってからのことを私小説風にして書き、愛と、感動と、エロのすべてがそろった一大スペクタクルなポルノグラフィーへと昇しよう華かさせて出版したのだ!!


『ぼくの中では最高の話だったのにぃぃ！　そしてその最高の話を鳴唐さんに秘密で出版して、驚おどろかせようと思ってたのにぃぃ……!!』


『実際に驚いたと思うぞ？　最悪の方向でな』


『なんで最悪なんだよ!?　あれはぼくにとって最高の愛情表現なんだ！　だって好きな人のために自分の才能と情熱を賭けて最高の話を書いたんだよ!?』


『お前の腐くさりきって発はつ酵こうしたエロ脳ではそうなるだろうがなぁ……。清純派の作家でもあるまいし、エロ小説でそれをされて女が喜ぶと思うか？』


『うぐっ……!!』


　痛いところを突かれ、ぼくは黙だまりこんでしまう。


　くぅっ……ぼくの醜い写真をいつも無断で出版してる来夏に言われたくない！　言われたくないけど……来夏の言うことは的を射いてる……。


　唸うなりながら、ぼくはホテルの机に置かれていた一冊の本へ目を向ける。


　──『濡ぬれたクラリネット』──。


　そう題された本こそ、ぼくと鳴唐さんの大恋愛をつづった至高の小説であった。


『まぁいいじゃないか。あの本で女を失ったかわりに、お前は最高の栄えい誉よを手に入れたんだ。世界的な賞……ノーブル文学賞をな』


　ノーブル文学賞……それが、ぼくが今海外へ来ている理由だった。


　実は明日その授賞式があるのだ。心が浮き立ち、明日の晴れ舞ぶ台たいを想おもっていた直後──。


『──丈たけ途とくんの馬ば鹿か！　あんな本を出すなんて……吹ふく音ねに対する裏切りよ!!』


　……という電話が来たわけである。


　ノーブル文学賞ともなればあの本の注目度は世界レベルになる。


　鳴唐さんが『濡れたクラリネット』をこころよく思っていなかったとしたら……注目度の高さがそのまま怒いかりへ変へん換かんされても不思議はないだろう。


　まさか〝吹音に対する裏切り〟とまで言われるとは思わなかったが……。


『鳴唐にしてみれば、お前との思い出は大事に大事に心の中へ取っておきたかったのかもな。それを本にして全世界へ大公開したんだ……ま、あいつのことはあきらめろ』


『って、だからまだ破局してないから!!』


『ちっ……あきらめの悪い奴やつめ』


　来夏は面めん倒どうそうに唸ると、『まったく……世話の焼けるカップルだ』とため息をつく。


『仕方ない。今から鳴唐をとっ捕つかまえて、部長の自家用ジェット機を借りてそっちへ行ってやろう』


『本当!?』


『明日の授賞式には間に合わせてやる。世界的な栄誉に輝かがやいた瞬しゆん間かんを見れば鳴唐の考えも変わるかもしれんし……あとは自分でなんとかしろ』


『ありがとう！　恩に着るよ!!』


　ぼくは電話口で来夏へ何度も頭を下げ、通話を終えた。


　やっと一安心できたのでベッドへ向かうと、明日のことを考えながら眠ねむりにつく。


　……明日、鳴唐さんに会えたらちゃんと謝ろう。


　そしてぼくと一緒に受賞の栄誉を祝ってもらうんだ。





　──日がかわり、ついにノーブル文学賞の授賞式を迎むかえる。


　ぼくは閃ひらめき学園の制服に身を包んで会場前に来ると、学園のみんなが到とう着ちやくするのを待った。


　周りは正装をした様々な国の大人たちで溢あふれかえっており、会場全体が熱気に包まれているのを感じる。


　会場前にリムジンが到着するたび、大きな歓かん声せいやフラッシュの嵐あらしが巻き起こっていた。


　ぼくも一応受賞者ではあるが……今まで覆ふく面めん作家・芥あくた川がわ竹たけ人ととして活動してきたのだ。まさか高校生だとは誰だれも知るまい。


　誰ひとり知合いのいない会場で、ぼくは身の置き場所がなかった……。


「……受賞者なのに、まるで場ば違ちがいな所へ来た気分だ……」


　そう漏らしながら、ぼくはひとりで壁かべ際ぎわに立ってみんなを待つ。


　そのとき──。


「──丈途！」


　律りつの声が聞こえ、弾はじかれたように顔を上げる。


　彼も制服でここへ来ており、いつも通りのさらさらした髪かみをなびかせていた。


「律、来てくれたんだね！　数学の仕事もあるのに……ありがとう!!」


「丈途の晴れ舞台なんだ。僕だって見たいさ」


「──あたしなんて、『お姉さま、あんな変態のこと祝う必要ないですよ！』って泣いて引き止める妹たちをおいてここまで来たんだからね!!」


　蘭らんが相変わらずのポニーテールを揺ゆらしてむくれる。彼女もまた制服で、他ほかに来ていた閃学園のメンバーもいつも通りの恰かつ好こうをしていた。


　普ふ段だんと変わらないみんなを見てほっとしたぼくは、やっといつもの調子を取り戻もどす。


「あっ、謡うた江えも来てくれたんだ！　コンサートは大だい丈じよう夫ぶだったの？」


「せっかくのノーブル文学賞だもん……今回ばかりは、風か邪ぜってことにしてもらったわ」


　謡江はお茶ちや目めに舌を出すと、そっとはにかむ。


「──ミサは謡江さんと海外旅行ができたから、コンサート中止でも嬉うれしいニャ！」


　今も変わらず謡江ファンクラブとしてがんばっているミサは、満面の笑えみで謡江へ抱だきついた。


「──ノーブル文学賞を受賞したエロ作家って……超ちようエクセレントだよ！　ぜひボクに解かい剖ぼうさせて～!!」


　創つくるが子犬のようにぼくへ抱きつき、普段通りの危険な台詞せりふを叫さけぶ。


「──丈途先せん輩ぱい、受賞おめでとうございます！」


　いつも通り真面目まじめなあいさつをした愛まな見みは、律りち儀ぎにこちらへ一礼してきた。


「愛見……ありがとう！　進路委員会は順調なの？」


「はい！　『本人が納なつ得とくできる進路指導』を目指して日々がんばってます！　それに、その志に共感してくれた生徒たちが何名か委員会へ入ってくれましたし……進路委員会を〝委員会〟としてずっと続けてゆけるよう、マニュアル作りも進んでいます!!」


「そっか……それはよかった。これでもう、閃学園は安あん泰たいだね」


「──安泰じゃないのはむしろお前だしな」


　来夏は一歩前へ出ると、なぜかむすっと頰ほおを膨らませていた。


「来夏、一体どうしたの──って、あれ？　鳴唐さんは??」


　ぼくが首をかしげると、彼女は「あいつはすねてどこかへ隠かくれてしまったぞ」と鼻を鳴らす。


「せっかく私が暴れる鳴唐をボストンバッグにつめて、飛行機まで運んだのにな」


　──そりゃ怒るよ!!


　ぼくが焦あせっていると、部長が「授賞式はどこからか見ていると思いますわよ。ある意味、吹音さんも当事者ですし」と考えながら漏もらす。


「──私と部長は授賞式の様子を取材して、閃新聞に載のせようと思ってるの！　もし取材中に吹音ちゃんを見つけたら教えるわね!!」


　勝かつ代よはぼくを安心させるようにして元気な声を上げる。


「そっか……。とにかく、みんな来てくれてありがとう！」


　慣れない場所で心細かったぼくは、心からの感謝を伝えてみんなへ頭を下げる。


　鳴唐さんのことはやはり気がかりだったが……「どこからか授賞式を見ている」という部長の言葉を信じ、ぼくは受賞者の控ひかえ室へと向かった。


　そして、ついにノーブル賞の授賞式が始まる。


　巨きよ大だいなホールには優に千を超こえる人々が集まっており、客席には真っ赤な絨じゆう毯たんが敷しきつめられていた。


　受賞者たちはステージに並べられた椅い子すに座っていて、その後ろ上方にある巨大なパイプオルガンが厳おごそかな曲を奏かなでている。その荘そう厳ごんな様子が、ノーブル賞の〝格式高さ〟を感じさせた。


「これがノーブル賞……なんか、緊きん張ちようしてきたな……」


　ぼくがそっと漏らしていると──。


「──Taketo Akutagawa」


　朗々と、ぼくの名が呼ばれた。


　ぼくは反射的に席を立つと、この国の王のもとへと向かう。


　国王は漆しつ黒こくの礼服に身を包んだ初老の男性で、ぼくは足を進めるたびに心臓の鼓こ動どうが速まるのを感じた。


　──鳴唐さん、ぼくの晴れ舞台……見てくれてる？


　歩みを進めながらも視線はつい客席へと向かう。


　だがあまりに人が多すぎて……閃学園のみんながどこにいるかすらわからない。


　──ねぇ、ぼくときみの恋こい物語がノーブル文学賞になったんだよ？


　視線をさまよわせるも、まだ鳴唐さんは見つからず……いつの間にか心臓の高鳴りが消え、逆に寂さびしさがこみ上げてきた。


　──ぼく……鳴唐さんと一いつ緒しよにこの瞬間を祝いたかったのに……。


　そして国王からぼくへメダルが渡わたされようとしたそのとき──。


「──丈途くんの馬鹿！　吹音とのことをみんなにばらして、こうやって賞なんてとって……なにが楽しいの!?」


　会場に響ひびき渡る、どこか幼い声……。


　──鳴唐さん!?　ど、どこにいるの!?


　ぼくは慌あわててステージ上から鳴唐さんを捜す。


　すると……目の前の通路に彼女が立っていた！


「鳴唐さん、来てくれたんだね！」


「来たくて来たんじゃないの！　連れてこられたの!!」


　……そ、そりゃそうだ……。


　ぼくが来夏のことを思い出していると、鳴唐さんは「なんで吹音と丈途くんの思い出をみんなにばらすようなことしたの！」と顔を真っ赤にして叫ぶ。


「ばらすとか、そういうことじゃないんだ。あれはぼくなりの愛情表現で……」


　言いながら、ぼくの言葉がまるで届かず怒おこったままの彼女を見て徒労感を覚える。


　──これじゃ駄だ目めだ。こんなことを言っても……鳴唐さんの心に響かない。


　そう思った直後、彼女はもう一度「丈途くんの馬鹿ぁぁ!!」と叫び、こちらへ背を向けて駆かけ出してしまった。


「鳴唐さん！」


　ここで逃のがしたら、彼女はぼくを一生許してくれない。


　そう直感した。


　そこから先のことはよく覚えていない。


　ぼくは目の前にいる国王からメダルをぶん捕どると同時に駆け出していた。そしてステージから飛び降りて……鳴唐さんを後ろから抱だきしめる。


「ちょっと待ってくれ！　ぼく……『濡ぬれたクラリネット』を出版したらきみに言おうと思ってたことがあるんだ!!」


　鳴唐さんはぼくの言葉も聞かず、なんとかこちらの腕うでをほどいて逃にげ出そうと暴れる。


「言おうと思ってたことがあるけど……文学賞の話がきて、少しだけ先のばしにしちゃってたんだ。でもやっと今受賞したから……話を聞いてくれ!!」


　そう叫んで鳴唐さんの肩かたを持ち、体をこちらへ向けさせる。そのままぼくは彼女の瞳ひとみを見み据すえると、金色のメダルをその真ん前に掲かかげた。


「ぼくは、ぼくと鳴唐さんの恋れん愛あいが最高の物語だと思ってる！　その最高の物語を本にして、こうやって世界的に認められて……心に決めたことがあるんだ!!」


　突とつ然ぜん語り始めたぼくに圧あつ倒とうされ、鳴唐さんは動どう揺ようしたように瞳を揺らす。


　ぼく自身、自分がなにを言っているのかもう訳がわからなくなっていた。


　事前に考えていた台詞も、律の『愛のささやきの方程式』も、完全に頭からぶっ飛んでいる。


　そんな中、ぼくは大きく息を吸うと渾こん身しんの力で叫んだ。


「鳴唐さん……いや、吹ふく音ね！　高校を卒業したら、ぼくと結けつ婚こんしてくれ!!」


[image: ]


　そう言い切った刹せつ那な……ぼくは、鳴唐さんの唇くちびるへ自分の唇を重ねた。


　柔やわらかく温かな、小さい唇……。


　その愛らしい感かん触しよくがぼくの唇に伝わってくる。


　鳴唐さんはあまりの驚おどろきで、息を止めているようだった。


　彼女が驚くのもよくわかる。実はこれ……初キスだったのだ!!


「ん、んんっ～～～!!」


　我に返ったのか、鳴唐さんは焦って呻うめくとこちらから唇を離はなす。


「た、丈途くん、こんな所で初キスを……。それに結婚って……」


　彼女は動揺のあまり頰を染め、おろおろと視線をさまよわせる。


「駄目かな……？　ぼくには、もう吹音しかいないんだ。それは、『濡れたクラリネット』が証明してくれた」


　その言葉を聞き、彼女はぼくの掲げたメダルへ視線を向ける。


　ぼくが勝手に本を出版したことに怒っていた鳴唐さんだが、ここにきてついに想おもいが届いたのか……「わ、わかった。吹音も丈途くんと結婚したい」と小さく漏らした。


　──やった！　やっと……ぼくの想いが届いた!!


　ぼくらの様子を見て会場中の人が啞あ然ぜんとしていたが……誰かひとりだけ、盛大な拍はく手しゆを始める。


「──ノーブル文学賞の授賞式でプロポーズとは……その意気やよし！　さすが我が校の生徒だね、丈途くん!!」


　聞き覚えのある渋しぶい声。


　目を向けると、ひとりだけ席から立ち上がっている紋もん付つき袴はかまの老男性が見えた。閃学園の、黒くろ樹き水すい墨ぼく校長だ。


　ぼくのとんでもない行動に対してあまりに堂々と拍手を送る校長を見て、会場からちらほらと拍手が上がり始める。それは段々と大きな拍手になり──。


「──ブラボー!!」


「──ワンダフル!!」


「──ヴンダァバール!!」


　会場中から喝かつ采さいの嵐あらしが巻き起こった。


　──うわっ、なんだか大おお事ごとになっちゃったかも……!!


　今さら冷静になったぼくは、自分のしでかしたことを思い、足が震ふるえた。


　だが、目の前にいる鳴唐さんはさきほどのプロポーズの余よ韻いんに浸ひたっているのか、頰を染めてぼぉっとしている……。その姿はまさに幸せの絶頂だ。


　……鳴唐さんが喜んでくれたなら……もう、なんでもいいさ!!


　ぼくは自分に発破をかけると、鳴唐さんを強く抱きしめ……もう一度キスをした。





　……数週間後、いつの間にかぼくは世間で「ノーブル文学賞の授賞式で初キス＆プロポーズをした男」として歴史にその名を刻んでしまっていた。


「さすが稀き代たいのポルノ作家、やってくれるぜ！」という賞賛と、「童どう貞ていポルノ作家がノーブル文学賞（笑）。ある意味最強（笑笑）」というどちらかと言えばけなしている声と、「っていうか芥川竹人って高校生だったのかよ!!」という覆ふく面めん作家を返上するしかない声がいまだ世界中を駆け巡めぐり続けている。


　実話を元にして書いた話だということは伏ふせていたのに、授賞式の一件で完全にバレてしまい……ある意味最高の話題性をもって本は「全世界で一億部発行」という歴史的な快挙を成しとげていた。


　そしてぼくと鳴唐さんの恋こいは……ある意味で、〝伝説〟となる。


　閃学園にはずいぶん無む茶ちや苦く茶ちやな生徒が多かったけど──。


「ぼくが一番、無茶苦茶だった……」


　そうつぶやき、自室にいたぼくは本ほん棚だなを見上げる。


「──丈途くん、メダルはどこに飾かざろうか？」


　こっそりと男子寮りようへ入っていた鳴唐さんが、メダルの飾り場所で悩なやんでいた。


　彼女は小さな背を一いつ所しよ懸けん命めいに伸のばして棚たなの位置を確かく認にんしており……その姿があまりにいつも通りの鳴唐さんで、ぼくは知らず微笑ほほえんでしまう。


　ぼくたちが世界的なニュースの渦か中ちゆうにいるとは微み塵じんも思わせない、彼女の温かな雰ふん囲い気き……。やっぱり、プロポーズしてよかった。


　ぼくは改めてそう思う。


「メダルを飾るなら……写真の横なんてどうかな？」


　そう言って、ぼくは本棚に飾られた一枚の写真を指差した。


　彼女はそれを見て納なつ得とくしたのか、こちらへ微笑みを向ける。


「うん、吹音もここがいいと思う。これが……吹音たちの運命を変えたんだもんね」


　彼女はそのまま写真の横へとメダルを飾り、ぼくの脇わきへ来て一緒に棚を眺ながめる。


　ふたりの視線の先に映っていたもの……それは、一年前にぼくが告白したときの写真だ。


　そしてその横には、ぼくらの恋を称たたえるかのように、金色に輝かがやくノーブル文学賞のメダルが輝いていた。




　あとがき







　ついに、『Ｒ‐15』が最終巻を迎むかえました。デビュー作ということもあって感かん慨がい深い気持です。丈たけ途との物語の結末……ご満足頂けたなら幸いです。


　スニーカー編集部のＹ様、Ｉ様、そしてイラストの藤ふじ真ま様、さらには『Ｒ‐15』のメディアミックスに携たずさわって下さった皆みな様さま、本当にありがとうございました。


「さぁて、んじゃエロの次は〝純愛〟書くか！」……というワケで、今は新作書いてます。


　次の主人公は「永遠の愛を誓ちかえる〝魂の恋人ソウル・ラヴアー〟を求める、愛の求道者」です。求道者すぎて、主人公がとんでもないことをやらかし始める話です！　そして、主人公がやらかしたせいで純愛モノなのになぜかハーレム状態になってしまい……。


　続きはぜひ、本が出ましたらお楽しみ頂きたいです。『Ｒ‐15』の最終巻と、そう間を置かず出す予定で鋭えい意い執しつ筆ぴつ中でございます！　ぜひ、またお会いしましょう!!







伏ふし見みひろゆき　　
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ハッピーエンドへの最さい終しゆう指し導どう!!





伏ふし見みひろゆき
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